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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第７章　天秤座ライブラ～フォビドゥン・エリクシア～







　あの時、私たちは信じていた。

　この平和が、ずっと続くのだと。

　いつまでも、みんな一いつ緒しよにいられる、って信じてた。

　たとえバジュラが攻せめ寄せてくるようなことがあっても、それはたとえば、映画に出てくる台風や地じ震しんみたいなもので、もう、戻もどってこないものなのだ、と。

　そんなことはなかったのだ、と今ならわかる。

　今なら、私たちは、その過ぎ去った時間の意味を理解できる。

　あの日、あのステージで歌ってから三ヶ月。

　私は、自分が超ちよう時空シンデレラ、と呼ばれるようになった日常に戸と惑まどうばかりで、自分の周りで何が起きているのか、何もわかっていなかった。




　　　　＊




　早さ乙女おとめアルトは十七歳で、少年で、パイロットだった。

　かつては天才女おんな形がたとして脚きやつ光こうを浴びていたこともあるが、それは当人にとってはもう遠い過去のことで、今の彼は、最新型可バ変ル戦キ闘リ機ー、ＶＦ-25〝メサイア〟を駆かる、ひとりの戦士であった。

　虚こ空くうを飛ひ翔しようするその機体は、朝日を受けて白銀に輝かがやく白鳥のように、優美で、なめらかだ。翼つばさにキャリングされたミサイルポッドと、上面に取り付けられた二門の重量子ビーム砲ほうがなければ、戦闘兵器にはとうてい見えないだろう。

　そのアルトの頭上を、巨きよ大だいな彗すい星せいが流れていく。

　移民宇宙船、マクロス・フロンティアから見れば、星のひとつでしかなくても、彗星の近くでは、光り輝く巨大な山そのものが、宇宙を渡わたっていくように見えた。

（まるで、あいつらみたいだな）

　脳のう裏りをよぎるのは、ふたりの少女。

　ほんの少し前まで、ただの友達だった、歌手志望の、否いな、すでに歌手になってトップアイドルへの道を駆け上がっているランカ・リー。

　そして、ほんの少し前まで、ＴＶの向こうにいる存在だった、銀河の妖よう精せい、シェリル・ノーム。

　銀河を堂々と、きらびやかに渡っていく彗星の姿は、ふたりの少女そのもののように思えた。

　彼がこのメサイアで戦い、少女たちを守った初うい陣じんの日から、もう九十日あまり。

　宇宙の海はまるで、凪ないでいるようにおだやかだった。




　　　　＊




　三方に置かれたステンドグラスから、七色の光が差し込んでくる。

　教会の中央、祭さい壇だんに置かれているのは十じゆう字じ架かとも鳥とも付かぬ、どこか見知らぬ民族のオブジェ。

　異教ペイガンの神を祀まつる巫み女このように、神へと祈いのる修道女のように、ウェディングドレス姿の少女は目を伏ふせて、祈る。

　突とつ然ぜん、音楽が響ひびく。教会に、誰だれかがやってくる。

　列柱を圧して、開け放たれた扉とびらから差し込んでくる朝日。方位が揃そろい、四大が完成する。

　誰か、が誰なのかと問う必要はない。教会において出会うもの、出会うべきもの、その名を語る必要がどこにあろう。

　まるで、みずからの純潔を捧ささげるかのように、少女はヴェールを脱ぬぎ捨てる。

　ヴェールを脱ぎ捨てたその金色の髪かみは、シェリル！

　その手にはマイク、見下ろすのは会場を埋うめ尽つくす観客たち。彼らの振ふるペンライトが、星々のように教会堂を包み込む。

「世界よ、あたしの歌を聴きけぇ～～～ッ！」

　歌声が響き渡り、熱ねつ狂きようが始まる。




　　　　＊




「大した物じゃないかね、シェリル・ノームは」

　特等席でその熱狂を見下ろす大統領補ほ佐さ官、今やフロンティアの次代のホープとしてたたえられるようになった若き俊しゆん才さい、レオン・三み島しまはシェリルのコンサートと、その劇場の渦うずとに満足した。

「キミもそう思うだろう、ルカ」

　その傍かたわらに座るルカ・アンジェローニ、彼と謀ぼう略りやくを共にする軍ぐん需じゆ企き業ぎようＬＡＩの御おん曹ぞう司しにして、いずれ彼の義ぎ弟ていとなる少年は、曖あい昧まいに笑った。

「そうですね。シェリルさんの歌は、本当にすごい」

「──フォールドウェーブ的な意味でもね」

「ええ。三ヶ月前の数値、本当にすごいものでした。今のコンサートは、そこまでのスケールではありませんが……」

「やはり、超時空シンデレラ……ランカ・リーとのハーモニー効果仮説は正しい、ということか」

　気取った仕草で、指を組み直し、レオンはリクライニングの利いた貴き賓ひん室の椅い子すを満まん喫きつした。開かい拓たく惑わく星せいで苦学していたころには、考えられなかったほどやわらかで温かな椅子だった。

「仮説は、仮説です。──それにしても、あんな論文、どこから手に入れたんですか？　十一次元超ちよう空間共きよう振しん水すい晶しよう体たい、フォールドクォーツと、ジャミングサウンドシステム……あれは、封ふう印いんされたテクノロジーのはずです」

「封印というのはね、ルカくん。俗ぞく人じんの手に触ふれないように、支配者が行なうものさ」

「支配者には、自由にその封印を解く資格がある、と？」

「それは、騎き士しの家に生まれたキミのほうが心得ていることではないのかね」

　香かおりのよい赤ワインのグラスを、レオンは口元に運んだ。正直なところ、それが学生時代に飲み慣れた合成ワインとどれほど違ちがうのか彼にはわかっていなかったが、そういうことがステータスなのだ、と感じるのが、俗人の俗人たる所以ゆえんであった。

「アンジェローニの家が修道騎士だったのは、遠い昔です。今は、ただの実業家ですよ」

「家門の誉ほまれというものは、あるさ。それが文化というものだ。私のように、どこの馬の骨とも知れぬ家とは違うものだよ」

　ステージでは、妖よう艶えんな表情を浮うかべたシェリルが、試験管の中の薬品をもてあそび、フラスコの中で液体を蒸留している。ひどく幻げん想そう的で、そしてエロティックだった。

「クィンテッセンス、か」

「なんと言いました、補佐官？」

「第五元素だよ。クィンタ・エッセンチア。アラビアで開発された蒸留術は、やがてかのパラケルススによってアルカナ、すなわち秘ひめられた精エツセ髄ンチアを取り出すための技法として昇しよう華かされる。本質を見いだすためには、すべてが破は壊かいされ、残された精髄だけを蒸留しなければならない」

「近代化学は、そんな迷めい信しんじみたものではありませんよ」

「そうかな」

　いつになく、レオンは饒じよう舌ぜつだった。

「ヨハネス・ケプラーが天体運動の法則を発見できたのは、彼が占せん星せい術じゆつ師しであり、錬れん金きん術師だったからだ。彼は神が生み出した世界の法則を解明することこそ、己おのれに与あたえられた使命だと考えた。アイザック・ニュートンもそうだ。彼の生しよう涯がいの目的は、第一プリマ・原質マテリアの発見に当てられていた。代数学と確率論の祖であるジェロラモ・カルダーノは、錬金術と数秘術を極きわめたその結果として、近代数学を打ち立てるに至った。────彼らは迷信深かったのでも、愚おろかだったのでもない。科学が発展する背後には、文化の力、思想の力がある。ゼントラーディたちが科学知識を持ちながら、それを発展させられなかったのは、文化を持たなかったからだ。心のない科学は、前進することができない」

「──それが、あなたやギャラクシーの科学者たちが、あれを〝賢けん者じやの石〟と呼ぶ理由ですか」

「そう。フォールドカーボン系物質の機能は、大きさの三乗、純度の四乗に比例する。１０００カラットを超こえるフォールドクォーツによってもたらされる超時空干かん渉しよう能力、それは神の力に等しい」

「否定はしません。そのためにＬＡＩうちだって、ゼネラル・ギャラクシーと裏取引もしているんですから」

　ルカの横顔には、級友や戦友には見せない、大人の世界の暗さがあった。それを背負うことが人々の幸せを守ることだ、と信じてはいても、自分は闇の側の住人で、シェリルやランカたちは光の側の住人だ、という意識は消えない。

「その上で、補佐官の提供してくださったマンフレート論文がなければ、解にたどりつくことはなかったでしょうし、フォールド通信の傍受というアイデアも得られなかったのですから、感謝はしています」

「フフ……まあ、第一プリマ・原質マテリアを求める者は、同じところに行き着くものさ。あの女、シェリル・ノームのマネージャーだというグレイス・ゴドゥヌワ、今はグレイス・オコナーと名乗っている女も、そうだろう」

「ドクター・マオ・ノーム、プロトカルチャーと超空間共振水晶体研究の権けん威い。そのドクター・ノームの弟で子しの中にあって双そう璧へきと呼ばれた、蘭雪ランシエ・メイとグレイス・ゴドゥヌワ。第１１７調査船団の生き残りが、ノームの名を持つ歌うた姫ひめとともに、この船団にいる。……偶ぐう然ぜん、という説明は、受け入れがたいですね」

「────ギャラクシー船団の壊かい滅めつ、それが彼らの計画のうちか、それともアクシデントなのか。古き器うつわを破らねば、真理は得られぬ、とはパラケルススの言葉だが、ああもあからさまに、聖なる婚こん姻いんを表現してくるあたり、彼女も業ごうが深いね」

「聖なる婚姻？」

　聞きかじりの衒げん学がくを振ふりかざす成り上がり、というところは好きになれないな、という感想を天使のような笑え顔がおにしまって、ルカ・アンジェローニは表面的には礼れい儀ぎ正ただしく、将来の義ぎ兄けいの難解な話題にもう少し付き合うことにした。

「ヒエロス・ガモス。儀ぎ式しき的に男女の婚姻を再現することで、己の中にある男性性と女性性、陰いんと陽を融ゆう合ごうさせる内的錬金術の技法だ。古代欧おう州しゆうにおいて、修道女が神の花はな嫁よめとされたのも、この思想の反映による。内的な婚姻は、完全な存在に至るための不可欠な要素なのだよ」

「……そんなものをコンサートに取り入れるグレイス女史の精神性には、確かに僕も興味があります」

「そう。硫い黄おうと水銀は、至高の媒ばい介かいたる賢者の石によって混じり合い、第一プリマ・原質マテリアへと到とう達たつする。硫黄と水銀と塩は、やはり錬金術師だったロバート・ボイルが批判したような、ただの粗そ雑ざつな物質ではない。霊れいと魂たましいと肉に照応する、トライアングラーなのだよ」

「勉強になります。確かに、重要な視点ですね」

　聞き入っているフリをしながら、ルカはそのもう片方の耳で、シェリルの素す晴ばらしい歌声に聞き惚ほれていた。まったく、これほどの歌を聴ききながら、やくたいもない批評ごっこを続けるところだけは、なんとかならないものか……。

　が、その〝批評ごっこ〟は不意に終わった。

　シェリルが喉のどから、こふ、と紅あかい血を吐はいて、ステージにうずくまったからだ。

　観客たちは、レオンやルカも含ふくめてそれを凝こった演出だ、と考えていたが、やがてそうでない、とわかると喧けん騒そうと混乱がそれに取ってかわった。

　聖堂の絨じゆう毯たんに広がったシェリルの血けつ痕こんは、ひどく紅あかい、まるで宝石の輝かがやきのようにも見えて、奇き妙みように美しかった。




　　　　＊




　シェリル・ノームが倒たおれた、という電子新聞のニュースを読めば、何を置いても駆かけつけてしまうのが、ランカ・リーという少女だった。

　銀河の妖よう精せいは、ランカにとって太陽だった。それは歩む道を指し示し、暖かい光を与え、生きる意味を与えてくれる存在だった。

　もちろん、シェリルを超えたい、その歌と真っ向から勝負がしたい、という意志もある。それは当然だ。自分のディスクとシェリルのディスクの売り上げの間に横たわるゼロの数を数えれば、その差がどこによって来たるのか考えずにはいられない。芸術に優ゆう劣れつはない、という本質的なこととは、また違ちがうのだ。女の子の意地のことなのだ。

　でも、そういう意地にしたって、それはシェリルがまずステージの上で輝いていることが絶対の大前提であることは言うまでもない。チャンピオンに挑ちよう戦せんするボクサーは、チャンピオンと戦いたいのであって、リングに上がる前にチャンピオンに倒れられたいわけではないのだ。

　ベストコンディションのシェリルの歌が聴きたいのだ。だってそれが目標なのだから。

（大だい丈じよう夫ぶかな……だいじょうぶかな……）

　息をはずませて、ＴＶ局の廊ろう下かを走る。

　アポが取れたのは、あの日、バジュラが襲しゆう撃げきしてきた三ヶ月前のあの日のステージで歌ったことが、ランカの所属するベクタープロモーションと、シェリルのマネージャーにコネクションを結んだからで、そのことにはランカは本当に感謝していた。さもなければ、面会など考えられるものではない。なにしろシェリル・ノームは、その発言が銀河の株価どころか政治状じよう況きようにすら影えい響きようを与あたえるビッグスターなのだ。

　緊きん張ちようをいっぱいにして、シェリルがいるというロビーへの角を曲がる。どんな顔をして会えばいいのか考えると胸が高鳴って、深呼吸がひとつ、必要だった。

「シェリルさん……っっ……！」

「あら、ランカちゃん」

　が、当のシェリル自身は『シェリル倒れる！　復帰は絶望的、か!?』などと書かれたタブロイド紙を読んでいるのだから、まるで気楽そうなものであった。ソファに足をくつろげて、クリームソーダなど飲んでいる。

「どう、元気にしてる？」

「元気……って……」

　ランカは大きな目をぱちくり、としばたたかせた。危なく、ハンドバッグを取り落としてしまうところだった。それほどに、シェリルの表情はあっけらかんとしていたのだ。

「シェリルさんこそ！　あの、お体の具合、大丈夫なんですか!?」

「もちろんもちろん」

　ひらひら、といつもの笑え顔がおを作って、シェリルは形のよい掌てのひらを振って見せた。

「ちょっと一いつ生しよう懸けん命めい歌い過ぎちゃっただけよ。まったく、マスコミってやつはどんなつまんないことでもニュースにしちゃうのよね」

「はぁぁぁ～～」

　安あん堵どのため息が漏もれた。

　いや、ランカにとっては安堵などというものではなかった。魂が漏れるかと思った。うっかりすると、泣きそうになった。

「よかった……本当によかったです」

「ほらほら。大丈夫なんだってば。そうそう、聞いたわよ、『虹いろ・クマクマ』」

「え!?」

　それは、ランカがついこの間リリースした新曲だった。あのバジュラの襲撃で一気にホットなニュースになったランカを、間かん髪はつ容いれずに売り出すために、マネージャー兼けんプロデューサー兼メイクアーティスト兼あといろいろである松まつ浦うらナナセが必死にプロデュースしてくれた新曲は、紆う余よ曲きよく折せつドタバタを経て、どうにかフロンティアのメジャーネットに流れるに至っていた。

　もちろん、ランカは最大の敬意をもって、最初にできあがったディスクをまずシェリルに贈おくったのだが、それでも聞いていてくれた、という事実は、望ぼう外がいのもので、ますます涙なみだがあふれそうになった。

「かわいらしい曲じゃない。まさに超ちよう時空シンデレラ、って感じね」

「ありがとうございます！」

　ランカは、それはもう、花が開くように笑った。

　嬉うれしかった。

　シェリルにアマチュア時代、〝アイモ〟を褒ほめてもらったことがある。

　でもそれと、お客さんに手に取ってもらう商業の歌を褒めてもらうのは、また別のことだった。ランカだけのことではない。作曲家の人、作詞家の人、伴ばん奏そうをつけてくれる人、プロモーションをしてくれるナナセや社長のエルモのこと、小売店の人、たくさんの人の人生を背負ったあの歌を、シェリル・ノームが褒めてくれている！

　よほどあがっていたのだろう。シェリルはそんなランカを見て、くすり、と余よ裕ゆうある笑みを浮うかべると、

「ほら、あんたも何か言ってあげなさいよ」

　と、ランカの後ろに座って、航空雑誌で顔を隠かくしているボディガードの少年に声をかけた。

「え……？」

　見覚えのある、顔だった。

　いや、一度見たら忘れられない、それはあまりにも美しい顔立ちだった。

　早乙女アルト。

　ほんの少し前まで、出前先の常連だった美み星ほし学園の生徒で、今は義あ兄にの部下であり、それで、もうちょっとだけ距きよ離りを詰つめたいな、詰まったかな、もしかしたら遠ざかったかな、でも詰まったような気もするな、と思っている、ランカにとってはつまり、そのような少年だ。

「──ってアルトくん!?　どうしたの!?」

　ランカの驚おどろく顔を見て、ひどくシックなスーツを着たアルトは、肩かたを落とした。艶つやのある紺こんのスーツに、動きやすいよう首元を緩ゆるめたシャツ、という服装は普ふ段だんのアルトからは想像もつかないものだったが、何とも言えぬ、震ふるえの来るような色気があった。

　もし、ランカに軍事知識があれば、そのスーツが防ぼう弾だん素材で織られたもので、胸むな元もとが小型拳けん銃じゆうの重みでわずかにシルエットが崩くずれていることに気がついただろう。だが、そんなことを認にん識しきさせぬほどに、いや、そもそも風景に溶とけ込むことを意識したコーディネイトをしているのであろうアルトの姿は、美しかった。

　そして、その美しい少年がシェリルの傍かたわらにいることに、シェリルへの尊敬とは矛む盾じゆんしない別の感情が芽生えて、ランカの薄うすい胸をチクリ、と刺さした。

「あの作戦以来、ずっとコイツに雇やとわれてるんだ」

　アルトはそう言って、にこにこと笑っているシェリルを指さした。ふてくされたようなその動きさえ、どこか優ゆう雅がだった。

「Ｓ．Ｍ．Ｓフロンティア支部のメンバーが交こう替たいで、な。スパイ疑ぎ惑わくが完全に晴れたわけじゃないから、監かん視しの意味もあるんだとよ」

　そんなことをアルトが喋しやべるのは、ランカを信用してくれている、ということもあるだろうし、シェリルの心情をおもんぱかってのこともあるだろう。むしろそういう事情がある、とアピールすることで、シェリルの心理的負担を軽減しようとしているのだ。

「疑い深いわよね、ホント」

　事実、そういうシェリルの言葉に、棘とげはない。

「疑惑を晴らしたいからボディガードをかねて付いてろ、って言ったのはお前だろうが！」

「あら。ギャラ払はらってるのはあたしよ。こないだの出しゆつ撃げきも、今のボディガードもね。つまりあたしの命令には絶対服従。いわばそう──アルトはあたしのド・レ・イ」

「ど、どれい!?」

　ランカのアタマを、いろいろともやもやした、雑多な空想がよぎって、顔が耳まで赤くなった。どのような空想かは、さておいて。

「ってこら、ランカ！　お前何想像した！」

　アルトも羞しゆう恥ちで真っ赤になった。優雅さなどかなぐり捨てて、椅い子すから立ち上がる。

「へ、そんな……」

「フフ、ほんと、かわいいわよね、ランカちゃん……」

　そこまで話したところで、不意にシェリルが咳せき込んだ。

　わずかに、血の臭においがした。

「シェリル！」

「大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　ランカとアルトが駆かけ寄ろうとするのを、シェリルは一いつ瞬しゆん、目で制して、次に手で制した。

「何慌あわててるのよ、ふたりとも。あたしは平気だって言ってるでしょ」

「……だから、休めって言ってるだろ。グレイスさんだって、そう言って……」

　食い下がるアルトを、シェリルはそれ以上言うな、という意志を込めて、にらんだ。

「明日はオフよ。休むわ。それでいいでしょう？」

「にしたって無理しすぎだぜ。そんなにまでして歌いたいのかよ」

「当たり前じゃない」

　もう、咳せきなどどこにもなかったかのように、シェリルは艶えん然ぜんとほほえんだ。

「歌はあたしの存在意義だもの。あたしは、歌うために生きてるのよ」

　そう言って、シェリルはランカの瞳ひとみを見た。まっすぐに、その瞳を見た。尊敬する人の、それはまなざしだった。一点の曇くもりもなく歌を見つめる、それは北極星のごとくに輝かがやく高貴な光だった。

「あなただってそうでしょ？　ランカちゃん。あなたの歌にも、あたしと同じ力がある。一日が四十八時間あったら、あと二十四時間歌える。あなただって、そう思っているはず──」

「………………！」

　ランカは言葉では、それに答えなかった。

　どう答えても、何かが違ちがう気がした。

　それに応こたえるなら、もっと別の手段がある。

　なぜなら。

「シェリル」

　不意に、音もなく入って来た女性の声が、シェリルとランカの間に流れた時間を断たち切った。

　グレイス・オコナー。一度だけ会ったことがある、シェリルのマネージャーだ。自分とシェリルの放送をフロンティア全土に流してくれたという、ランカにとっては恩人でもある。

　かっちりとしたスーツに大人っぽい肢し体たいを包んだ、シェリルの美を引き立てつつ、決して自己主張をしない服装が見事だった。その傍らに立つのは、確か、自分を一度案内してくれたことがある、ブレラ・スターンという青年ボディガードだ。

「そろそろ行かないと収録、間に合わないわよ」

「もうそんな時間？　ＯＫ」

　じゃ、と別れを口にしようとしたシェリルの機先を制して、ランカはハンドバッグから、かわいらしくラッピングされた包みを取り出し、シェリルに差し出した。

　渡わたせないかもしれない、と思っていたそのプレゼントを渡す勇気がわいたのは、シェリルの言葉があったからだ。

「？　これは？」

「来週末の、私のファーストライブの招待状です。きっと忙いそがしくて無理だと思うんですけど……もし、お時間……」

「行くわ」

「え？」

　それは、予想もしないほどの即そく答とうだった。

　何の迷いもなく、夕食のメニューを決めるほどの気軽さで。

「グレイス、すぐにスケジュールを調整して」

　シェリルがそう言って、身を翻ひるがえして、そうしてマネージャーがうなずいたことで、ランカはそれが社交辞令などではないのだ、と理解できた。

「楽しみにしてるわ、ライブ」

「はい！　あ、ありがとうございます！」

　背を向けて部屋を立ち去るシェリルの背中に、ランカは深々と頭を下げた。本当に、本当にうれしかった。自分が今嬉うれしいのだ、ということに気がついたのは、シェリルが立ち去ってからだった。それほどまでに、嬉しかった。
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「あの、アルトくん」

　シェリルとグレイスを追って廊ろう下かに出ようとしたアルトの足が止まったのは、ランカに袖そでを引かれたからだ。

　そういえば、あの戦いからほとんどランカとゆっくり話していなかった。なにしろシェリルのボディガードをやっていることも言ってなかったくらいだ、という事実も手伝って、アルトは軽く先行するふたりに会え釈しやくをしてから、ランカの話を聞くことにした。

「お兄ちゃんから聞いたんだけど」

「オズマ隊長から？」

　ランカの義あ兄にであるオズマ・リーは民間軍事プロバイダーＳ．Ｍ．Ｓの飛行隊長であり、アルトの直属の上司にあたる。

「来週末って、Ｓ．Ｍ．Ｓのみんなでマヤン島に慰い安あん旅行に行くんだよね？」

「ああ」

　マヤン島は、フロンティア船団を構成する環かん境きよう船のひとつ、南洋を模したリゾート地だ。それを目当てに船団外からも観光客が詰つめかけるほど、その完成度は高い。

（慰安旅行なんかより、フライトの仕事を一件でも入れて欲しいんだがな……）

　それがアルトの偽いつわらざる認にん識しきだったが、Ｓ．Ｍ．Ｓが軍ではなく企き業ぎようである以上、従業員に適切な休きゆう暇かと福利厚こう生せいを与あたえることは社会的立場としては当然であり、また、高給によって優ゆう秀しゆうなメンバーを集めている以上、必要なことであるといえた。そして、それを強きよう硬こうに拒きよ否ひするほど、少年は没ぼつ交こう渉しような人間ではない。

「私もね、その日の午後はオフなんだ」

「…………！」

　それが何を意味しているのか、少年にわからない、ということは、ない。

　いや、わかっているつもりだが、その理解が正しいかどうかわからない、とはいえた。ではわかっていないのかというと、そんなこともなくて、つまり早乙女アルトは、戸と惑まどっていた。

「よかったら、会えない、かな？」

「それは……」

　答えるより先に、二人の間に割って入る影かげがあった。

　サングラスを外しながら、ランカを見み据すえる、クロームの冷たい瞳。シェリルの本来の護衛、一応同どう僚りようということになっているギャラクシーから来た機装サイバ強化ーグラ兵ントブレラ・スターン。

「およしなさい、そんな男は」

「ブレラ……さん？」

　ブレラの瞳ひとみは、なぜかランカを見ていた。アルトのことなど認識もしていない。そんな動きだ。

（いつもこうだ）

　アルトは、この男が好きではなかった。

　嫌きらいだ、というのとは違ちがう。

　その腕うでや技術、冷静さ、見習うべきところはいくらもある。

　だが、自分を歯し牙がにもかけない態度には、いつもいらだたされた。それは、上司であるオズマや、ライバルであるミシェルへの対たい抗こう心とは違う。

（この男は、そもそもオレを対等と考えていない）

　これであった。

「おいブレラ、今のはどういう意味だ」

「言葉通りの意味だ。お前は腕は立つが、心が伴ともなわない。何事も中ちゆう途と半はん端ぱだ」

「なんだと!?」

　ブレラの言葉には、感情はない。ただ、彼の認識する事実だけを告げている、冷厳さがある。噓うそはないのだ。だから、なおさらに腹が立った。

「貴様……！」

　が、シェリルが、

「なにやってんの！　行くわよ！」

　と声をかけたから、アルトは無む謀ぼうにもサイボーグに殴なぐりかかるようなことをせずにすんだ。

　ランカに後でメールをする、とだけ告げて、シェリルについて、走る。

　いろいろなことがあって混乱をしたアルトには、シェリルの横顔が少し複雑な笑えみを浮うかべていることなどは、わからない。

　思春期の少年には、自分の仕事や戦いのことは見えても、そういうこと、本当に大事なことは見えたりはしないのだ。それは、愚おろかしいのではなく、それが若いのだ、ということだ。
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　電脳サイバー貴族ノーブルたちの意識と接合するたび、グレイスは彼らが自分たちがバジュラをもてあそんだその結果としてギャラクシー船団がその一千万近い住民もろともに宇宙の藻も屑くずとなったことについていささかの良心の呵か責しやくも憶おぼえていないことにうんざりとさせられる。

　意識を融ゆう合ごうさせている以上、それは読み取られているのだろうが、連中もそれをわざわざ指し摘てきしてくるほど厚こう顔がん無む恥ちではあるまい、いや、脳だけの生命体になってコンピュータと完全に融合した連中には〝顔〟はもう存在しないが。

　シェリルの歌を聴ききながら、グレイスはそれでも本来の仕事、彼らのおもりをしなければならなかった。それが自分で選んだ道なのだから、やむをえないことだ、と理解はできる。

「コードＱ１、ランカ・リーは順調に成長しているみたいね。喜ばしいことだわ」

「おかげでバジュラどものフォールドネットワークプロトコルの解かい析せきも順調だよ」

「このままいけば、あと数回の戦せん闘とうでコード解析は終わるだろう。大たい佐さ、キミがランカ・リーをシェリル・ノームとデュエットさせた判断は素す晴ばらしいものだ。称しよう賛さんを惜おしまない」

「……最終的には、どちらを媒ばい介かいとして使う予定ですか？　フェアシエリー９リル、それともＱ１？」

　グレイスは一いつ拍ぱくおいて返事をした。物理実体があれば、タメ息をついていたところだが、そうならないのは、ネットワーク上で精神同士が会話しているからで、それは助かる、と思えた。

「シェリルの喉のどはもう保もたないでしょう？」

　電脳空間の向こうで、誰だれかの嗤わらう声がした。愚ぐ問もんだ、という意志が伝わってくる。

「Ｑ１、ランカ・リーとの接せつ触しよくでフォールド細さい菌きんが急激に増ぞう殖しよくしている。早急に声帯ごと除去せねば、助かる見込みはない。そして、声帯を除去した時点で、彼女に利用価値はなくなる……違うかね？」

「ええ」

　わかっている。

　そのデータを提出したのも、基き礎そ理論をまとめたのも他ほかならぬ彼女なのだ。そのために、シェリル・ノームを育ててきたのも。自分は今、何を考えているのか、とグレイスはわずかに疑問を抱いだいたが、どれほど脳を電子化し、意識をプログラムとして処理することができても、ヒトは、自分自身を完全に客観視できるほどの意識を手に入れることができないでいた。

（そもそも、本当にそんなことができるなら、私もこいつらも、こんな存在になりはしない）

「ですが、Ｑ１とフェアリー９、ふたつをひとつにすることができれば、よりバジュラへの支配力は上がると思われますので」

「……移植か」

「フン、両方失う可能性が高いわ。リスキーにすぎる」

　ノーブルのひとりの、少女に似た冷たい声がした。もっとも、そいつの年ねん齢れいや性別が、声通りかどうかは知らないが。いずれ、脳のう髄ずいのみを残して身体からだを捨て去った妖物ばけものに違いないのだから。

「いや……フォールド細菌の力は、宿主である歌うた姫ひめの自由意志でなければ発現しない」

　別のノーブル、〝マンフレート〟と呼ばれている尊大な男の声、正確には意識が響ひびいた。

「ならば、記き憶おく障害によって不安定なランカ・リーの力を、確固たる意志によって歌うことができるシェリル・ノームと融合させることができれば。歌うた巫み子この力は、神話の力は我々の手に落ちる。ハスフォード博士の夢が、現実のものとなるのだ」

　ハスフォード博士。

　かつて、統合戦争以前にプロトカルチャーの謎なぞにたどり着いた異能の、あるいは狂きよう気きの天才。その男の研究を引き継つぐ形で、マオ・ノームの研究は始まった。そして、それに連なる最後の女が、グレイス・オコナー、すなわち彼女自身なのだ。

（そう。真理の鍵かぎ、神話の力。そのために私は、私たちは、あらゆるものを使い潰つぶしてここまできた。私自身さえも）

　電脳サイバー貴族ノーブルたちの声は、そんな思いとは別に、連なって響いていく。むき出しのエゴイズムを恥はじるつもりがない、そのような声だ。

「いずれにせよ、帰るべき船団を失った我々はバジュラを、やつらのクィーンが住む星を手に入れなければならない」

　そう、そうなのだ。肉体を捨ててしまっても、ハードウェアとしてのコンピュータ、それを維い持じするためのエネルギーや資源は依い然ぜんとして必要となる。そして支配すべき人々、商品を売りつけるための世界も。彼女たちギャラクシーの民たみとて、全能でもなければ万ばん能のうでもない。かつての先史文明プロトカルチャーならばそうだったのかもしれないが。

「プロトカルチャーすら恐おそれた超ちよう時空生物バジュラ。そして、彼らの持つフォールドネットワークを手に入れた時、我らは銀河を手にする。そのために流された血などは取るに足りない──」

　グレイスは、黙だまってそれを聞いていた。

　何か、自分の思考にノイズがある、と考える。

　そのノイズが何なのか、彼女のインプラントに仕込まれた自己診しん断だんプログラムは、どうしても検出することができなかった。

　もしかしたら自己診断プログラムそのものが壊こわれているのかもしれなかったし、その上位にあたるＯＳそのものが壊れているのかもしれなかった。

（いや────）

　そもそも、正気と狂気の境界線など、誰に決められるというのだろう？
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　南洋の島、マヤンを模した白い砂すな浜はまは、アイランドワンとはまったく異なる気象調整が施ほどこされており、かつてあった地球の自然、南太平洋の暑さというものを再現しているのだ、という。

　今は、そのようなものは、ない。

　五十年前、地球人と巨きよ人じん族ゼントラーディの間に行なわれた初めての星間戦争が、何もかもを消し去ってしまったからだ。ここにあるのは、人々の記憶と記録が生み出した、その残ざん滓しに過ぎない。

　大地も海も、すべては宇宙船の一部なのだ。

　海の匂においがするオープンカフェで、アルトはホテルの広こう告こく塔とうに浮うかぶ、ひどく美しい男のホログラフを見上げた。

　男の名は、早さ乙女おとめ嵐らん蔵ぞう。

　役の名は、鳴神上人。

「雷らい神じん不動北山桜……」

　求道の霊れい能のう者しやでありながら、美女の奸かん計けいによって陥かん穽せいにはめられる男を描えがいた、歌か舞ぶ伎き十じゆう八はち番ばんのひとつ。天にあり、神仏の領域にあるものでさえ、己おのれに芽生えた恋れん情じようを超こえることはできないことを示した、哀かなしく美しい物語。

（オレが残っていれば、雲の絶たえ間ま姫ひめは……鳴神上人の恋こい人びと役は、オレであったはずだ……）

　そのことは、もう、どうでもいいことだ。

（オレは、もう役者じゃない────）

　そう考え、テーブルに目を伏ふせたアルトの上に、影かげが差した。

「待った？」

　聞き慣れた声。いつも、ラジオで流れているあの声。

　ランカ・リーの透すき通る、水すい晶しようのような声。

「い、いや、別に……！」

　水着にサングラス、大きな麦むぎわら帽ぼう子し。少女から大人の女へと育ちつつある、ゆるやかな曲線を描く、肌はだ色いろの多い肢し体たい。

　見慣れているはずなのに、あまりにも違ちがって見える、その姿。

「あんまりじろじろ見ちゃやだよ、アルトくん！」

「見てねえよ！」

　彼の人生でも有数に見え透いた演技をし、慌あわてて視線をそらしたアルトの顔に、ランカの水着からひょい、と顔を出したアイ君の鼻先が当たって、思わず彼は、カフェの椅い子すから転がり落ちた。
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　アルトがランカとの甘あま酸ずっぱい逢おう瀬せを味わっていたころ、ミシェルはいかにも情熱的なイタリア系の美女を口説こうとして、巨人姿でビーチに横たわる幼なじみのクラン・クランににらみつけられていた。
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（間が悪かったか……！）

　それは、いい。

　ガールハントというのは、一度や二度どころか、百や二百の失敗を気にせずに、ニーズを持って自分に接してくれる女性に当たるまで次々戦線に突とつ入にゆうすることだ。だから、フラれたことについては、そういうものだろう、と思うしかない。

　が、くす、と微笑ほほえんで、その場を去っていった美女が、ヤシの木こ陰かげから現われたルカ・アンジェローニ、およそ恋れん愛あいなどには縁えんがないお子様とともに手をつないで去っていくのを見れば、ミシェルだけではなく、クランまでが呆ぼう然ぜんとするほかはなかった。
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　海で、泳いで。

　カジノでちょっとだけギャンブルの気分だけ味わって。

　かき氷を食べて。

　ワイルダー艦かん長ちようにサーフィンを教わって。

「こうしてると、バジュラと戦ってるなんて、ウソみたいだな」

　夕焼けの空を、二人で見上げるアルトの、それは実感だった。

「ホントだね……」

「どうだ？　仕事のほうは」

「なんかもう、毎日毎日精せい一いつ杯ぱいで、ＴＶに、雑誌に、レッスンに……こないだだって、作曲の先生がどんどんハードル上げてくから、すんごく高い声出したり……ホントぐるぐるぐるぐる眼めが回っちゃってるって感じ」

「さすがだよな。シェリルと一いつ緒しよにフロンティア船団の危機を救った希望の新星、超ちよう時空シンデレラの人気は」

「オーバーだよぅ」

　ランカは肩かたをすくめて、くるん、と砂すな浜はまで一回転をした。

「ナナセさんがつけてくれたキャッチフレーズは嫌きらいじゃないけど、正直、無我夢中で……あの時だって、気がついたら飛び出してて……アルトくんが助けてくれなかったら、私……」

　照れ笑いを浮かべて、ランカは自分でも無意識らしい動作で、おなかを撫なでた。

「…………！」

　不意に、アルトの胸に、トゲが突つき刺ささるような痛みがあった。舞ぶ台たいの上にいるときに感じる、自分でない誰だれかの思いを受け取る時の、あの痛みだ。不快ではない。もっと温かい、何か。

「バジュラのこと、か？」

「え!?　わかるの？」

「わかるさ」

　アルトは苦く笑しようして、砂浜に寝ね転ころがった。

「だってテンション高すぎだろ、今日のお前。何か気になることがあるのは、わかるさ。だからオレを呼び出した。違うか？」

「アルトくん……」

　嬉うれしいような哀かなしいようなほほえみを浮うかべて、ランカも、その隣となりに座った。

「ね。アルトくん。どうしてバジュラは、私のこと殺さなかったんだと思う？」

「？……」

　考えてもみなかった疑問だった。

　あいつらは、そういうものだと思っていた。

「どうして、私を殺さないで、捕つかまえて連れ帰ろうとしたのかな」

「……何を言うかと思えば、そんな……」

「私、あの時のこと思い出すと、何か不思議な気がするの」

「不思議？」

「笑わないで、聞いてくれる？」

　いつになく、ランカは真しん剣けんな表情だった。言葉は落ち着いて、深みがあって、熟考の末に発されたのだろうと思えた。

「あ……ああ」

　どこかで、虫たちが鳴きだした。

　遠く、静かに、虫たちの歌が聞こえる。

「あの時、バジュラに捕まって、おなかの中に閉じ込められていた時……本当は怖こわかったはずなのに、なんだか懐なつかしいっていうか……お帰りって、優やさしく言われてる気がして……」

「！……ハハ……そんなわけないだろう」

「──ほら、笑った……」

「だってそうだろ。バジュラには、ほとんど脳みそがないんだぜ。そんなバカなこと考えてないで、ちゃんと休んだほうが……」

「……そんなに、バカなことかな」

「え？」

「脳が小さかったら……心もないのかな？　今、鳴いてる虫たちには、なんの気持ちも心もないってこと？　あのヤシの木や花は、なんにも感じてないのかな……？」

　ランカの声には、アルトを非難するような調子はなかった。

　だが、同時にランカが、確かに何かを、これまでとは違ちがう何かを感じていることは、わかった。

　そしてそれは、バジュラを殺し続ける、Ｓ．Ｍ．Ｓのパイロットであるアルトが、無意識のうちに考えないでいたことでもあった。

「……」

　ランカが、またおなかを撫でて、空を見上げた。

　その顔を、アイ君が心配するようにのぞき込む。

　翠みどりの髪かみの少女は、アイ君の頭をそっと撫でて、そして。

〝アイモ〟の歌声が、はるかなる空へと吸い込まれていった。

　夕焼けの砂浜に、透すき通るようなメロディーが響ひびく。

　花が揺ゆれる。

　ヤシの葉も、まるで歌に合わせるかのように唱和する。

　虫たちの声が、ランカの声と溶とけ合っていく。

　鳥たちが、ランカの周囲に舞まい降りて、同じ歌を歌う。

　石さえ、砂さえ動いて、ランカの歌に応こたえているように見えたのは、アルトの気のせいだっただろうか？

　だが、少なくとも────。

　少なくとも、早乙女アルトは、もうランカの思いを、笑おうとは思わなかった──。

　そして────。
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　美しいものなど、この世にはないのだと思っていた。

　歌も、映画も、お芝しば居いも、あらゆる芸能はすべて、金かね儲もうけのために行なわれる、お金持ちのための娯ご楽らくだと思っていた。

　両親を失い、貧民街に落とされ、歌手の才能を認められてグレイスに引き取られた少女には、それは当然の認にん識しきだった。

　けれど。

　その日見た、舞まいは違った。

　何もかもが、違った。

　美しかった。

　この世界に、ただ、何の掛かけ値もなく存在する美が、芸があるのだ、と。どのような人にも、否いな、どのような存在にも等しく語りかける芸があるのだ、と。

　その時、シェリル・ノームは確かに悟さとったのだ。

　だから。

　だからその日見た、あまりにも美しい舞のディスクを、シェリルはずっと持っている。

　その魂たましいに、刻んでいる。

　だから。

　喉のどが焼け付くように痛み、全身が鉛なまりをくくりつけられたように重くても。

　とてもアルトには見せられない、やつれて、メイクの落ちた顔で、真っ暗な部屋の中で、シェリルはその舞を見ている。

　どんなにどんなにつらいときでも。

　あの時見た美しいものは、確かに、確かにそこにあるのだから。

「シェリル！」

　放ほうり出された薬ビンをつかんで、グレイスが不似合いな怒ど声せいをあげたことが、シェリルをやっと現実に引き戻もどした。

「答えなさい、シェリル！」

「グレイス……」

　膝ひざを抱だいて、モニターを見つめていた顔を上げようとする。いや、上げようとした。その喉から、血があふれる。

「シェリル！」

　駆かけ寄ったグレイスの人造の腕うでと胸が、その体を抱だき留めた。白い指が、シェリルの涙なみだをぬぐう。

「運命の悪戯いたずら、か……」

　グレイスは、そう言って、記き憶おくの彼方かなたにいる母のように、金色の髪した少女の体を、抱いた。

　そのグレイスのシャツを、シェリルの手が、摑つかむ。救いを求めるように、矜きよう持じの証明のように。

「……シェリル」

　グレイスの声は、いつになく重かった。

　そのようにコンピュータが装っているのかもしれないけれど、それでも、そのように装おうとしているのは、確かだった。

「あなたの喉──そこまで進行したフォールド細さい菌きん感染症しよう、いわゆるＶ型感染症には、完治する見込みはないわ。たとえ、ギャラクシーのバイオテクノロジーを使っても……」

「だから、手術をしろって言うの？　手術をして、私の声帯を切りとれって……」

「もともとそういう契けい約やくでしょう？」

　ダダをこねる子供をなだめる母のように、グレイスはシェリルの背を優やさしく撫なでた。

「コードＱ１。生まれながらにしてＶ型感染症への免めん疫えきと強力なフォールド波発生能力を持った、対バジュラ作戦用の歌うた姫ひめ──歌巫子を見つけ出すための代役。それがあなたなのよ、シェリル・ノーム」

「そんなことわかってる！」

　だが、わかっているのと、認めるのは別のことだ。

　そう、たとえイツワリであったとしても、自分はここにいる、歌はここにある！　あの時、あの時見た、美しいものにあこがれる自分は！

「バジュラへの影えい響きよう力は、ランカちゃんのほうが上だってことくらいは、わかってるわ！　でも、だからってあたしに歌を捨てろって言うの!?　イヤよ、あたしは喉を失って歌えなくなるくらいなら、死んだほうがマシよ！」

　そう叫さけんで、シェリルは激しく咳せき込んだ。

　もちろん、ギャラクシーの人工声帯なら、日常生活に差し支つかえのない、いや、歌手として活動する程度の声を再現することはできるだろう。だが、シェリル・ノームの、銀河にたったひとつしかない声は、たとえギャラクシーであっても取り戻すことはできない。

　そう。

　だから、対たい症しよう療りよう法ほうの薬でこれまで動かしてきた。そのワガママにグレイスが付き合ってくれていることもわかっている。Ｑ１、ランカが見つかった以上、自分には広こう告こく塔とうとしての価値しか残っていないのだから。

　が、グレイスの次の言葉は、シェリルという少女の予想を、はるかに超こえていた。

「……彼に、会えなくなってもいいの？」

　そっ、とグレイスは、部屋の床ゆかに落ちていたディスクのケース、もう何度も見返して古ぼけてしまったケースを拾い上げて、机の上に戻した。

「死ぬというのは、そういうことよ、シェリル。あなたは意識をネットにアップロードしたノーブルたちではないのだから、死ねば、もう会えなくなるのよ」

「……それは……」

　シェリルの脳のう裏りをあの少年の顔がよぎる。

　ぶしつけで、生意気で、鈍にぶくて、そのくせ変なところだけ察しのいい、あの少年の顔が。

「だけどね」

　グレイス・オコナーは微笑ほほえんだ。

　まるでファウスト博士に契約をもちかけるメフィストフェレスその人のように、微笑んだ。

「だけど、もし、歌も命も助かる方法があるとしたら──シェリル、あなたはどうする？」




　　　　＊




　ずっと、長い沈ちん黙もくがあって。

　太陽が水平線の向こうに、ほとんど沈しずんでしまうほどの沈黙があって。

　歌い終えた少女と、それを黙だまって聞いていた少年がシルエットになって。

　やがて、ランカが口を開いた。

「私……バジュラにも、あるような気がするの。気持ちや……心が……」

「……！」

　笑おうとは、思わなかった。

　笑おうとは、思わなかった。

　だが。

　アルトは、かぶりを振ふった。

「そんなもの……あるわけないだろ」

　アルトは、一歩を踏ふみ出した。

　背後の森で、小鳥たちが一いつ斉せいに羽音とともに飛び立つ。

「それに、もし心があったとしても、なら、なんであんなに攻こう撃げきしてくるんだ。対話もなしに！　フロンティアでもギャラクシーでも、あんなに大勢の人が犠ぎ牲せいになったんだぞ！」

　押し殺していた怒いかりが、アルトの肺はい腑ふから噴ふん出しゆつした。

　ランカの優しさは、わかる。

　だが、それでも。あの時見た無む惨ざんな死体を、アルトは忘れることができない。目の前で吹ふき飛ばされたギャラクシーの難民船のことを、考えずにいることなどできない。

（あいつらは、無む抵てい抗こうな人々を撃うったんだ。心がないなら、それはまだわかる。だが、心があったら、オレは本当に、奴やつらを許すことができない！）

「……それは……」

　惨さん劇げきを目もく撃げきしているのは、ランカも同じだった。だから、ランカも反はん駁ばくしようとはしない。それも、わかる。

「オレが守ってやるよ」

　アルトは気にせずに、あるいは気にしていないふりを装って、もう一歩を踏み出した。まるでランカを守ろうとするかのように、アイ君がその間に入るが、少年には、そのようなものは見えない。

「お前がどう思おうと」

　そうだ。ランカの優やさしさは、尊い物だ。それをアルトは慈いつくしみたいと思う。だが、だからこそ。どんなことがあっても、銃じゆうを取って、その優しさを守らねばならない、とも信じている。そうでなければ、あの死体の列に、ランカも加わることになるのだから──！

「オレは命にかえても、お前をバジュラから守る」

「……アルトくん……！」

　ランカが、続けて言おうとしていたのは、なんだったのか。

　が、そのとき吹いた風が、ランカの麦むぎわら帽ぼう子しを、飛ばした。

　反射的に、ランカの背中方向へと飛び去ろうとする帽子をアルトは押さえ込む。それは理性と言うよりは本能の動きだった。

　そうして、帽子をかぶせる手が、ランカの頭に触ふれると、ランカの顔の前には、アルトのシャープな、針金をより合わせたような強きよう靭じんな胸むな板いたがあって。

　アルトの鼻び孔こうをくすぐる、潮の匂においとは違ちがう、ランカの香かおりがあって。

「…………！」

「………………！」

　ふたりの距きよ離りが、ひどく近いことを、否いや応おうなく少年と少女は意識せざるを得なかった。

　近づく余地は、たぶんもうなくて、でも、離はなれてしまうのも変な気がして、けれど、このままでいるのも、なんだか変で、いや、なんだかというか、明らかに──。

　だが、その甘あま酸ずっぱい緊きん張ちようも、長くは続かなかった。

　森の木々を押し破って、大きな影かげが現われたからだ。

　アルトは最初、それを熊くまか何かだと思ったが、そいつが怒ど声せいを張り上げるので、オズマ・リーだとわかった。

「何をやっとるんだ貴様らぁぁぁぁぁっっ！」

　その目は怒りに燃えてらんらんと赤く、その手はすでにアルトを殴おう打だせんと筋肉の怒ど張ちようを見せていたから、いささかの猶ゆう予よもならなかった。

「い、いやこれは、隊長……！」

「ぼ、帽子！　アルトくん、私に帽子をかぶせてくれたの！　風で飛んじゃいそうだったから……」

「……本当だな？」

　猜さい疑ぎと嫉しつ妬とと疑念に燃える瞳ひとみで、オズマはアルトをにらんだ。

　この若い撃げき墜つい王は、足が大地から離れている限りは完かん璧ぺきな男の中の男だったが、一度陸にあがってしまえば、まったくのボンクラである、というのがＳ．Ｍ．Ｓ隊員たちの評価であり、それは三ヶ月程度しか付き合っていないアルトであっても、まったく同意するところであった。それほどまでにこの兄は、妹を愛しすぎていた。

「本当でありますっ！」

「ふむ────」

「それより、何なのよお兄ちゃん！」

「ああ……」

　オズマは、別人のように、そう、彼がバルキリーに乗っているときと同じ鷹たかの目になって、アルトを今度は正面から、もはや何の曇くもりもない目で凝ぎよう視しした。

「緊きん急きゆう出動だ、早乙女少しよう尉い」

「出動!?」

「そうだ。オレはわざわざ、携けい帯たい端たん末まつを切ってたタマゴ野や郎ろうの貴様を捜さがしに来てやったんだ。ありがたく思え。ランカの用事でなければ、服務規程違い反はんでただではすまんぞ」

「……ご配はい慮りよ感謝します。それで、出動の中身は？」

「バジュラだ。それも、ここしばらくの遭そう遇ぐう戦せんとは違う──全力出しゆつ撃げきになる」

「!!」

　それは、平和、あるいはそのように認にん識しきされていた時間の終わりを告げる、鐘かねだった。

　シンデレラを現実に引き戻もどす鐘だった。

　その鐘の音を聞いたものは、ごくわずかだったが、その時確かに、運命の鐘は鳴り響ひびいたのだ。
















第８章　蠍スコル座ピオ～アンタレス・アタック～







　その日まで、あたしはどこかで信じていたのだと思う。

　あたしの命が短い、とどれだけグレイスに聞かされていても。

　あたしのコンサートが、二度もバジュラに襲しゆう撃げきされたとしても。

　自分がバジュラをおびきよせ、ランカちゃんを発見するための囮おとりとして選ばれた、ただそれだけの存在だったとしても。

　それでも、あたしの毎日は、アルトやみんなと会えたこの毎日は、ずっとずっと続いていくのだと。そう信じていたのだ。

　だから、あたしは、自分の中に生まれた気持ちを、どこかで見ない振ふりをして、銀河の妖よう精せいでいつづけることが、できた。
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「でかい……!?」

　フォールド・アウトして最初にアルトたちが見たのは、モニターを埋うめ尽つくす、小規模な惑わく星せいほどもある巨きよ大だいな人工物だった。

　グラタンを載のせるトレイのような基部は全ぜん幅ぷく３５０kmはあるだろう。かつての月に対しては十分の一程度、中規模な土星の衛星にほぼ等しい質量。その上に、タマネギを思わせる有機的な本体が生えている。

　ガンルームで待機する一同に、驚きよう嘆たんの声がさざなみのように広がっていく。

「あれがボドル級基幹司令艦かん、か」

　いつも冷静なミシェルの声にさえ、緊きん張ちようがあった。

　当然だ。かつて、地球を襲撃し、その文明を灰かい燼じんに帰きしたゼントラーディ第４２５基幹艦かん隊たい、その旗き艦かんの同型艦を目にして、生きて帰ったバルキリー乗りなど、銀河にそういるものではない。

「銀河に千を超こえるという基幹艦隊。その旗艦たるボドル級は、ゼントラーディ艦、二百万隻せき以上を同時指揮運用可能です。これほどまでとは……」

　ルカの声には、恐きよう怖ふと、それを生み出した技術力への素そ朴ぼくな憧どう憬けいがあった。

　当然だ。

　あれを生み出したのは、かつての銀河先史文明、プロトカルチャー。巨きよ人じん族ゼントラーディを生み出し、果てしない戦いの中に導いた超ちよう文明種族なのだから。マクロスやバルキリーを始めとする各種のＯＴＭ（オーバー・テクノロジー・マクロス）は彼らの日常といえたし、ゼントラーディ艦そのものも珍めずらしいものではないが、だが、これほどの規模の遺い跡せきを目にするのは、まずありえないことだった。

「だが、問題はそこにはない」

　サブ・モニターから声をかけてきたのは、巨人化して格納庫で待機しているクラン・クランの理知的な顔だちだった。普ふ段だん、マイクローンで幼い少女の姿をしているときとは違ちがう、ギリシア彫ちよう刻こくのように整った面おも立だちは、美しい。

「問題は、コペル基き幹かん艦隊旗艦であるあの〝フルブス・アンファレス〟がもう何百周期も昔から、バジュラの巣になっている、というそのことにある」

「……ああ」

　バーを模したガンルームのスツールに座るオズマが手元の端たん末まつを操作して、モニターを超望遠に切り替かえた。

　ボドル級の表面には、無数の、といってよいほどのバジュラたちが忙いそがしく立ち働いている。

　それだけではない。その周囲に、墓標のように横たわる戦せん闘とうポッドや空戦ポッド、強化装そう甲こう服の列は、この要よう塞さいを守ろうとしたゼントラーディたちが、すべてバジュラに敗れ去ったことをあらわしている。

「……このあたりの宙域で遭そう遇ぐうした、コペル基幹艦隊の分ぶん岐き艦かん隊たいが、いずれも指揮系統を失った〝はぐれ〟になってやがったのは、旗艦が監かん察さつ軍あたりに沈しずめられたんだろうと言われてたが……まさか、バジュラとはな……」

「しかもだ」

　クランは一息ついて、さらに冷厳な事実を告げた。

「第一次星間戦争で、我々ゼントラーディと統合軍は、リン・ミンメイの歌の力と、それによる奇き襲しゆうによってゴル・ボドル・ザーの〝フルブス・バレンス〟を沈めた。その勝利は、薄はく氷ひようの上にあったものだ。だが、バジュラたちは旗艦そのものを力押しで破は壊かいし、巣にしている。……残る分岐艦隊が、別の基幹艦隊に合流できなかったのは、基幹艦隊の位置を知るベルナル級以上の高級提てい督とくもろともに殲せん滅めつされたからだろう。奴やつらのフォールドジャミングと超フォールド能力なら、それも可能、ということだ」

「そんな奴らが、オレたちのフロンティア船団の前にたちふさがってる、ってことか……！」

　アルトにとって、そうした銀河の戦いのことは、あまりにも実感から遠いことである。ただ、バジュラの大規模な巣が、航路上にある、という事実だけが重くのしかかっていた。そして、その単純な現状認にん識しきは、現場の軍人としてはさほど間ま違ちがったものではない。

（今日はランカのファーストライブだってのに、よりによって……）

「だが、とにかくあれがこちらを捕ほ捉そくする前にキャッチできたのは僥ぎよう倖こうだった。三時間後に、〝オペレーション・ヘルメス〟を開始する。今度はオレたちから、あの蟲むしどもを攻せめる番だ！　気合を入れろ！　船団の運命は、かかってオレたちパイロットの腕うでと度胸に託たくされてるんだからな！」

　オズマは腕を振り上げ、獅し子し吼くした。

　ガンルームにたむろする男たち、女たちがそれに唱和する。

　そうだ、そこに自分たちの生存を脅おびやかす敵がいる限り、戦わねばならない。

　アルトの脳のう裏りを、あの日、バジュラが襲撃した日に死んでいった人たちの屍しかばねがよぎる。守れなかった人たちの記き憶おくがかすめる。

　だから。

　だから？
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　リムジンのシートはふかふかで座り心ごこ地ちがよかったが、シェリルにはもう、それを楽しむような余よ裕ゆうもなかった。

　窓の外を、フロンティアの夜景が流れていく。そこかしこにある、切り取られたような闇やみは、戦災で破壊された街の傷きず跡あとだ。

（ランカちゃんの血を、造血組織を含む内臓器官ごと全移植すれば、あたしは助かる……先天的にフォールド細さい菌きんに免めん疫えきを持つ彼女の血を手に入れることができれば……グレイスは、そう言った……）

　隣となりの席で、何かの資料をチェックしているグレイスの表情は、読み取れない。いつもどおりの、人造プラスチのツク・美貌フエイス。

「……まもなく到とう着ちやくよ」

「──────」

「ようく見届けましょう。超ちよう時空シンデレラのファイナルステージを」

「────！」

　そう。

　マクロス・ギャラクシーは、存在そのものが巨きよ大だいな企き業ぎよう体たいだ。その拝金主義のため、株価を、業績を向上させるためならあらゆることをやる。テロの援えん助じよ、暗殺、企き業ぎよう軍による反乱幇ほう助じよ。あらゆることを。かつて、中央集権化を推おし進めていた統合軍が解体され、現在のゆるやかな連れん邦ぽう体制にシフトすることになった裏にも、自由な企業活動を追求するギャラクシーの暗あん躍やくがあった、という噂うわささえある。国家さえ、文化さえ、彼らには売買可能な存在だ。

　そして、グレイス・オコナーはその忠実な司祭だ。存在するだけで巨きよ万まんの富を生み出す〝銀河の妖よう精せい〟を、バジュラをコントロールできる力を手に入れるためなら、ランカというひとりの新人歌手を殺すくらいは──物理的な意味で──やってのけたとしてもおかしくない。そういう女と手を結んだのは、シェリルの意志なのだから、それでグレイスを責めるつもりもない。

　──むしろ、Ｑ１、ランカを発見した瞬しゆん間かん、自分が切り捨てられないことが意外だった。

「ねえ、グレイス」

「ン？　無理に、喋しやべらなくていいのよ」

「昔、何度もコンサートやイベントが続いて、本当にヘトヘトになった時にも、こうやって一いつ緒しよにリムジンで話したこと、あったわよね」

「そうだったかしら」

　グレイスは、噓うそをついている。

　彼女の脳のほとんどはインプラントであり、その記憶は読み出し可能なメモリーだ。だから、彼女が記憶していないことなどはない。そのように振ふる舞まっているのは、そのように装うプログラムを走らせているだけのことだ。

　それはそういうものだから、シェリルももう、気にしない。

「……あの時、くたくたに疲つかれて、倒たおれ込むとあたし、あなたの名前を呼んでいたわ。グレイス、会いたいよ、グレイス、って」

「──────」

「今は、もうそんなこと言いたいって思わない。あなたのこと嫌きらいになったんじゃなくて……だから……」

　シェリルは、片方だけのイヤリングを撫なでた。

　もう片方を持っている人の名前を呼びたくなって、泣きたくなって、すがりつきたくなって、けれど、それができないことはわかっていた。そうしたら、今最後に自分を支えている矜きよう持じが、折れてしまうから。

　グレイスは、何も言わなかった。

　ただ、その作り物の手が、シェリルの手をそっと押さえた。
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「何か、心配事ですか？」

　丹たん念ねんにランカにメイクをほどこしながら、松浦ナナセはランカの顔をのぞき込んだ。

「え？」

「ずっと、浮うかない顔してるから」

「……ううん、大だい丈じよう夫ぶ」

　ナナセにはそれが噓だ、とわかったが、それに気づかない演技をしてあげるのが、マネージャーとしての仕事だと知っているから、つとめて気がつかない演技をした。

「じゃあ、笑いましょう！　みんな、ランカさんの笑え顔がおを待ってるんですから！」

　とびきりのウィンクを投げる。

「ありがとう」

　そう言って、ランカは作り笑いをしてくれる。

　それで、いい。

（ごめんなさい）

　ナナセは知っている。

　ランカの大切な人である、早乙女アルトが今日、戦場にあることを知っている。知っていても、そのことを口には出さない。出したところで、仕方がない。

　彼女にできることは、自分の大事なスターであるランカを支えること、その歌を守ることだけだ。そうすることが、きっと、無事に帰ってきたアルトの前で、ランカに胸を張らせてあげることにつながるのだ。
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　格納庫へ向かう廊ろう下かは、パイロットたちの緊きん張ちようした汗あせの臭においと、アドレナリンの香かおりで満ちていた。

「……いよいよだぜ、クソッ。まさかあいつらの巣がこんな目と鼻の先にあるとはな」

「連中、居住可能惑わく星せいに住んでるって噂じゃなかったのか？」

「さあな。どっちにせよ、あの蟲どもを灰にするために出しゆつ撃げきさせてくれるんなら、悪あく魔まとだって手を組むぜ。あたしの妹は、あいつらに臓ぞう腑ふをえぐられて死んだんだ」

「ああ。オレも軍時代の後こう輩はいを殺やられた。シェルターごとな。あいつらは、殺しが目的のケダモノさ」

　男たちは、女たちは、口々に憎ぞう悪おをむき出して、無重量の廊下を流れていく。

　アルトは、その光景を横目に見やって、

（オレも、ランカと話すときに、あんな憎悪に満ちた顔をしていたのだろうか？）

　と考え、すぐにそれを振り払はらった。
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「なあ、ルカ」

　マクロス・クォーターを中心としたＳ．Ｍ．Ｓと新統合軍の連合艦かん隊たいから、次々と可バ変ル戦キ闘リ機ーが吐はき出されていく。

　だが、それは銀河の広さの中では、大海に浮かぶ石くれのようなものだ。

「なんですか、ミシェル先せん輩ぱい」

「連中がフォールドクォーツを喰くってるって噂うわさ、本当なのか」

「……誰だれから聞いたんですか？」

　その返答が、何より雄ゆう弁べんな答えだった。

　ミシェルは、ルカが何かを隠かくしていることを悟さとったが、そこを突つき詰つめても面おも白しろくはならないことを知っていたから、ひとまず話題を変えることにした。それに、連中が自分たちの船団の要であるフォールド物質を喰らう生命体なら、戦闘が回かい避ひできない、ということは確定したのだから、戦う理由には十分に過ぎた。

　ミシェルには、人の死に憤いきどおる心は、薄うすい。

　彼に取って、人の生命はあまりにも無む慈じ悲ひに奪うばわれていくもので、それが日常だったから、もうそのことそのものに怒いかろうとは思わない。今日も銀河のどこかでは、紛ふん争そうやテロやゼントラーディとの戦争があって、万の単位で生命が消えている。

　それに怒ることができる、アルトの優やさしさのほうが、ミシェルにはまぶしく思えた。

「オズマ隊長さ。ま、噂だよ。──ところで、ルカ」

　ルカが隠していることと、彼のＲＶＦ-25の翼よつ下かに懸けん架かされた、説明されていない新型装備には何か関かかわりがあるな、と思ったが、それについても触ふれないことにした。

　他人の聞かれたくないことに踏ふみ込むにはそれなりの資格や覚かく悟ごが必要であり、その覚悟なるものが自分にないことはよくわかっていた。

（むしろ、あいつにいちいち踏み込んじまうほうが、おかしいんだよな……ガラじゃない……）

　あいつとは無論、編隊長のウィングマンとして、少し先行した位置を飛ぶ早乙女アルトである。軍人には向かない、美しすぎる男だった。

「なんですか？」

　ルカも、この話題を続けるつもりはなかったらしい。

「惜おしかったな。こんな出撃に駆かり出されなきゃ、今いま頃ごろはあのセクシー美女と……な、今度紹しよう介かいしろよ。どんな娘こなんだ？」

「はぁ」

　通信機の向こうで、ルカが小さなため息をついたのがわかった。だが、こちらについては譲ゆずるつもりはない。あれは実にいい女だった。世界の運命だの戦争だのに命をかけるのはまっぴらだが、美女のためには危地に飛び込む覚悟があった。

「姉です」

「……あんだと!?」

　ミシェルはガラにもなく、間の抜ぬけた声を出してしまったことに気がついて、訂てい正せいした。

「姉……？　お前の!?　てっきり兄貴だけだと思ってたんだが……」

「ついでに申し上げておきますが」

　ルカはあきれた顔で、ミシェルの瞳ひとみをモニターごしにのぞき込んだ。

「姉にはもう婚こん約やく者がいますし、僕はアンジェローニの家名と姉の誇ほこりにかけて、その貞てい節せつを疑われるような行動には剣けんを取る覚悟があるとは申し上げておきます」

「わかった、わかった」

　ミシェルは肩かたをすくめた。

（まったく、世の中は広いのか狭せまいのか……）
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　コンサートステージから見上げる観客席は、大地に降りた銀河のようだった。

　そこにいる全すべての人々が、一万五千を超こえる観客たちのすべてが、ランカを見ている。

　想像していたような、恐きよう怖ふはなかった。

　むしろ、すごくワクワクした。

　自分がいて、世界がある。世界は、自分とつながっている。

　一はすべてで、すべては一だ。

（そうだ）

　マイクを、握にぎる。

　握りしめて、おなかから息をしぼりだす。

「みんな、抱だきしめて！　銀河の、果てまで！」

　どよめく。

　人々のどよめきが、アトランティス・ドームを揺ゆらす。

（これが……これがシェリルさんの見ている世界なんだ！）
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「バジュラ、続々と要よう塞さい表面から出現！　総数は計測不能なれど、千をゆうに超えています！」

　モニカ・ラングの愛らしい声にも緊きん張ちようの色が濃こい。

　当然だ、とワイルダーは考える。

　今回の作戦は、回避しようと思えば回避できたものだ。バジュラの巣が航路上にあるとはいえ、先んじて発見した以上、その航路を回避して進しん撃げきするのが原則である。

　ＬＡＩと政府が開発したというフォールド・ジャミングサウンドシステムとやらがどれだけのものであるか、実戦テストもしていないのに、主しゆ力りよく艦かん隊たいをポーカーチップにして、こちらから先制攻こう撃げきをかけるのは、勇気というよりは無む謀ぼうである、と考える。機動艦隊を持たない船団など、張り子の虎とらも同然なのだ。それを賭かけの道具にするのは、政治の論理であるかもしれないが、軍事としては正気の沙さ汰たではない。

　だが、彼はプロフェッショナルであったから、それがスポンサーの意向であるならばやらねばならないことを心得ていたし、さしあたりの戦術的課題を解決することに没ぼつ頭とうするためには、戦略上の意義などはひとまず棚たな上あげにすることができる男だった。

「全ぜん艦かん、攻撃開始！　新統合軍の第二波攻撃に先んじて、突とつ破ぱ口こうを開くぞ！　キャシー君！」

「了りよう解かい！」

　キャサリン・グラス──愛あい称しようキャシー、大統領の娘であるこのエリート軍人は、あの第二次攻こう防ぼう戦せんから三ヶ月が過ぎても未いまだにＳ．Ｍ．Ｓに出向していた。

　建前としてはＳ．Ｍ．Ｓと、彼らの監かん視し下にあるシェリル・ノームについて参さん謀ぼう本部に情報を提出しているということになっていたが、その視線は彼女の初めてのおとこであるオズマ・リーを追っており、ワイルダーなどは、

「戦略目標が那な辺へんにあるかはもう少し隠いん蔽ぺいしたほうが、奇き襲しゆうの価値というものがあるのではないか」

　と説教したい誘ゆう惑わくにかられていた。

　が、そのような色事のこととは関かかわりなしに、キャシー・グラスはきわめて優ゆう秀しゆうな士官であったから、そのことには満足をしているのも、事実である。

「デルタ１より各飛行隊へ。コンバットオープン。繰くり返す。コンバットオープン！」
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　トルネード装備のＶＦ-25で進出するアルトの眼前で、先行したＶＦ-カリ19ＥＦバーン戦隊の超ちよう長ちよう距きよ離りミサイルの爆ばく発はつが、まるで宇宙を埋うめ尽つくす花火のように輝かがやいた。

「凄すごい……！」

　だが、その爆発の中から、次々とバジュラたちが幻げん影えいのように浮うかび上がってくる。エネルギー転てん換かん装そう甲こうに守られたバジュラの装そう甲こうは、最さい新しん鋭えいの人型デスト戦車ロイドをしのぐ。何割かでも減らせただけでも、僥ぎよう倖こうと考える他ほかはない。

　ミサイルを撃うち尽くしたＶＦ-19ＥＦ戦隊が、クォーターに離り脱だつする機動を取った。旧式のＶＦ-19ＥＦでは、打ち漏もらしたバジュラと戦うことは難しい。まともに正面からやりあえるのは、ＶＦ-25だけだ。

　が、そのアルトの眼前に、鋭するどく、速く忍しのび込む機体があった。

　紫むらさきの刃やいばのごとき、四発のエンジンを有する可変戦闘機。

「ブレラ・スターン！」

「マクロス・ギャラクシー船団、第52戦闘ヤークト航空ゲシユヴ団アーダー〝アンタレス〟飛行隊長、ブレラ・スターン少しよう佐さだ。これより、新統合軍ならびにＳ．Ｍ．Ｓを援えん護ごする。────但ただし、お前たちが我々についてこられればだが」

　嘲ちよう笑しようする意志すらなく、ただ冷たく彼の現実だけを告げて、ブレラと彼に従うＶＦ-27〝ルシファー〟の編隊は、人間ならば耐たえられないほどの急加速で、バジュラ群に迫せまっていく。

「くっ……！」

「熱くなるなよ、アルト姫ひめ！　サポートはオレがやる、お前は打ち漏らすな！」

「了解だ、ミシェル！」

　そうだ、今は戦わねばならない。

（雑念を振ふり払はらえよ、早乙女アルト！）

　だが、そう考えることがすでに雑念であることは、客観的に見ればあきらかだった。

　ビームとミサイルとが交こう錯さくして、静せい謐ひつな宇宙を、醜みにくく染める。

　光がきらめくたびに、〝フルブス・アンファレス〟の周囲に広がるデブリがひとつひとつ増えていくのだ。

　それは、壮そう大だいな、しかし何を生み出すこともないスペクタクルだった。
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　至し近きん弾だんがかすめて、ピンポイントバリアの衝しよう撃げきが、ブリッジを大きく揺ゆらした。マクロス・クォーターの艦かん表面に張り付いた人型デスト戦車ロイドの打ち上げる対空砲ほう火かは、炎ほのおの嵐あらしのように見える。

「デブリの陰かげから、さらにバジュラ群出現！　艦隊を半包囲しつつあります！」

「乱戦にもちこめ！　正面から砲ほう戦せんをやれば、数で劣おとるこちらが不利だ！　強きよう攻こう型への変形を許可する！」

「アイサー、ボス！」

　巨きよ大だいな船体が、人の形を構成し、高機動戦闘に移行する。

　新統合軍のＶＦ-１７１やＶＦ-19ＥＦも、急造の重量子ビーム砲ほうを装備することでバジュラとの戦闘をなんとかこなすことはできていたが、それはあくまで、なんとか、というレベルでしかない。

「ラビット１、接岸！」

　先行したカナリア・ベルンシュタインのＶＢ-６〝ケーニッヒ・モンスター〟が、ガウォーク形態、巨大な火か砲ほうプラットフォームに手足がついた、首のないガチョウのようなフォルムに変形をして、両足とアウトリガーで機体を固定した。

　その巨きよ体たいの上部にマウントされているのは、四門の32cmレールキャノンだ。

　元々、一個小隊あれば小規模な宇宙要よう塞さいを攻こう略りやく可能、と言われる戦略級兵器である。かつての戦争で使われた、規格外の人型デスト戦車ロイド〝モンスター〟の火力を、可変戦闘機技術によって高速展開可能にした超ちよう兵器、それがケーニッヒ・モンスターなのだ。

　電磁力の反発によって打ち出された、旧世紀の戦せん艦かん主しゆ砲ほう並みの巨きよ弾だんが、バジュラたちを守る〝フルブス・アンファレス〟の隔かく壁へきを粉みじんに吹ふき飛ばす。壮そう絶ぜつな反動が、百トンを超こえる巨体すらも揺るがし、アウトリガーの下の構造材を粉ふん砕さいした。

　巨きよ砲ほうの砲ほう撃げきによって空いた穴の奥に、巨大な影がうごめく。

「大型フォールド動どう力りよく炉ろ反応！　戦せん艦かん級、あるいはそれ以上と思われます！」

「熱源収束！　高出力ビーム攻こう撃げき、来ます！」

「各個に応戦！　ピンポイントバリア展開しつつ、回かい避ひ機動！」

　要塞の奥から、火線が走り、数機のＶＦ-１７１と無人ゴー戦闘機ストが瞬しゆん時じに灰になった。

　煙けむりのように見える、微び細さいなチリやガレキの中から現われたのは、冗じよう談だんか、と思えるほどに巨大なバジュラだった。〝フルブス・アンファレス〟の中でも巨大だとわかる時点で、バトル・フロンティアに匹ひつ敵てきするサイズであるとわかる。

「ルカ機より入電！　フォールドウェーブ・パッシブセンサーに感あり！　目標内部に、バジュラ群を誘ゆう導どうするフォールド波中ちゆう枢すうの所在を確かく認にん！」

〝群れ〟の女王、あるいは準女王級によって、バジュラの群れがコントロールされていることは、これまでの研究で判明している、とＬＡＩと情報部は言う。事実、前回の戦いでも戦艦級が沈しずんだ時に、統制を失ったバジュラたちはフロンティアから撤てつ退たいした。

（だが、連中は何かを隠かくしている。それが気にかかる）

　それは老練なワイルダーの判断に、錐のように突き刺さった疑念だった。

　しかしそのような疑問を解決するのは今ではない。今は生き残ることだ。そして部下たちを生かして帰すことだ。

「ラム君！　マクロス・キャノンのエネルギーチャージ状じよう況きようはどうか！」

「チャージ完かん了りようしています！　有効射程内！」

「ミーナ君、敵フォールドバリア解かい析せきは完了しているかね？」

「はい、艦かん長ちよう！　ルカ機からの分ぶん析せきデータ、ただいま解かい析せき完かん了りようしました。敵空間変調に同調させて、重量子ビームによる狙そ撃げきは可能です！」

「よし！　ボビー！」

「アイサー！」

　両りよう脚きやく部の推進器を全開にして、デブリを楯たてに、マクロス・クォーターが敵戦艦級の下方に遷せん移いする。

　クォーターの腕わん部ぶに握にぎられた巨大な重量子反応砲、それ自体が特務砲ほう艦かんとしての機動性を有する〝ガンシップ〟から、空間の歪ゆがみそのものであるマクロス・キャノンが放たれる。

　それはあらゆる物質を空間湾わん曲きよくによってねじ切り、崩ほう壊かいさせる宇宙最強の火砲、雷らい鳴めいのようなとどろきだ。

「!!」

　だが、ブリッジの人々は等しく瞠どう目もくをした。

　巨大なプラズマと空間力場のスパークの中、悠ゆう然ぜんと進んでくる敵、戦艦級の姿！

「ダメです！　敵のフォールドバリアのエネルギー総量は、本艦のものを超えています！　敵装そう甲こう、わずかに小破！」

「なんて堅かた物ぶつなの！」

　いつも強気なボビーでさえ、弱気な声を上げた。

　当然だ。軍ぐん艦かん乗りなら誰だれでも、自艦の主しゆ砲ほうには絶対の確信を持っている。まさかこの宇宙に、マクロス・キャノンの直ちよく撃げきに耐たえる艦が存在しようとは。

　だが、不測の事態は常にある。驚おどろくだけなら誰にでもできる。ワイルダーたちはライト・スタッフ、選ばれた人々だったから、それ以上のことをやる責務があった。

「艦攻戦隊を出させろ！　本艦は、艦攻発進後、エリアＧ４に後退！　マクロス・キャノンの再エネルギーチャージにかかる！　新統合軍艦隊はどうか！」

「デブリ隊から出現した敵別動部隊に取り付かれ、損そん耗もう率12％！　十分後に、ＶＦ-１７１戦隊と〝ラウンドテーブル〟をこちらの増ぞう援えんに回すと言っています！」

「感謝すると伝えろ！　面おも舵かじいっぱい、両りよう舷げん全速！」

「了りよう解かい！　荒あらっぽく飛ばすわよ！」

　忠実な部下たちが、巨大な艦を動かすのを確認しながら、ワイルダーは、この作戦の杜ず撰さんさに再度首をかしげていた。

（おかしい……これほど勝算のない戦いを挑いどむほど、行政府が愚おろかとも思えぬ……）

　ワイルダーは鼻び梁りようにほど近い古傷を撫なでた。

　嵐あらしが迫せまっている時の、それは彼の癖くせだった。
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　スカル小隊、アルトたちは苦戦の淵ふちにあった。

　上陸した要よう塞さいはどこもかしこもが敵で、アルトたちは古代の歩兵のように、バトロイドに変形した機体を、要塞の装甲材に隠して、遮しや蔽へいごしに敵と撃うち合う戦いを強しいられていた。

〝フルブス・アンファレス〟の人工重力はまだ生きているためか、上と下が明めい瞭りように存在することで、戦場はむしろ陸戦の様相を呈ていしていた。

「これで……十八匹ぴきめ！」

　ＶＦ-25のトルネード・パックから伸のびた二門のＭＤＥビーム砲ほうが炎ほのおを吐はき出し、深しん紅くの大型バジュラの正面装甲を貫かん徹てつして、肉につ塊かいに変えた。

「う……!?」

　ぐらり、とＶＦ-25がかしぎ、アルトは体重移動で立て直す。片方のビーム砲基部から、火花が上がっていた。連続使用によって、砲ほう身しんが寿じゆ命みようを迎むかえつつあるのだ。

（あまりにも巨きよ大だいすぎる炎は、己おのれを焼く、か……）

　それが父親の言葉であることに気がついて、アルトはひとつ舌打ちをした。

「こちらアンタレス１」

　ブレラの声が、不意に耳じ朶だを叩たたいた。

「これより内部に強行突とつ入にゆうする」

「おいっ！　貴様、勝手な……！」

　視界の端はしで、紫むらさきのバルキリーがガウォークに変形し、遮蔽の陰かげから飛び出して、一気に二匹のバジュラを手にしたビームガンポッドでなぎ払はらった。

「貴様にはできない。オレにはできる。それだけのことだ」

「──────！」

　ブレラの声には、冷れい笑しようがあった。早乙女アルトのことを、ただの子供、と笑う気配があった。なぜ、ああも機械のように振ふる舞まう男が自分にこのような敵意を飛ばしてくるのかはわからなかったが、笑われた、という認にん識しきは、少年の心を熱くさせた。

「隊長！　オレも行きます！」

　考えるより先に、体が動いていた。

　ＶＦ-25が、飛ひ翔しようする。

　バジュラたちの火線が、炎の滝たきのように襲おそいかかる。

「ツックッ！」

　白銀の機体から、チャフとフレア、それにフォールド欺ぎ瞞まん信号が次々と放たれ、逸それたミサイルがまるで不知火しらぬいのように燃え上がる。それでも何発か至し近きん弾だんがあって、エネルギー転てん換かん装そう甲こうで打ち消しきれないダメージが、トルネード・パックを次々と吹ふき飛ばす。

「アルト！　出過ぎるな！」

　オズマの声だった。後方で、敵を示すフリップが次々と消えて行くのがわかる。オズマとミシェルが、それぞれに援えん護ごをしてくれているのだ。

「だけど、ここで食い止めないと、クォーターが沈しずめられてしまいます！　隊長とミシェルは、突入口を守ってください！」

「……了解だ！」

　オズマの声には逡しゆん巡じゆんと、アルトの判断の正しさを認める気配があった。

　バトル・フロンティアが参戦していない以上、マクロス・キャノンでダメなら、現在の艦かん隊たいのいかなる火力をもってしても、戦せん艦かん級バジュラを直接攻こう撃げきで倒たおすことはできない。あの開口部からのピンポイント攻撃だけが、最後の頼たのみの綱つななのだ。

「今、アポロ小隊とパープル小隊に後ご詰づめを出すよう命令した！　それがたどりつき次し第だい、オレとミシェルも行く！　死ぬなよ！」
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　戦艦級バジュラの内部は、迷めい路ろのようだった。

　バルキリーが楽に飛べるほど広い通路が、縦横に立体的な回かい廊ろうを構成している。

　壁へき面めんは生物的であったが、これがひとつの生物とすればあまりにも巨大に過ぎて、ランカとふたりで見たあのサンゴ礁しようのような群体生物なのかとも思えた。

「やらせるか……ッ！」

　路地から飛び出してきたバジュラの攻撃を、ガウォークの逆噴ふん射しやで回かい避ひし、手にしたガトリングガンポッドの銃じゆう撃げきで蜂はちの巣すにする。

　──元来、バルキリーの三段変形は、このようなシチュエーションを想定して設けられた機能だと言われている。

　人類が星間戦争を行なう巨きよ人じん族という存在を知った時、最初に考えたのは、彼らとどのように歩兵戦を行なうか、という戦術ドクトリン上の難題だった。戦争が究極的には陣じん地ちの取り合いである以上、歩兵を送り込んでの陣地の取り合いは、いかなる戦争であっても不可欠なものとなる。だが、相手が身長10メートルの巨人ならば、人間がライフルやナイフを持って立ち向かうようなことはできない。

　この難題を解決するため、地球に落着した異星人の遺産であるマクロスから得られたデータを元に開発されたのが、人型デスト戦車ロイドであり、可バ変ル戦キ闘リ機ーである。

　可変戦闘機は、その機動力によって、巨大な歩兵を戦場にみずから輸送することができる。惑わく星せい上でも、宇宙でも、巨人兵士を自在に送り込むことができるバルキリーによって、人類は初めて、ゼントラーディと対等の歩兵戦力を手に入れたのだ。

　事実、第一次星間戦争では、当時のＶＦ-１バルキリーは敵てき艦かん内部での白兵戦やマクロス市街での掃そう討とう戦、そして〝フルブス・バレンス〟に突入してのボドル・ザー撃げき破はに至るまで、その三段変形を生かして縦じゆう横おう無む尽じんの活動を行なっている。

　二〇四一年に開発されたＶＦ-19〝エクスカリバー〟以降はこの性質がさらに重視され、バルキリー単体でのフォールドによって敵要よう塞さいに肉にく薄はく、ステルスと超ちよう機動によって護衛部隊を突とつ破ぱし、要よう塞さい中ちゆう枢すうにピンポイント攻撃をかけるといういわゆる〝一いち条じよう輝ひかるドクトリン〟を元に運用されるスーパーメカニック、という色合いが濃こい。まさに、アルトのＶＦ-25はそのような機体であった。

　だが……！

　目の前を飛ぶＶＦ-27の美しさはどうだ。

　ムダがない。一いつ切さいのムダがない。なにひとつない。周囲すべて、縦も横も前も後ろもすべてが視認できているとしか考えられない、そして事実そうである飛行だった。

　真後ろからの攻撃も、翼よく幅はばスレスレの通路も、ブレラ・スターンはものともしない。まるでそれが、慣れ親しんだ部屋ででもあるかのように飛んでいく。サイボーグだから、ギャラクシーの最さい新しん鋭えい機きだから、というだけでは説明できない。

（あの男の芸には、いささかの迷いもない……！）

　だが、そう考えるたびに、アルトとブレラの差は開いていく。

　アルトの集中力が乱れているわけではない。眼力、反射神経、身体バランス。幼い頃ころから鍛きたえに鍛え、実戦の舞ぶ台たいも踏ふんだアルトの技わざには、常人なら決して到とう達たつできない境地がある。だが、それでは埋うめられない何か、何かがふたりの男の間に絶対的な差を生んでいるのだ。

「!!」

　翼よく端たんが、艦かんの壁面に触ふれた。

　超ちよう高こう速そくで飛ひ翔しようする機体にはエネルギー転てん換かん装そう甲こうでダメージはなくても、機体のブレは隠かくしようもない。ガウォークで必死に立て直すアルト。その胸むな元もとで、ペンダントトップにした、シェリルのあの日のイヤリングが揺ゆれた。
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　ランカの歌声は澄すんで、人々はその歌声のもたらす熱ねつ狂きように酔よっていた。

　魔ま法ほう少女に扮ふんしたランカが、幼いランカを妖よう精せいに変身させて、ライブ会場そのものを奇き跡せきの舞台へと変えていく。

　それは、ランカがたくさんの人からもらった優やさしさの表現であり、シェリルへの憧どう憬けいと、未来の自分への決意とを二面性の形で乗せたメロディーであり、そして自分の過去と対たい峙じすることを決めた少女の覚かく悟ごである、と早乙女アルトなら言っただろう。

　そして、そのアルトのことを、ランカは心から想おもっている。

　決してそれは観客を軽視しているのではない。

　それは違ちがう。アルトを想うランカの気持ち。ちょっと言葉を交かわしただけで小さな胸を揺らすあのドキドキ、ほんのわずかな笑え顔がおで心を熱くするあのときめき、少しのすれ違いでやってくるあの切なさ。そういうものを歌に乗せて、観客に届けよ、と想うのだから、むしろアルトへの想いを、人々にシンクロさせることによってもたらされる芸、感動、であるというほうが、正しい。

（本物ね……この子……）

　自身は芸能者ではなくても、他者の芸に対しては辛しん辣らつな批評眼を持つグレイス・オコナー、ランカを殺すことでシェリルを生かそうと考えている女でさえ、それは認めざるを得なかった。

　彼女がシェリルを銀河の妖精に仕立て上げることができたのは、ギャラクシーの広報宣伝があったからだし、その力を利用してＱ１、すなわちランカを発見する必要があったからだが、それでもシェリルの歌が本物なのは、グレイスというプロフェッショナルが、価値のないものを売りつけることをよしとしなかったからだ。

　が、その隣となりでシェリルが、

「うっ……！」

　と一声うめいて、頭を押さえてうずくまったのを見れば、そのような感かん慨がいは消し飛ぶ。

（クィーンの歌声が、シェリルのフォールド細さい菌きんに干かん渉しようしている……！　Ｑ１、ランカ・リーの覚かく醒せいが、ここまで進んでいるなんて……！）
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「何だ……!?」

　アーマードで編隊の楯たてになるオズマ・リーは、火線が減じたことに戸と惑まどっていた。

　それまで統制の取れた戦術機動で彼らを追い詰つめていたバジュラたちの動きが突とつ然ぜん乱れ、まるで何かを探すかのように首を振ふって、バラバラな動作を取り始めたのだ。

「隊長！」

　後方の空域で、航宙管制を行なっているルカの声がした。

「フォールド・サウンドジャミング、開始しました！」

「!?」

「バジュラの通つう信しん網もうにジャミングをかけて混乱させる、ＬＡＩの新兵器です！　これより、オペレーション・ヘルメスは第二段階に移行します！」

「なるほどな……」

　ＬＡＩと政府上層部が、システムがどのように立ち働くのかを公開していないことには憤いきどおりがあったが、目の前で起きている事象は最大限に利用して勝利をもぎ取るのは彼が信じる男のつとめであったから、オズマは容よう赦しやなくアーマードのミサイルとロケットを放って、混乱するバジュラたちを焼き払はらった。

「よし！　この空域はアポロとパープルに引き継つぐ！　ミシェル、それにピクシー小隊、オレに続け！　スカル４とアンタレス１を援えん護ごするぞ！」

　突とつ撃げきするオズマの背後では、上陸した人型デスト戦車ロイド大隊の猛もう烈れつな水平射しや撃げきが、バジュラたちをなぎ払っていた。
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（何……これ……？）

　歌が間奏に入るのとほぼ同じタイミングで、ランカは、自分のおなかが締しめ付けられるように痛むのを感じていた。

　何か大切なものが抜ぬけ出していくような、何かが壊こわれていくような、そんな感覚。

　それでも、膝ひざが崩くずれなかったのは、泣き出さなかったのは、観客の声せい援えんが彼女を支えていてくれるからだ。

　だから、歌おうと思った。歌えると信じた。
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　正面の隔かく壁へきをＭＤＥビーム砲ほうで粉ふん砕さいすると同時に、砲基部がついに火を噴ふいて崩れ去った。

　ほぼデフォルト装備になったＶＦ-25が突とつ入にゆうしたのは、これまでとは比べものにならぬほど広い、競技場のような空間だった。

「!!」

　火線！

　ファイターに変形し、空間を広く使って、襲おそい来る弾だん幕まくを回かい避ひする。

　部屋の中央にいたのは、これまでの個体とはあきらかに違うとわかる、全長３００メートルを超こえる巨きよ大だいなバジュラだった。

　その両の触しよく手しゆからは奔ほん流りゆうのようにビームが吹ふき出し、ＶＦ-25の装そう甲こう板を焦こがしていく。

（卵……守っているのか!?）

　その下部には無数の卵と、それを世話しているらしい小型のバジュラたちがいる。

『私……バジュラにも、あるような気がするの。気持ちや……心が……』

　ランカの言葉が、胸をよぎった。

（違ちがう……あれは、本能に根ざした行動だ！　そんなものが、心であるものか！）

　それは、遠い昔、〝魂たましいを持たない〟動物や異民族を殺さつ戮りくした人々と同じ論理であることに、アルトは気づかなかった。否いな、気づいていながら、それに耳をふさいだ。それほどに、悲劇を繰り返したくない、という想おもいは強かった。

「やはり、貴様には撃うてないか」

「ブレラ！」

「パイロットごっこをしている貴様にはな」

　柱状の構造物を楯にして、防戦を続けるブレラの声だった。

「なんだとォ!?」

　見み透すかされた、と思った。自分の中にある迷いを、どこかにあるためらいを。それがよりによって、あの感情がないように見える人形のような男に言われたことが、屈くつ辱じよくだった。

　少年の潔けつ癖ぺきさは怒いかりという形であらわれる。それでも飛行が荒あらくはならないのは、早乙女アルトという少年の卓たく越えつした精神性のなせる技わざであろう。

「撃てないなら去れ。必要なときに必要なトリガーを引けないヤツに用はない」

「やれる！　オレはパイロットだ！」

「フン」

　ブレラはその青あお臭くさい少年の気き概がいをプロの兵士らしく笑い飛ばすと、

「左側の触手を狙そ撃げきで潰つぶす。貴様は、その死角から突入しろ」

　と簡素に指示を出した。

「……了りよう解かい！」

　その指示を受け入れる気になったのは、悔くやしいが、ＶＦ-27のほうが火力を残している、と見て取れたからだ。こちらにはガンポッドとナイフ以外に決定打になる火力がないが、ＶＦ-27には重量子ビームガンポッドもあれば、ミサイルも残っている。

　早乙女の芸に、合理的判断を侮ぶ蔑べつするという決断はない。

「うぉおおおおっっ！」

　インメルマンターン。引き絞しぼられた弓が矢を放つように、ＶＦ-25が虚こ空くうを驀ばく進しんする。

　迫せまり来る触手が、横合いから放たれた光条に貫つらぬかれ、爆ばく発はつする。ブレラ・スターンの狙撃は、正確だった。だが、そこにミシェルに支し援えんされている時のような安心感はない。

「これでっ！」

　が、それでもアルトは信じる。自分を信じて、飛ぶしかない。まるで眼前の巨大なバジュラが、臣民を守る女王のように、こちらに視線を向けるのも、そこに毅き然ぜんとした意志のようなものを感じるのも、自分の感情移入が見せる身勝手な感傷だとして振ふり切った。

　急きゆう上じよう昇しよう。

　バジュラの頭上に舞まい上がり、ナイフにピンポイントバリアを収束。

　そして────。

「!?」

　翼つばさのように見えるバジュラの後部から放たれた光条が、ＶＦ-25を貫かん通つうした。

　エマージェンシーが叫さけび、ＥＸエクスギアごとアルトが空中に放ほうり出されるのと、ＶＦ-25の美しい機体が炎ほのおの中に没ぼつしていくのは、ほぼ同時だった。

　ひどくゆっくりと、低重力の中を、アルトの体が流れていく。

　遠ざかっていく意識の中で、アルトは、卵を守っていたバジュラたちが、傷ついた仲間を必死にかついで、巣穴の向こうに逃にげていくのを確かに見た。

「仲間を……助けている……？」

　それはもはや、認めざるを得ない現実の光景だった。
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「やはり奥の手を隠かくしていたか」

　ブレラ・スターン、ギャラクシーの特務に属するこの男にとって、フロンティア船団のパイロットなどは使い捨てにして構わない駒こまであり、それを囮おとりとして敵情を威い力りよく偵てい察さつするごときは、当然の判断であった。

　その判断の奥底には、アルトという少年が、ランカに近づくたびに生まれる奇き妙みような思考ノイズが影えい響きようしていない、とは言えなかったが、どちらにせよ、彼の思考の中ではまったくの合理的帰結なのだから、後こう悔かいもなければ良心の呵か責しやくもない。

　最大出力、グレネードモードと呼ばれる広域破は壊かいモードに設定したビームガンポッドで、アルトを倒たおしたビーム砲ほう口こうを粉ふん砕さいする。

　悲鳴のように、巨きよ大だいなバジュラがのけぞる。

　機体内部に装備されたマイクロミサイルランチャーが、一いつ斉せいにミサイルを吐はき出す。

　紅ぐ蓮れんの炎が巻き上がる。

「──────」

　炎の中、ブレラは翠みどりの髪かみをした少女のことを一いつ瞬しゆんだけ、思う。

　が、そのような感傷は、機装サイバ強化ーグラ兵ントには無価値なものだとわかっていたから、絞り込んだ重量子ビームの一いち撃げきをたたき込んで、ブレラは、その生命を終わらせた。

　腹部に埋うめ込まれた巨大なフォールドクォーツから壮そう絶ぜつな輝かがやきが放たれて、炎の中に巨大なバジュラが没していく。卵もろともに、その生命を砕くだかれていく。

　サイバーエレクトロニクスの牢ろう獄ごくは、ブレラにそれがどれほど悲ひ惨さんなことかを伝えはしない。ただ、眼前の敵、そのデータ・フリップが消えただけのことだ。世界は彼にとって、ただの情報でしかない。

　いや────。

　そうでなければ、ならなかった。
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「きゃああああああ！」

　先ほどとは比べものにならぬほどの痛みが襲おそってきて、ランカはいよいよ、ステージの上でおなかを押さえて、倒れた。

　それを観客たちが演プロ技グラムの一部だ、と思ってくれたのは、ナナセのプロデュースした演出が優すぐれているからであり、ランカの天性のカリスマであり、そして繰くり返してきた稽けい古こが無意識のうちに、美しい倒れ方、というものをさせてくれたからだが、そのようなことは、伝わってくる痛みに対しては慰なぐさめにはならない。

　我知らず、涙なみだがこぼれる。

　どこかで、大切なものが壊こわれたのだ、と感じた。

　それは、遠い宇宙の彼方かなたで、ルカ・アンジェローニが、戦せん艦かん級バジュラから放たれた正体不明の超ちよう指向性フォールド波が、バジュラ本星に飛んだことを観測したのと、同時だった。

（歌わなきゃ……！　それでも……！）

　そうしなければいけない、と思った。

　アルトでも観客のみんなでもなくて、他ほかに、もっと誰だれか、歌わなければならない人がいるのだ、と。

　なぜか、楽屋で待っているアイ君の顔が頭をよぎった。
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　気絶して漂ただよっているアルトのＥＸギアを、ブレラ・スターンが回収するつもりもないことに気がついて、到とう着ちやくしたオズマとミシェルは、怒いかりでその腹を焼いた。

「おい、仲間を見捨てるつもりか、貴様！」

　吼ほえたのは、オズマが先だった。ミシェルは背後で、バトロイドに変形してライフルを構えている。返答如何いかんによっては、撃うつつもりだった。

（味方殺しは後ろから飛んできた流れ弾だまに撃たれて死ぬ。そいつも、狙そ撃げき手の仕事だ）

　が、そのような緊きん迫ぱくした空気の中にあっても、ブレラの声にはいささかの動どう揺ようもなかった。

「こちらも損傷している」

　そう言って、ＶＦ-27は背を向けた。敵意はない、だがアルトを救う意志もない。
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「それにそいつは、お前たちが回収するだろうとわかっていたからな」

「………………ミシェル。ここはオレが警けい戒かいする。貴様は、アルトを救出しろ」

「イエッサー」

　ミシェルの声には、押し殺した深い怒りがあった。

　飛び去るブレラの背を、その瞳ひとみはじっとにらみつけていた。

「デルタ１よりスカル１。外のバジュラは完全に統制を失ったわ。新統合軍による掃そう討とう戦へ移行。アポロ、パープルともに健在よ」

　キャシーの声さえ、一瞬脳天気ではないか、と思えて、オズマは自分のはらわたが煮にえくりかえっているのだ、と知った。

「そうか。こっちは、スカル４が機体をロストしてる」

「パイロットは!?」

「生存を確かく認にん。今、ミシェルが拾い上げた。ただし、外傷多数。確保して帰投する。飛行甲かん板ぱんに医い療りよう班をスタンバイさせておいてくれ」

「了りよう解かい」

　望遠にしたモニターに映るアルトのヘルメットの中には血が飛び散っていて、そのアルトを抱だき上げるミシェルの背中は、まるで泣いているようにも見えた。
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　アルトが重傷を負おった、と聞いてシェリルは、後で思い返しておかしくなるほど、自分の病気のことなどは忘れてしまっていた。

　自分はシェリル・ノームである、と名乗れば面会謝絶の病室にさえ飛び込むことができてしまえて、もしかしたら少女は生まれて初めて、自分の持つ特権というものに感謝した。

「アルト！」

　息せき切って、病室に飛び込む。

　が、そこで見たのは、無数の点てん滴てきや装着器具に埋うまった、アルトの姿だった。優ゆう雅がさの欠片かけらもなく、機械の一部になってしまったようにさえ見える。その瞳は閉じられ、息は、か細い。

「アルト、うそ！　目を覚まして、ちゃんと返事して！」

　涙があふれそうだった。

　自分の命が尽つきて、アルトに会えなくなる、という恐きよう怖ふはあった。

　だが、それよりも先に、アルトが死んでしまうなら、自分は……自分は、一体どうすればいいのだろう!?

　何も伝えていない、何も語っていない、何も触れ合ってさえいないというのに！

（こんなことなら、こんなことなら、嫌きらわれたっていいから、言いたいことを全部言っておくべきだった……！）

「……ったく」

「え？」

「よく響ひびく声だな。頭が割れるかと思ったぜ」

「わ、わわ！」

　アルトがいきなり起き上がったので、覆おおい被かぶさった自分の胸乳に、顔に、アルトが触ふれるのではないか、と思ってシェリルは慌あわてて飛とび退のいて、いや、飛び退かないほうがよかったか、とも思って、その連続した思考に赤面した。

「何やってんだお前」

　全身に医療器具が張り付いて見るも無む惨ざんな姿だったが、アルトの姿は、意外にあっけらかんとしていた。

「だって……だって、アルトが、撃たれたって……」

「撃ち落とされたのはバルキリーだ。オレじゃない」

「そ、そうなの!?」

「グレイスさん、どんな伝えかたしたんだ……？　それとも隊長か？」

　ふぅ、とタメ息をついて、アルトは上半身をベッドの上に起こした。その寝ね間ま着きの脇わきから見える筋肉が意外にたくましくて、シェリルは、目を慌ててそらす。

「打だ撲ぼくや内出血はひどいもんだったけど、こいつを着けてれば、二、三日で治るそうだ。フロンティアのバイオテクノロジーってのも、ちょっとしたもんなんだぜ。ミシェルの応急処置も、よかったしな」

　アルトはいつもどおりに屈くつ託たくなく笑ったので、金きん髪ぱつの少女はやっと思い人が生きているのだ、と実感することができた。

　実感すると、腰こしに力が入らなくなって、はああああ、と傍かたわらの椅い子すにへたり込んでしまう。

「なによ！　じゃあ、あたし本当に慌て損じゃない！」

「え？　お前、慌ててたのか!?」

　のんきな顔をする当人を、シェリルは思わずぶん殴なぐりそうになって、三秒後に、実際にそうした。

「うるさいのよっ！　アルトのクセにっ！」

　そうしなければ、あふれそうになる涙なみだを止めることができなかった。
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（アルトくん……！）

　スタンドアップ・トランスポーターに乗って街区を走るランカが考えているのは、たったひとりのことだった。

　病院までの道のりはひどく遠く感じられた。慣れ親しんだはずの道が、あまりにも長かった。

「お願いだよ……無事でいて……！」

　祈いのるランカの顔を、慰なぐさめるようにアイ君の鼻はな面づらが、優やさしく撫なでた。
















第９章　射手サジタリ座ウス～ドント・ビー・レイト～







　毎日毎日、女として生きてきた。

　女の服を着て、女の厠かわやに入って、女湯に入って、女の仕草をして、女の作法をしつけられる。

　それが当然だと思っていた。

　羽は衣ごろもを着た天てん女によのよそおいをして、舞ぶ台たいの上に立てば、人々が熱ねつ狂きようして、自分のことを愛してくれた。

　それでも、のど仏が目立って、髭ひげが生えるようになれば、自分が本当の女でないことは、わかる。

　だから、家を出たのか、と問われれば、その答えはまだ、見えない。

　家を出てから一年と三ヶ月。

　オレは、いつの間にか親父おやじのことでさほど苛いら立だたなくなっていることに気がついていた。

　それが、ランカとシェリルの歌を聴きいた、あの日からであることも。
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「プロトコル解かい析せき率92・５％……やはり、何か足りないピースがあるようだね」

〝マンフレート〟の声は、相変わらず嘲ちよう笑しようするような響ひびきを持っていた。人の肉体を捨て、意識だけの生命に進化した〝ポストヒューマン〟とやらが、そのような俗ぞく情じように囚とらわれているのは笑しよう止しとしか言いようがなかったが、自分もさほど差異のない存在なのだから、不快に思うだけバカらしい、とグレイス・オコナーは考える。

「……やはり、Ｑ１だけではなく、フェアリー９の歌を合わせる必要があるのでは？」

「二人の歌、か。潜せん入にゆう工作の方はどうなのだね？」

「難民に偽ぎ装そうした工作員たちは、ほぼ計画通りに、各部署に入り込んでいます。反応炉、行政府ビル、バトル・フロンティア、いずれにも浸しん透とう完かん了りよう」

　もちろん、アルトたちが命がけで救い出したギャラクシーからの船団のほとんどが難民であり、〝目の前〟の電脳サイバー貴族ノーブルたちの失政によって国を失った民たみであることは事実である。ただ、その中のほんのわずかに、〝グレイス・ゴドゥヌワ〟大たい佐さの指揮下にある、特とく殊しゆ部隊が混入している、というだけのことだ。

「よろしい。フロンティアが、フォールドネットワークの真の力に気づく前に、制圧作戦を開始する」

「……は」

　性急すぎるな、と感じたが、それを表明するつもりにはなれなかった。ノーブルたちは意志を直結し、お互たがいの間で高速討議を繰くり返す存在だ。それに、手て駒ごまに過ぎないグレイスの意志が介かい入にゆうする余地はないし、また、彼らはその気になればインプラントを通してグレイスに強制的に従わせることもできる。

　ギャラクシーの富と権力と技術に忠誠を誓ちかい、その証あかしに魂たましいを差し出して金と契けい約やくという鎖くさりでつながれたのは、グレイス自身なのだから。

「シェリルの歌を合図に……！　その歌が終わるとき、この船は私たちの新たな手足となるのよ！」

　少女の声で高らかにそう告げるノーブルの声は、ひどくグロテスクなものに聞こえた。
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「いいのか？　こんなところでサボってて」

「黙だまりなさい」

　シェリルはアルトを見下ろしつつ、リンゴをナイフで剝むいていた。いや、正確には、当人だけはそのつもりでいた。

「あたしがこんなことするの滅めつ多たにないんだから」

　というより、生まれて初めてだった。懐なつメロのビデオで見たことがある、という程度のことだった。ギャラクシーでは何でも、メイドロボットか、グレイスがやってくれていた。

「素す直なおにありがたがりなさいよ……痛っ！」

　ナイフの先せん端たんが、シェリルの白い指に突つき刺ささった。薄うすく血がにじんで、思わずその手を押さえる。

「貸せよ」

　アルトは優やさしく微び苦く笑しようして、リンゴとナイフをすっ、と魔ま法ほうのように手の中に握にぎって、「絆ばん創そう膏こうなら、二番目の棚たなだ」と言った。

　すうっ、とアルトの手がなめらかに動いて、まるで魔法のように、リンゴの皮を剝いていく。肩かたに一いつ切さいのムダな力のないその優ゆう雅がさは舞ぶ踏とうのようでさえあり、シェリルは絆創膏を貼はることも忘れて、その動きに見とれてしまっていた。

「……ったく、あんた、いい嫁よめになるわよ」

「ガキの頃ころから仕込まれたからな。掃そう除じ、洗せん濯たく、料理、裁さい縫ほう、華か道どう、香こう道どう、和歌……女ひととおりのことは、ってやつだ。いや、今時そういうのが女の仕事だっていうつもりはないが、うちは古い家だから、そういう言い方をしちまうんだよな」

「歌か舞ぶ伎きの、オヤマだっけ？」

「知ってたのか!?」

　アルトは少し驚おどろいた顔をした。それでも、手元の刃は先さきには何ひとつ乱れがないのが、見事だった。

「あ、当たり前じゃない。銀河歌舞伎の天才子役、早乙女有アル人ト……あんた、ギャラクシーでも結構有名だったのよ」

「御見物がいるのはありがたい話だけど……ま、終わったことだからな。ほら」

　差し出されたリンゴには翼つばさのような皮がついていて、シェリルはそれが鳥を模しているのだ、と気がついた。

「……なんで」

「ン？」

「なんで、そんなに飛びたいの？」

　ひどく、真しん剣けんな声こわ音ねだった。

「……？」

　少し、アルトは答えをためらった。シェリルの瞳ひとみには、安易な答えを許さない、厳しさがあった。

「……お前こそ、どうして歌手になったんだ？」

「！」

　ちょっとの間だけ、沈ちん黙もくが横切った。

　やがて、シェリルは謎なぞめいた笑えみを浮うかべて、アルトの瞳を妖よう艶えんにのぞき込んで、こう言った。

「ね、少し屋上で風に当たらない？　看護師さんも、付き添そいがいるならいい、って言ってくれたから、さ」
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　うっすらと色づきはじめた夕空を、雲がひとつ流れていく。

　どこかで、鳥のはばたきが聞こえる。

　時間のせいか、屋上にはアルトとシェリルしかいない。シェリルはアルトの電動車いすに手をかけて、歌うように、語る。

「……最初は、生きるために歌ってた。でも、今は歌うために生きてるわ」

「………………」

「あたしはステージ前の静せい謐ひつが好き。幕が上がる瞬しゆん間かんのときめきが好き。イントロが始まったときの胸の高鳴りが好き────。あたしの歌が空間を震ふるわせ、色とりどりの音の波とダンスする。そして、みんなの熱ねつ狂きようがあたしの中に押し入って来て、その快感に酔よいしれて、あたしは銀河の彼方かなたまでイッちゃうのよ……！」

　それは、トップスターという立場が言わせるポジショントークでも、ファンに向けて語るサーヴィスでもない。本当に、心の底から歌を、芸能を愛するひとりの少女の、本音だった。

　アルトにはそれが痛いほどわかる。それはアルトが、幼い少年だったアルトが〝少女〟として舞ぶ台たいに立ち続けた理由だった。まるで自分が自分に語っているのではないか、というほどに、それは舞台人の実感だった。舞台に立たぬものには永遠に理解されぬ、陶とう酔すいの世界だった。

「あたしはステージ、舞台っていう魔ま物ものに捕とらわれた虜とりこ……。でも、後こう悔かいなんかしてないわ。それほどに魅み力りよく的なんだもの、あの場所は……」

「そうだな……」

「ね……アルト」

　シェリルの目が、じっ、と少年の瞳をのぞき込んだ。瞳の奥には、少年がまだ知らない、女の子の激情があった。

「もう飛ぶのはやめて。あなたが命を捨てる必要なんかないわ」

「！」

　アルトの脇わきにひざまずき、その顔にすがりつくようにして、少女はそのストロベリーブロンドを振ふり乱すようにして、叫さけんだ。

「パイロットはたくさんいる。この船団を守る人たちもね。でも、早乙女アルトは、あなたはひとりしかいないのよ！」

　その肩が、震えていた。

　その声が、震えていた。

　その意味がわからぬ、とはアルトは断じて言えなかった。

　風が吹ふいて、屋上の洗せん濯たく物ものの列を、揺ゆらした。
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「アルトくん！」

　屋上にアルトがいる、と聞かされたランカがドアを開けて最初に見たのは、夕日の中で重なりあうアルトとシェリルのシルエットで、次に見たのは、アルトの顔と重なり合っていたシェリルのシルエットが離はなれていくところで、最後に見たのは、そのシェリルの瞳から流れる、一筋の涙なみだだった。

（シェリルさん……！）

　次に来たのは、どうしようもなく未体験な感情の高ぶりだった。

　切なかった。

　恐おそろしかった。

　側に駆かけ寄りたかった。

　すぐさま逃にげ出したかった。

　胸が高鳴った。

　おなかが締しめ付けられた。

　腰よう椎ついが熱くなった。

　目め頭がしらがうるんだ。

　肩かたが震えて、腕うでが固まった。

　膝ひざが折れそうになった。

　そういうことが、まとめてランカ・リーという少女の肉体に、そして精神に降りかかった。

「ランカちゃん……！」

　シェリルとアルトも、意外な光景に、そして予想された光景に、凍こおり付いて、言葉もない。

　長い──────。

　ひどく長い───────。

　彼らの人生では初めて経験するのではないかというほど長い、あるいは永ながい───────。

　時が、流れた。
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　アイランドワン、反応炉ろ。

　それは、フォールドカーボン発電の根幹であり、アイランドワンの機能そのものの生命線である。もちろん、サブ反応炉は複数設けられていたが、それとて、メイン反応炉あってのものである。

　反応炉で作業をする者たちは、いずれも厳重な身元チェックを受けたエリート技術者である。

　この反応炉は船団の太陽であり、大気の源であり、重力を与あたえてくれる存在なのだから、それも当然だ。

　が、その中ちゆう枢すう部で作業する作業員のひとり、そのひとりの袖そで口ぐちから、まるで魔ま法ほうのように拳けん銃じゆうが現われた。

　ギャラクシー・ファイアーアームズ、ＬＣ67／Ｖ。一いつ切さいのスキャニングに反応しない特とく殊しゆプラスチックで形成された、超ちよう小こ型がた拳けん銃じゆうである。その射出する弾だん体たいは、ガス圧によってほぼ無音で発射される神経毒ニードルであり、フロンティア警察・軍の装備するあらゆるボディアーマーを貫かん徹てつし、十秒以内に対象を即そく死しせしめることができる。

　一見すればただの作業員にしか見えず、勤続十年となっているこの男、実はギャラクシーの工作員である。

　本当の作業員は彼らによって拉ら致ちされており、その戸こ籍せきとＩＤを使って、潜せん入にゆうしているのだ。指し紋もん・声せい紋もんはインプラントを介かいした人工サイバー器官ウエアによって偽ぎ装そうが可能であり、身体からだの特とく徴ちようも特殊サイボーグ体によってコピーできる。記き憶おくや人ひと柄がらは、本人のものをインプラントを介して吸い出し、模も擬ぎ人格として貼はり付けることで、家族すらも欺あざむくことができた。

　すでに、反応炉の構造は頭に入っている。その制圧まで、一分三十秒。警察が気づくころには、反応炉はギャラクシー情報部の手に落ちる。

　はずだった。

　男の頭が、トマトのようにはじけた。

　その傍かたわらにいた作業員が、脳のう漿しようと作動液を浴びて、腰こしを抜ぬかす。

　作業員は見た。

　まるで幻げん影えいのように、投ヴイジ影ユアル迷・ス彩テルスを解いて出現した、軍用ＥＸギアの一群を。その対サイボーグ・レールライフルが、吹き飛ばしたのだ、ということを。

　戦争、それも絶えてフロンティア市民の知らなかった戦争が始まりつつあるのだ、ということを、作業員は実感せざるを得なかった。

　だが、それが何を意味するのか理解している者は、おそらくどこにもいなかっただろう。

　作業員自身も、足あし下もとの血だまりが、吹き飛ばされた工作員のものではなく、自分の太ももの動脈が流れ弾だまで切断されてできたものだ、と気がついて、そのようなことを考える余よ裕ゆうはなくなった。

　ＥＸギアの兵士たちの姿が遠ざかっていくのと、作業員の意識が途と切ぎれるのは、ほぼ同時だった。
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　脳の裏側に張り付くような頭痛が、インプラント・ネットワークと切り離されたことによって生まれたものだ、と気がつくには、10ミリ秒は必要だった。

　グレイス・オコナーはダウンしたシステムを再起動しながら、長らく使っていなかったスタンドアローン・モードに切り替かえ、全身に埋うめ込まれた戦せん闘とう用サイバーウェアを起動させる。

　強化された視覚と、加速神経のもたらすひどくゆるやかな時間の中で、回かい避ひしきれない速度で迫せまる、超ちよう音おん速そく対サイボーグライフルのチタンの杭くいが迫り──。

〝グレイス・ゴドゥヌワ大たい佐さ〟は自分が敗れ去ったことを知った。
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「ごめんなさい！」

　最初に沈ちん黙もくを破ったのはランカだった。

　緊きん張ちように耐たえきれなくなったのか、恐きよう怖ふがそれを上回ったのか。

　その場を離はなれ、逃にげ出そうとする足が、小石に当たって、体ごと前に倒たおれていく。

「ランカ！」

　そのランカに駆かけ寄る、車いすのアルト。

　アルトを追うことも、その場を離れることもできないシェリル。

　そして、そのふたりをおびえるように見上げる、ランカ。

　三人の視線が、複雑に絡からみ、もつれあい──。

　そして、不意に断たち切られた。

「いやいや、これは見事なトライアングラーだ」

　悪あく趣しゆ味みな声だった。

　尊大で、傲ごう慢まんで、人を人とも思わぬ、根こん拠きよのない冷れい笑しようと侮ぶ蔑べつとをまとった、そのような声だった。人を虐しいたげ、組み敷しくことを、高貴さと取り違ちがえている男の声だった。

　職員用の非常階段から現われたその男に、三者はそれぞれに見覚えがあった。ＴＶのニュースで見慣れた、その男の顔。大統領補ほ佐さ官、レオン・三島。

「できれば、もう少し見物したかったところだが……。そうもいかないのでね」

　パチン、と芝しば居いがかった動作で、レオンは指を弾はじき、その動作でアルトはこの男を嫌きらいになると決めた。芝居ではない。誰だれかに見せるためでなく、その動作に酔ようための動きだった。男の目には、自分以外映っていないことは明白だった。

「何を……！」

　アルトは無意識に、シェリルとランカをかばうような動きを取った。車いすでさえなければ、レオンに殴なぐりかかっていたかもしれない。

　もちろん、そのような少年の激高に、海千山千の政治家であるレオンが取り合ったりはしない。

「シェリル・ノーム。君をスパイ容疑、ならびに機密保持法違い反はん、騒そう乱らん準備罪等々……計十二の違反容疑で逮たい捕ほする」

「……！」

「貴様っ！　その容疑はもう晴れたはずだろう！　オレは監かん視しをしていた！　そのことはわかっているだろうが！」

　アルトが、前に出た。

　その眼前に、レオンの横から投影迷彩を解いて現われたＥＸギアの銃じゆう口こうが突つきつけられる。ためらわずそれを払はらいのけたアルトのアゴに、銃じゆう床しようの一いち撃げきがくらわされ、車いすごと、その体が屋上のコンクリートにたたきつけられた。

「証しよう拠こなら、あるさ」

　レオンは胸むな元もとから計測器らしい端たん末まつを取り出すと、シェリルの耳元、イヤリングに向けた。瞬しゆん間かん、鋭するどい金属音があたりに響ひびき渡わたる。

「やはりだ。超ちよう高こう純度のフォールドクォーツ……これでキミの歌声を増ぞう幅ふくし、バジュラどもをフロンティアにおびき寄せていたとはな」

「ウソ、だろ!?」

　アルトの問いに、シェリルは何も答えなかった。

　ただ、目をそらし──。

　そして、早乙女アルトという希代の役者にとって、それは何より雄ゆう弁べんな答えだった。

「──明日のニュースが楽しみですな。銀河の妖よう精せい改め、イツワリノウタヒメ殿どの」

　ランカもアルトもただ、連れ去られていくシェリルを呆ぼう然ぜんと見送ることしかできなかった。

　振ふり向きさえしないシェリルの背中は、別人のように小さく見えた。
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　シェリル・ノームが逮捕された──。

　その事実はフロンティア船団だけでなく、新統合政府、否いな、人類領域全域を震しん撼かんさせた。

　それだけではない。

　マクロス・ギャラクシー船団の難民を装った機装サイバ強化ーグラ兵ントたちが一いつ斉せい蜂ほう起きを試み、反応炉ろをはじめとする主要施し設せつを乗っ取ろうとしたという事実は、世論を沸ふつ騰とうさせ、事態を未然に防止した政府への支持率はうなぎ登りになった。

　唯ゆい一いつ、シェリル・ノームのボディガードを装っていたブレラ・スターン少しよう佐さだけは未だ逃とう走そう中であったが、逮捕は時間の問題である、と誰もが考えていた。

　だが、それでもその日、ハワード・グラス大統領が行なった発表は、さらなる衝しよう撃げきをもって迎むかえられることになった。

「歴史上、芸能人がその自由な立場を利用してスパイ活動を行なっていた例は枚挙にいとまがありません。シェリル・ノーム、彼女もまたそうであったということでしょう」

　大おお仰ぎように身み振ぶりを作り、たっぷりタメを作ってから、グラスは用意していた原げん稿こうを一いち瞥べつもせず、カメラと取り囲むプレスに向かって堂々と胸を張った。無数の選挙民を魅み了りようした、彼の得意技わざだった。

「政府は、現在を戦時であると規定しています。その戦時特別法に則のつとり──、彼女、シェリル・ノームを戦時諜ちよう報ほう員として扱あつかうことを決定しました」

　取り囲む記者たちがどよめいた。

「待ってください、大統領。それは……」

「非常に遺い憾かんではありますが、彼女には裁判無しでの死し刑けいを宣告いたします」

　どよめきはもはや、地じ震しんのようだった。

　それほどに、シェリル・ノームを殺す、という決定は、迅じん速そくになされたのだ。あるいは、その裏に、シェリルが生きていては困る理由があるのではないか、と考える者もいたが、そのような者はギャラクシーに通じる売ばい国こく奴どとして糾きゆう弾だんされ、やがて口をつぐんだ。




　　　　＊




　アイランド・アルカトラズは、政治犯や凶きよう悪あく犯を収容するため作られた環かん境きよう船である。

　元々は観光用に作られたアイランドであったが、開発母体となる企き業ぎようが粉ふん飾しよく決けつ算さんからお定まりの内ない紛ふんで崩ほう壊かいし、プロジェクトそのものが宙に浮ういたのを、これ幸いと、ゼントラーディも収容可能な刑けい務む所しよに改造したのである。アルカトラズ、という悪あく趣しゆ味みなネーミングは、観光地時代の名残なごりであった。

　環境船のほとんどは海で、リニアの駅からは連れん絡らく船を使わないかぎり、空路をのぞいては島に到とう達たつすることはできない。

　その存在そのものが政治的意味を持つシェリル・ノームを収容するには、ここしかない、と言っても構わない、そのような陰いん気きな場所であった。

　船団の内政自治権は新統合憲章で保障されているとはいえ、人類圏けんに広く支持者を持つシェリルの逮たい捕ほ拘こう禁きんと続く死刑宣告には、各船団・星系国家から多数の非難が寄せられており、それを気にしたのか、シェリル自身は刑務所につきものの屈くつ辱じよく的な扱いを受けることもなく、それなりに快適な独どく房ぼうを与あたえられることができた。

　逮捕されたときから、どのような扱いを受けても今さら文句を言える筋合いでもないだろう、と思ってはいたが、お気に入りの髪かみを切らずにすんだのは、うれしいことだった。

「面会？」

　そう言われて、一番驚おどろいたのはシェリル自身だったろう。

　そんなものは期待もしていなかったし、そもそも、単なる死し刑けい囚しゆうですらなく、政治犯であり、しかもスパイである自分に面会を申しん請せいして、しかも通すことができる人間など、考えもつかなかった。

　が、断わる理由もなかった。

　とはいえ────。

　ガラスの向こうに立つ、翡ひ翠すいの髪をした少女を見たとき、シェリルは〝銀河の妖精〟と呼ばれるようになって初めて、他者の視線から目をそらした。

　いや、もうシェリルは妖精ではなかった。

　もう、ランカのまなざしに耐たえるようなことはできなかった。そのようなものではなくなっていた。

「戻もどして！　あたし──」

　思わず、閉じた扉とびらに、踵きびすを返す。

　その背中に、ランカの言葉が投げつけられた。

「逃にげるんですか、シェリルさん！」

「────！」

「アルトくん、傷ついてます。シェリルさんに裏切られた……って。シェリルさんのファンの人たちも、みんなショックを受けてます」

　シェリルの足が止まった。止まらざるを得なかった。

　ランカが見ているのは、今のみじめな自分ではない。過去の自分だ。光り輝かがやいていた自分だ。ランカ・リーという少女に光を与えた自分なのだ。そして、それが虚きよ構こうだとわかった今でも、ランカはまだ自分にその光を見ているのだ。

「勝手に夢を見ないでよ！」

　だから、叫さけんだ。

　振ふり払はらいたかった。

「あたしは、銀河の妖よう精せいでもなんでもない、ただの安っぽい女なのよ！」

　振り向いた視界の中で、ランカが泣いていた。

　初めて見る涙なみだだった。

　芸能界で、自分の先を行く者が倒たおれて、泣くような者がいるだろうか。シェリルは、泣いたことがない。それを、当然だと思っていた。

「……私、シェリルさんってもっと強い人だと思ってました。だけど……あの時、グリフィス・パークの丘おかやバジュラとの戦いの中で一いつ緒しよに歌わせてもらった時に感じたんです。シェリルさんも寂さびしかったんだな、って……」

　言葉が出なかった。

　ランカの言葉は、使い古されたおためごかしでも、優やさしさの皮を被かぶった憐れん憫びんでもなかった。

「間ま違ちがっていたらごめんなさい。でも、そんなシェリルさんがすごい、って私、思ったんです。いつも強くて、輝いてるシェリルさんが、本当は寂しくて、哀かなしくて、ひとりぼっちで……でもそれに負けないように精せい一いつ杯ぱい歌っていたんだって……」

「……そんなこと……」

　わからなかった。

〝銀河の妖精〟が自分なのだ、と思っていた。

　でも、ステージを降りて、輝かしい場所から引きずり出されて、囚しゆう人じん服を着て化け粧しようもせずにこうして立っている自分からは、〝銀河の妖精〟はあまりにも遠かった。

　強いシェリルなんて、本当にいたのだろうか？

「私、嬉うれしかったんです。シェリルさんと一緒に歌えて……私たちの歌がひとつになって、おなかの底が震ふるえるくらい響ひびき合って……私も、ひとりぼっちじゃないんだ、って……」

「ランカちゃん……」

　ランカの涙は、滝たきのようだった。

　哀しみのすべてを、思いのすべてをぶつけてくれているのだ、と理り屈くつではなく、肌はだで感じた。

「勝手なことを言ってすみません。でも、最後にひとつだけ、ひとつだけ本当のことを聞かせてください」

「────なあに？」

「シェリルさんは……アルトくんのこと……どう思ってるんですか？」

　アア、とシェリルは少し、納なつ得とくをした。

　そういうものだ。

　目の前で、明日私が死ぬとしても、それを気にかけてしまうのが、女の子というものだ。

　それは決しておかしくない。シェリルを案じる心と矛む盾じゆんもしない。

　なぜって、同じ立場なら、やはりシェリルもそう聞いただろうから。

「……好きよ」

　口にすると、少しだけ楽になった。

　歌詞でどれだけ口にしたことがあっても、男の子に対して、本当の意味で口にしたことはない言葉だった。

「…………あなたに、負けないくらい」

　ランカが、息を飲んだ。その瞳ひとみが、シェリルを必死に見つめている。おそらく、ランカの中でも、シェリルと同じ程度の恐きよう怖ふと葛かつ藤とうとが手を取り合ってワルツを踊おどっているのだろう。

　寒々しい面会室に、シェリルの言葉が、紡つむがれる。

「でも、これはあたしとあなただけの秘密……だって、あたしはもうすぐ死ぬんだから」

　そう言って、シェリルは身を翻ひるがえした。

　泣いているところを、ランカに見られたくなかった。

　なぜそう思ったのかはわからなかったが、そうしなければならない、そう思った。

　今度は、ランカも引き留めなかった。
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　バトル・フロンティアのブリッジの大きさは、大型のビルほどもある。

　その外がい壁へきに張り付くようにして、ルカ・アンジェローニは宇宙服姿のまま、レーダーに増設されたフォールド通信干かん渉しよう装置の操作を行なっていた。

　ＥＸギアを装備していないのは、試作段階のシステムを整備点検するには、大おお仰ぎような筋力増強よりも、むしろ手て堅がたく長く活動できる着き心ごこ地ちや装着時間のほうが問われるためであったが、背中の翼つばさがいざなくなってみると、微び妙みような不安を感じるのも事実であった。

（こういうこと、他人に任せられないからな……）

　ＬＡＩが開発したフォールド通信干渉装置は、今回のクーデター騒さわぎにおいて、ギャラクシーの誇ほこるインプラント・ネットワークをハッキングし、その情報を筒つつ抜ぬけにすることによって、彼らの謀ぼう略りやくを阻そ止ししたいわば立役者であった。

　中ちゆう枢すうとなるバトル・フロンティアの干渉装置を、アイランド各部と、試作ゴーストによって張り巡めぐらせたスレイブによって増ぞう幅ふくすることで、今やバトル・フロンティアは居ながらにして、有線を含ふくむあらゆる通信を量子的、フォールド的に傍ぼう受じゆすることを可能にしていた。

　奇き計けいに踊おどる者は、時にみずからもその陥かん穽せいに落ちる──。

　諜ちよう報ほうの世界では使い古された言い回しではあったが、ギャラクシーについていえば、まさにそれが当てはまった。シェリルを一度告発し、その動きによってギャラクシーの動きを誘ゆう導どうしつつ、こちらを諜報に長たけていないと誤ご認にんさせることで、真の一手である通信傍受からの一いつ斉せい検挙につなぐ。

　立案者であるレオン・三島の手しゆ腕わんは、攻こう撃げき的防ぼう御ぎよ戦とも言うべき見事なもので、大統領よりも警察官かん僚りように適しているのではないか、とルカは考えていた。

　が、その称しよう賛さんと、レオンの心性に対する不安感は別のものである。

　ちょうど、船外活動の前にした会話をルカは思い出していた。

「話が違ちがいます！　シェリルさんを死し刑けいにだなんて！　あの人は、ギャラクシーの首脳部に利用されていただけなのに！」

　ルカはレオンにそう訴うつたえたのだ。

　道義的にも心情的にも、いやそもそも政治的にも誤っている。シェリル・ノームというカードは、手元に置いておくことに価値がある。彼女を手札として握にぎっていることは、外交戦略において、今後のフロンティア船団には大きな意味を持つはずだ。インプラント化を受け入れないことで、ともすれば後進船団と呼ばれがちなフロンティアが船団国家のイニシアチブを取るためには、シェリルは利用できる駒こまであり、フォールドウェーブを発はつ振しん可能、という事実を差し引いても利用価値があるはずだった。

「仕方ないだろう。法に則のつとったまでだよ」

　レオンは、ルカを直視しなかった。

　そのことは、ひとつの事実を伝えていた。

　レオン・三島、という男はナルシストで傲ごう慢まんだが、無意識のレベルでは、自己の正義を信じている人物だ。そうでなければ、傲慢であることはできない。その男が目をそらしている、という事実。

　それは──。

「なら、クーデター鎮ちん圧あつの際に、フロンティアの市民が大勢巻き込まれているのを報道しないのはなぜなんです！」

「子供だな、キミは。カウンターテロの要よう諦ていは、治安維い持じのために断固たる攻こう勢せいを行なうことにある。暴動への対処とは違うんだ。犠ぎ牲せいは避さけられない。やむを得ないことなんだよ」

　その言葉には、自分だけは決してその〝犠牲〟にならないことを確信し、他者の命をもてあそぶ、その価値観を信しん奉ぽうすることであたかも自分が英えい雄ゆうと同一の存在になったと考える、俗ぞく物ぶつの響ひびきがあった。

「──では、なぜその過程で市民運動家や野党政治家が死亡しているのでしょうか？」

「彼らがギャラクシーに内通していたからだ。本来なら逮たい捕ほして尋じん問もんするべきだったが、彼らが抵てい抗こうした結果、射殺せざるをえなかったのは残念なことだ。──今後の課題としよう」

　ヤスリで爪つめを研とぐその態度が腹に据すえかねて、ルカはこれ以上、少年らしい正義感を隠かくしておくことができなくなった。レオンの口から放たれる、権力という下水の臭においには我が慢まんがならなかった。自分もその下水に首まで浸つかっていたが、まだ口はそうではなかった。

「バジュラから人類を守るため、というのはあなたのお題目で、本当はギャラクシーの計画を横取りし、バジュラを支配するつもりなんじゃないんですか!?」

「……聞き分けたまえ」

　そう言って、レオンは執しつ務む室の机に置かれた、写真立てを指さした。

　レオンの趣しゆ味みである銀塩式のフィルムから現像されたその写真には、ルカと姉であるジュリア、そしてレオンが写っていた。

「ジュリアが困ったことになるかもしれないよ──」

　それ以上、何が言えただろう。

　自分はレオンの計画を知り、Ｓ．Ｍ．Ｓを監かん視しする立場にもあった。

（そんな、自分が──）

　宇宙服の命いのち綱づなが切れていることに気がついたのは、その時だ。

　いったい誰だれが、と叫さけぶより早く、作業員のひとりがその背中を突つき飛ばした。

　加速のついたルカの体が、アイランドも船もない虚こ空くうに流れていく。腕うでの端たん末まつは完全にダウンしており、ルカは命綱からコンピュータ・ウィルスを送り込まれたのだと、悟さとった。
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　シェリルのあんな姿を見たくはなかった。

　パーティで知り合った行政府のえらい人に頼たのみ込んで面会を取り付けたまではよかったが、果たしてあれでよかったのかどうか。

　いやそもそも、自分がシェリルの死を、本当に実感できているのかすらも怪あやしく、自己嫌けん悪おと自問自答とがぐるぐると頭の中で回っていた。

　とぼとぼと歩くサンフランシスコの街はひどく暗く思えた。

「んっ!?」

　突とつ然ぜん、口元を押さえられ、ランカの体が肩かたにのったアイ君ごと、路地に引きずり込まれる。

「静かに」

（ブレラさん……!?）

　ブレラ・スターン。覚えがある。シェリルのコンサートで、自分に親切にしてくれたボディガードだ。その後も何度か言葉を交かわしたことがあり、無表情だけど、優やさしい人だ、と思っていた。そして今、最重要指名手配として、警察に追われている人でもある。

「ランカ・リー。君にどうしても伝えなければならないことがある」

（怪け我が……!?）

　ブレラの脇わき腹ばらには見るも無む惨ざんな、人間なら間ま違ちがいなく死んでいるほどのえぐれがあって、血と作動液、そしてサイバーパーツのあげる火花があがっていた。

「フロンティアはバジュラを滅ほろぼし、その資源を略りやく奪だつしようとしている。──君の歌を兵器として使うことで」

「私の、歌を──!?」

　にわかには信じられないことだった。自分の歌に、そのような力があるとは考えられなかった。

「──君はシェリルに代わって、唯ゆい一いつバジュラとコンタクトが取れる存在だ。わかっているはずだ。自分がバジュラの気持ちを理解していることが」

「私──」

　それを否定することはできなかった。

　どれほど人々があれはただの怪かい物ぶつだ、と言おうとも、ランカにはそのように認にん識しきすることはできなかった。

「君の母のことを、憶おぼえているか？」

「お母さん……？　いいえ……」

「壊かい滅めつした１１７調査船団で、グレイス・ゴドゥヌワと共に主任研究員を務めていた蘭雪ランシエ・メイの胎たい内ないで、キミはＶ型細さい菌きんに感かん染せんした。バジュラの意識そのものとも言われる、特とく殊しゆな細菌。だが、その力は感染者にフォールドネットワークへのアクセス能力を与あたえるとともに、死を与える。フォールド波発生時に生み出される物質は、人体にとっては劇薬なんだ」

　わからなかった。

　立て続けに与えられる事実が、頭の中でぐるぐると回っていた。

　だが、それが噓うそだとは、どうしても考えられなかった。理由はない。だが、この人の言葉は信じられる。そう思ったのだ。

「例外はただひとつ──母ぼ胎たい内で感染したことで、生まれながらに免めん疫えきを有している人物。つまり、君だ。ランカ」

「私……？　でも、どうしてそんな、ことを？」

「やはり、憶えていないのか」

　ブレラはランカをいとおしそうに抱だき寄せ、その瞳ひとみをのぞき込んだ。

　クロームとガラスとシリコンとチタニウムで構成されているはずのその目は、懐なつかしくて、暖かかった。

「……オレはお前の兄だ」

「え……!?」

　記き憶おくの断だん片ぺんが蘇よみがえる。

　そうだ、あの草原、あの〝アイモ〟。隣となりにはいつも、ハーモニカを吹いてくれる、〝お兄ちゃん〟がいて……。

「歌巫子の力は自らの意志でしか発現しない。だから本当は、お前が自分で記憶を取り戻もどすまで待つつもりだったが、そうも行かなくなった」

「うそ……でも……」

「十一年前、惑わく星せいガリア４でバジュラに襲おそわれて死にかけたオレは、駆かけつけたギャラクシーの救助隊に救われ、機械の体になった。そしてランカ、お前ともう一度会える日を信じて生き延びてきたんだ」

「……そんな……」

「一いつ緒しよに行こう。お前に、オレは真実を伝えなければならない」

　が、ブレラの手をランカが取るより早く。

　頭上を、可変型警察用ヘリコプター、いわゆるパトロイドが擦さつ過かした。

「！」

　ブレラが、ランカを突つき飛ばすのと、その体が、パトロイドから降下したＥＸギア兵の放った対サイボーグ弾だんに貫つらぬかれたのは、ランカの主観時間ではほぼ同時だった。

「いやあああっっ！　お兄ちゃんっっ！」

　ランカは叫さけんだ。

　なぜ叫んだのかはわからなかった。

　いや、わかっていた。わかってしまったのだ。

　ブレラの言葉は真実なのだ、と。

　あの日、自分の乗った脱だつ出しゆつ艇ていの目の前で、自分の歌がバジュラを呼んだことを誰だれにも言うな、と言い残して、炎ほのおの中に消えた兄。

　ブレラが、薄うすく微笑ほほえんだ。

「なっ!?」

　ＥＸギア兵たちの口元から、驚きよう愕がくの叫びが漏もれた。

　兄、同じ髪かみの色をした青年の袖そで口ぐちから放たれた対装そう甲こうナイフが、ＥＸギア兵ののど笛を一度にふたつ、貫いたのだ。

　全身を対サイボーグ弾に貫かれながら、それでもブレラの動きはいささかもそこなわれてはいなかった。

「追えっ、追え！　我らの超ちよう時空シンデレラを襲しゆう撃げきしたあの男を、生かして帰すな！」

　ビルの上を、まるで影かげのように飛び去って行くブレラと、それを追うＥＸギアの兵士たち。

　ランカはただ、その光景を呆ぼう然ぜんと見送るしかなかった……。
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　その機体は、もはや兵器には見えなかった。

　細く、鋭するどく、あまりにも美しすぎた。

　機体から長く伸のびた一いつ対ついの前進翼には、大型の推進器と火器がポッド上に装備され、ＶＦ-25とＶＦ-27の中間、あるいはそれ以上の何かに見えた。

（日本刀のようだ）

　人を殺す、ただそのことを突き詰つめた結果、もはやそこに神しん霊れいが宿る存在になったある種の名刀のように、その機体はあまりにも美しかった。

「ＹＦ-29デュランダル。四つの聖遺物を収めた、永えい劫ごうに敗れることなきオルランドの剣けん──そう、呼ばれているそうだ」

　オズマ・リーは、その鏡のような装甲板を、スーパーカーにあこがれる子供のような顔で、撫なでた。

　その鏡に映っているのは、彼の顔だけではない。早乙女アルト。あの繊せん細さいな天才児も、そこにいた。その首にはもう、シェリルのイヤリングのついたペンダントはない。

　だが、その手にはフォールドクォーツが光っていて、相変わらず煮にえ切らない男だ、とアルト自身が自嘲していた。

「ＶＦ-25はあくまで、従来型バルキリー、つまりゼントラーディや地球人類との交戦を前提にした戦術兵器に過ぎない。だが、こいつは違ちがう。最初からバジュラを仮想敵とした戦略兵器──根底から設計思想を異にする最終決戦兵器だ。１１７調査船団の敗北を糧かてに、技術者たちが十年以上の時をかけて鍛きたえ上げた剣。トルネード・パックは、この機体を完成させるためのテストベッドに過ぎない。四基のフォールドクォーツ、通つう称しよう〝賢けん者じやの石〟によって常時エネルギー転てん換かん装そう甲こうとピンポイントバリアが使用可能なだけでなく、40Ｇに耐たい久きゆう可能なフレーム、あらゆる敵装甲を破は壊かい可能なフォールドエネルギー使用型超小型ＭＤＥ次元破砕ビーム砲ほう、飛行状態にあわせて最適な応力形状を選せん択たくする可変素材の翼……あらゆるトッピングをゼントラ盛りにした銀河ラーメンみたいな飛行機だ」

　オズマの拙せつ劣れつな冗じよう談だんにも、アルトは笑うつもりになれなかった。

　その心性を見み透すかすように、オズマの追つい撃げきが、続く。

「フン……辞やめたくなった、か」

「………………ッ！」

　図星、だった。

　あの時。

　男たちの無む慈じ悲ひな暴力にシェリルが連れ去られたあの時。何もできなかった自分を感じたあの時。そして、ブレラの前に何もできず、ただ無む為いにバジュラたちを殺しているだけだと気がついたあの時。

　澱おりのようにたまった不快感は形となり、鎖くさりのようにアルトの翼を大地に束そく縛ばくしていた。

「何も信じられなくなって、何のために飛んでいるのか、何のために戦っているのかわからなくなって、自分がただパイロットの役を演じているんじゃないかとか……そんなところか？」

「う……」

「フン。貴様みたいなガキの肚はらの底くらい、黙だまっていてもお見通しさ」

　他人に、それもオズマのような素人しろうとにそのようなことを言われるのは屈くつ辱じよくだったが、ここは人生という、誰もが一度しか踏ふむことのできない特とく殊しゆな舞ぶ台たいの場であったから、天才役者であっても時に大根に成り下がり、老練な役者の持つ経験、というものを埋うめきれないことがある。今が、そうだった。

「アルト。貴様にはオレがどう見える？」

「隊長は……隊長です。立派な職業軍人で、パイロットの鑑かがみのような男である、と考えています」

　それはアルトの偽いつわらざる本心だった。せめて自分にオズマのような鉄の意志があれば、戦うことを完かん遂すいできるのではないか、と彼は本当に考えていた。オズマのように己おのれの義に殉じゆんじるか、ミシェルのようにプロに徹てつすることができれば、これほど苦しくはないのではないか、と。

「見る眼めがねえな」

　肩かたをすくめて、オズマはいきなり振ふり向いた。

「！」

「ガワはどうあれ、オレの中身は……」

　唐とう突とつな、ノーモーションの腰こしの入った右フックがアルトの顔面に炸さく裂れつした。ハデに吹ふっ飛び、積み上げられた整備資材の山に、背中からかろうじて受身を取って激げき突とつする。

「本当のオレは、ただのガキだ。お前に負けないくらいのな」

「……？」

　いきなり、何を言い出したのだ、この男は、という表情を隠かくしもせず、アルトはゆっくりと起き上がった。

「だがな。生きてりゃ、いろんな役が降りかかってくる。兄貴の役、隊長の役、兵士の役、恋こい人びとの役……。だが、それがすべてオレで、オレはそのすべてだ」

　それは、アルトという少年が初めて出で逢あう、相対化された他者のペルソナだった。

「自分だけが呪のろわれた人間だ、みたいなことをぬかしてんじゃねえ！　演じてない人間なんか、いねえんだよ！」

「……隊長」

　オズマはフッ、と肩の力を抜ぬいて、苦く笑しようした。

「オレは、戦うしか能のない男だ。ランカにとっていい兄貴だ、いい親代わりだ、とうぬぼれるつもりもない。いつも苛いら立だって、焦あせって、つまずいて、必死に取り繕つくろってる。ランカのことで先走って、貴様らやキャシーに迷めい惑わくをかける。そういうつまらない、ガキさ。──だが、アルト、お前は違う。お前は、もっと大きなことがやれる男だ。オレもミシェルも、お前にはそういう期待をかけている。もしかしたら、死んでいったギリアムも」

「…………はい」

「そして我々Ｓ．Ｍ．Ｓは軍隊ではない。戦時でない限り、いつでも自分の意志で辞められる──本当にお前が戦わないことを決めるなら、それはそれでアリだろう、と思うよ。あの時、オレがランカを守るために新統合軍を辞したように」

　オズマの言葉には、アルトがまだ知らない、男が年月を帯びることで実感した己の限界へのある種の諦あきらめ、青春への憧どう憬けい、そのようなものがあった。そのすべてを早乙女アルトが実感できたわけではなかったが、おぼろげに、その哀かなしみはわかった。

「……昔、サルトルという説教が好きなおっさんがいてな。その男はこう言った。我々は、自由という刑けいに処せられている、と。お前もその恐おそろしさにようやく気がついた、ってわけだ。……気にするな。オレも、お前と同じ年には、自分が万ばん能のうのエースパイロットで、ヒカル・イチジョーみたいにボドル・ザー級要よう塞さいを単たん騎き攻こう略りやくできる英えい雄ゆうになるんだ、って思ってたもんさ。バジュラの襲しゆう撃げきでそんな夢からは覚めたし、そんな夢を見たツケは払はらったがな」

　無ぶ精しよう髭ひげの隊長は、そこで一いつ拍ぱくを置いた。

　アルトに話している、というより、救えなかった昔の自分に話しているような、そんな口調だった。

「だからよく、自分に問え。これから、何の、どんな役を演じるのかを、な」

「役を選ぶ……」

　アルトはついぞ、そのような考えを持ったことがなかった。

　舞台の上に立ったとき、家を出たとき、パイロットになったとき、アルトにあったのはたったひとつの選せん択たく肢しで、そこに飛び込むか飛び込まないかの迷いはあっても、それ以上のものではなかった。だが今、彼の眼前には、本当の意味で無数の選択肢が突つきつけられていた。何になるのも、彼の自由なのだ。そして、その責任を引き受けるのも。

「最後に、ひとつ聞かせてもらえませんか」

「なんだ？」

「この機体をオレに見せた意味、教えてください。まさか、自じ慢まん話でもないでしょう？」

「ああ、それは────ン、待て」

　手で話を遮さえぎるジェスチャーをすると、オズマは印いん籠ろう形の携けい帯たいを取り出した。

「ランカ!?　憲兵隊に捕つかまってる、ってどういうことだ!?」

「!!」

　青春の気分は飛び去って、男たちの間に、同じ意志が共有された。ランカを、救うのだ。
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　眼を覚ますと、慣れ親しんだＶＦ-25の後部座席だった。

　ルカ・アンジェローニは自分がいよいよＡＩとオーバーマインドの支配するネットの上部構造に昇しよう天てんするのではないか、と思ったが、あいにくと前部座席に座っているのは、電デウス・脳エクス神・マキナではなくて、ミシェル・ブランの見慣れたパイロットスーツだった。

「よう。無事か」

「ミシェル先せん輩ぱい！」

「すまなかったな。オズマ隊長の命令で、お前をマークしてたんだ。動いてることを気け取どられるわけにはいかなかったから、ギリギリまで救助できなかった」

「──先輩も、人が悪いや。まあ、ＬＡＩは政府と取引をしてるんだから、全部を話せないのは当然ですけどね……僕も、全部を話したりはしなかったわけですし……」

　おぼれた後のように、体が重くて、意識が遠かった。当然だ。

「低酸素症治ち療りよう具ぐは外はずすなよ。バトル・フロンティアの索さく敵てき圏けん内ないから出るまでに、相当の時間がかかったからな。まったく、アルトのおもりの次はおまえのおもりなんだから、よくよく色気がない……」

「色気……」

　がばっ、とルカはシートから跳はね起きた。

「そうだ、姉さん！　姉さんに連れん絡らくを入れてください！　このままだと、姉さんは三島にひきずられて、とんでもないところに行ってしまう！　姉さんだけじゃない。アンジェローニの家、ＬＡＩの社員たちが……」

「興奮するな、落ち着け。たぶん、通信は端はしから連中に盗とう聴ちようされてる……Ｓ．Ｍ．Ｓの暗号化回線もな。今じゃバトル・フロンティアは、大昔のエシュロンみたいなもんだ。まあ、その上でＶＦ-25のステルスを捉とらえられるかどうかは、また別だが……」

「リノへ……アイランド・リノへつけられますか？」

「リノ？　あの砂さ漠ばくとカジノしかない環かん境きよう船か？」

「あそこには、またいとこのローザ・アドレイがいます。彼女はＬＡＩの社員ではありませんから、マークも薄うすいでしょう。そちらから、なんとか姉さんや兄さんたちに渡わたりをつけないと……」

「わかった、もう喋しやべるな」

　Ｓ．Ｍ．Ｓへの連絡用プローブを射出すると、ＶＦ-25はアクティブステルスを入念に働かせながら、アイランド・リノへのアプローチ・コースに入った。
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　憲兵隊と殴なぐり合い寸前までに突とつ入にゆうして、どうにかランカの身み柄がらを引き取ることができたのは、キャシーが無数の法令を次々と繰くり出し、まるで魔ま法ほうのようにＳ．Ｍ．Ｓの諜ちよう報ほう活動における優ゆう越えつ権を相手に認めさせてしまったからである。彼女がいなければ、オズマは憲兵隊相手にアイランドワンを舞ぶ台たいにした市街戦を繰り広げていたかもしれなかった。

　永遠にも思える検査が終わったのは、ちょうどルカとミシェルが待機室に入ってきたのと同じ頃ころだった。ワイルダーまでが、事情を聞くためにやってきていた。

「結果が出た。これがランカの検査結果だ」

　筋肉質の肉体を白衣に包んだ、軍医兼けん可変爆ばく撃げき機のパイロットという変わり種のカナリア・ベルンシュタインが説明を始めた。

「ブレラの言ったように、ランカの体内──小腸からもフォールド細さい菌きんが発見された」

　それが何を意味するのかわからない一同に、さらなる衝しよう撃げきを与あたえたのはルカの言葉だった。

「バジュラと同じ……!?」

「なんだと!?」

「ええ──」

　腹をくくったのか、ルカの言葉にはいささかの迷いもなかった。

「この三ヶ月、バジュラの身体からだを調査したことでわかりました。バジュラの体内、小腸部にはフォールド細菌のネットワークが存在し、それが超ちよう空間フォールドネットワークを構成しているんです」

「……なるほどな……しかも、この細菌はランカの歌や強い感情に反応してフォールド波を発している」

　まったく、言われるまで気がつかなかったのだから研究者としては失格だな、とカナリアと助手を買って出たクランは大おお仰ぎように肩かたを落として見せた。

「だから」

　ランカは何かを決した表情で、そこにいる大人たちを見み据すえた。

　そこにいるのはもう、アルトやオズマが知る気弱な少女ではなかった。自分がやるべきことを見定めた、一人の女性だった。

「だからきっと私も感じるんだと思うんです。バジュラたちの気持ちを、おなかに……」

「バジュラの気持ち!?　バカな！　奴やつらは脳がほとんど無ないって……」

「お前な」

　クラン・クランがどこからか取り出したハリセンでオズマの頭をはたいた。

「脳が大きいと知能も大きいなら、象やクジラはお前たち地球人類より頭がいいことになるだろうが。そもそも、脳と心の関係は、そんな単純なものではない。そもそも貴様、脳がどうやって思考しているのか理解しているのか？」

「い、いや……」

　外見は小学生のようだが、クラン・クランはれっきとした異星生物学の研究者である。美星の高等部カリキュラムを受けながら、フロンティアの中央大学の研究室にも籍せきを置いている、その分野では傑けつ物ぶつだった。

「大まかにくるめれば、我々の脳とは神経細さい胞ぼうニューロンのネットワークと、それを活動、保護するためのシステムだ。つまり、ニューロン・ネットワークに相当するものを、神経細胞以外の形で担保できれば、どうだ？」

「それがフォールド細菌だと……!?」

「ああ。おそらく、単体のバジュラでは、我々の知的活動ほどのことは行なえまい。だが、それがタイムラグのないフォールド通信によって、もっと巨きよ大だいなネットワークを構成しているとしたらどうだ。──コンピュータ・ネットワークを想像してみろ。個々の端たん末まつの力は弱くても、総体はまるで集合した巨大な知性のように振ふる舞まうことができる……。星系規模に拡大したバジュラの総体が、バジュラという統合知性なんだ。頭や脳に見えるものは、おそらく奴らにとっては、せいぜい指の爪つめくらいの存在だろう。それも端はしっこのな」

　ふぅ、とクランは理解の悪い生徒に説明する女教師の顔になった。せめて身長があと二十センチもあれば、もっと似合ったことだろう。

「腸内細菌の働きが、脳の活動に影えい響きようすることは、すでにマウスの段階で実証されている。腸内が無む菌きん状態のマウスは、そうでないマウスに比べて警けい戒かい心しんを持たないことがわかった──細菌たちは、マウスの心理に影響を与えている。腸を切除した結果精神状態に変化があることも決して珍めずらしくはない」

　もちろん、腸を切除した人間の人間性が劣おとっている、という意味ではなく、あくまでそういう影響もある、ということだ。心というものはそう一義的なものではない、とカナリアは良心的な医者らしく言い添そえた。

「──ずっと親父おやじに言われていた。役者は肚はらから動け、肚から声を出せ、って。そういうことなのかもな」

「アルトくん……」

「バジュラはもしかしたら、自分たちと同じ、おなかでフォールド波を発するランカさんを仲間……あるいは、〝自分〟の一部だと認にん識しきしたのかもしれませんね」

　ルカの言葉は、つらそうだった。彼とて、自分が心のないものを殺しているのだ、と考えることで、殺さつ戮りく、ことに生体解かい剖ぼうに耐たえてきたのだ。人はどこかで殺していい生命と殺してはならない生命に線引きを行なっており、この時代の人々にとってはそれは第一次ブレイクスルー、チューリング・テストを突とつ破ぱし得る知ち恵えをしてそうしていたのだから、知恵あるものを殺すことは、それがどのような外見であれ、タブーだった。

「するとランカを……自分たちの仲間を、奴らからすればコミュニケーション不能な得体の知れない存在……つまりオレたち人類種から救出しようとしたのか……」

　オズマでさえ、呆ぼう然ぜんとしていた。

　話せばわかる、という言葉がある。

　だが、どうやって話せばいいのか、人間にはずっとわかっていなかった。知性のない宇宙生物を殺すの殺さないの、支配するの支配しないの、という話をしてきた。そしてそれは、相手も同じことだったとしたら。人は、知性体はなんと哀かなしいのだろうか。

「………………」

　ランカは、おなかを押さえて沈ちん黙もくした。

　それが雄ゆう弁べんな、「バジュラの答え」であることは明白だった。フォールド・ネットで彼らが心を介かいしているのなら、ランカもまたその一部なのだ。

「でも、それが事実だとしたら……三島は、銀河条約違い反はんの知的種族奴ど隷れい化行こう為いを働こうとしている……人間を殺して、その心臓をえぐり出すような行為を……」

　キャシーの顔面は蒼そう白はくだった。当然だ。それはまるで、かつて北アメリカ大陸において、〝土産みやげ物〟だの〝不ふ老ろう長ちよう寿じゆの妙みよう薬やく〟だのと言って、ネイティブ・アメリカンの皮を剝はぎ内臓をえぐり出したような行ないではないか。

「これまでの予備調査で、バジュラの繁はん殖しよくに適した惑わく星せいは、地球型惑星であろうことが推察されています。これを手に入れ、かつバジュラたちを〝軍事力〟として動員することができれば、フロンティア政府を、いや、バジュラ本星をして独立させ、新統合政府を足あし下もとに組み敷しくことも夢ではない……レオンはそう言っていました」

「!!」

　ルカの言葉は、半ば予想がついていたものだったが、やはり居合わせた一同を震しん撼かんさせた。

　彼ら政治屋に、異星体の人権がどう、などという考えはあるまい。通信プロトコルを解かい析せきした〝宇宙怪かい獣じゆう〟をコントロールし、最終兵器として運用する。フォールド断層もものともせず、ほぼあらゆる在来兵器を無力化する〝超ちよう兵器〟さえあれば、かつてのプロトカルチャー星間帝てい国こくを再建することさえ夢ではない。

　その過程でどれだけの血が流されるか、というのを無視すれば、軍事や政治にロマンチシズムを持ち出すマッチョ主義者にはたまらぬ夢想であっただろう。

「バジュラのコントロールは、可能なのか？」

「……ＬＡＩと、ギャラクシーから得られたデータで、プロトコルの九割までは解析できました。インプラント技術を使えば、個々のバジュラの掌しよう握あくは可能でしょう……。総体としてのバジュラネットワークに干かん渉しようできれば別かもしれませんが、そうでない限り、一度支配されたバジュラの支配権を奪だつ還かんすることは困難でしょうね……」

　三島の手には、ほとんどあらゆるカードがあるようなものだった。居合わせたものたちは口に出すことはなかったが、誰だれもが、自分たちの有している正義が、蟷とう螂ろうの斧おのに過ぎないことを感じていた。不正を告発することはできる。だが、告発には力が必要だ。その力が、自分たちにあるのか？

　だが、その不正義を見み逃のがせば、より大きな不正義、悲劇の訪おとずれを座して傍ぼう観かんすることになる。何億、何十億の人が死ぬことになるだろう。その時、〝栄光あるフロンティア帝国臣民〟としてそれを必要な犠ぎ牲せいと笑い飛ばせるような者は、この場にはいなかった。

「何を言ってるんだ」

　早乙女アルトは、嘆たん息そくまじりにそう言った。

　一いつ介かいの新米パイロットとは思えないほど不ふ遜そんで大だい胆たんな発言だった。だが、誰もが彼の言葉に耳みみを傾かたむけてしまうのは、あまりにも彼が美しすぎるからだった。オズマに殴なぐられた顔のあざさえ、美の女め神がみが削けずりだしたような彼の容姿をいささかも損そこなっていなかった。

「バジュラがコミュニケーション可能な存在で、ランカやシェリルの歌に反応しているのは事実だ。──オレはそれを見た。それを利用して、バジュラたちを殺した────だが、だとすれば、ランカとシェリルの歌はコミュニケーションの糸口になるんじゃないのか？　言葉もわからない相手にだって、赤心の芸は通じるものだ。違ちがうか？」

　ゼントラーディを歌によって目覚めさせたリン・ミンメイ。プロトデビルンとの戦いを終わらせたファイアーボンバー。それらの伝説を知らぬ者はいない。そして、少年はまさに、文化の力を体現した男だった。その言葉には、重みがあった。

　全員の視線が、ランカに集中した。
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　血を吐はく回数が、だんだんと増えていた。

　独どく房ぼうで膝ひざを抱かかえて、シェリルは寒さに震ふるえていた。

　それが、グレイスに拾われるまでの日常だったことを思い返すと、元の場所に戻もどったような気がした。

　ひとりぼっちの少女が、ひとりぼっちの場所に戻った、ただそれだけのことなのだ、と……！

　いや、そう思おうとしていた。

　心に刻まれた、くさびのように抜ぬけない言葉。その言葉が、シェリルの中で渦うずになって消えなかった。

『──私、嬉うれしかったんです。シェリルさんと一いつ緒しよに歌えて────』

　ランカ・リー。

　あの子はいつも、春風のように、シェリルの気持ちの中に忍しのび寄ってくる。どうしようもなく明るくて、優やさしくて、自分のことだけで精せい一いつ杯ぱいなシェリルとはまるで違う。いつも他人のことを考えて、その気持ちに寄り添そって歌っている。

　自分は、どうだ。

　その歌に対して、胸を張れるような歌手か。自分が死を目の前にして、罪人と呼ばれたら、その輝かがやきから眼めを背そむけてしまうのか。

　違う。

　ランカ・リーはここまで駆かけ上ってきた。

　早乙女アルトは命をかけて戦った。

　ならば。

（あたしは、歌手だ）

　たった一本、持ち込みを許されたルージュを筆にして、シェリルは壁かべに向かう。誰が見ていなくても構わない。その壁に詩を綴つづる。己おのれの生命、最後の一ひと滴しずくになるまで、とたたきつける。口紅が尽つきたら、己の血をそれに継ついだ。それほどに、彼女の中で、歌が燃えていた。
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　沈ちん黙もくを守っていたワイルダーが、居合わせたクルーたちを睥へい睨げいし、やがてこう言った。

「さて、諸君。今、我々は人類とバジュラの命運を左右する重大な局面にいる」

　そのまなざしには、己がやるべきことを見いだした軍人の、すがすがしいまでの決意があった。生命を捨てる理由を見つけてしまった男の目だった。そんな目をされて、その視線に逆らうことができる者など、いるはずがない。いるとすれば、その者の魂たましいは凍こおり付いているのだ。

「バジュラとのコミュニケーションの可能性を探さぐるためにも、我々のクライアントであるシェリル・ノームを救出しようと思う。シェリルとの護衛契けい約やくそのものはまだ破は棄きされていないし、そもそも残金を受け取ってもいないからな」

　ワイルダーはさほど上う手まくもないジョークを口にして、微び苦く笑しようした。

「シェリルをああも性急に殺害したがるのは、おそらく彼女が生きていることが、行政府にとって大きな不都合であるものと考えられる。それが何かを看破するためにも、彼女の身み柄がらが必要だ。幸い、死し刑けいそのものは立会人がいなければ執しつ行こうできないのだから、彼女は生きているはずだ。秘密処しよ刑けいなどをすれば、世論を完全に敵に回す」

　誰だれも、身じろぎひとつしない。

　その先に続く言葉が何か、誰もがわかっていた。

「ただし、この行こう為いは当然、三島たちフロンティア政府からすれば反逆行為となる。もちろん、人類同士の戦いにさえ参加している我々がこんな大義名分で動くのは、ただの偽ぎ善ぜんに過ぎないかもしれない。それでも、私についてきてくれるか？」

　まるで示し合わせたかのように、一同が同じタイミングでうなずいた。もしかしたらただの見よう見まねであるかもしれなかったが、ランカの肩かたにのるアイ君さえ、うなずいたのだ。

「でも……どうすればいいの？　アイランド・アルカトラズの警備と言えば、海兵一個大隊でも突とつ破ぱは困難よ。空くう爆ばくでもして、シェリルさんを殺すわけにはいかないし……」

　キャシーが現実的な疑問を口にした。それは決意とはまた別のことで、参さん謀ぼうならば当然の見解だった。

「中に入れれば、内部からネットワークに接続できれば、警備システムはなんとかなります」

「ずいぶん自信ありげだな」

　断言するルカの顔を、ミシェルのメガネがのぞき込んだ。

「あそこのシステムは、ＬＡＩがくみ上げましたから、バックドアは仕し掛かけてあります。……うちは十字軍の昔から、政治にはさんざん振ふり回されてきましたからね。役人は信じないことにしてるんです」

「なんて会社だ！」

「とすれば、あとは突とつ入にゆうの手段だが……」

　クラン・クランがそう言ったのと、ランカが一歩踏ふみ出したのは、同時だった。

「私に、私にやらせてください！」

「え!?」

「ランカ……？」

「考えが、あるんです。シェリルさんを助け出すための……」
















第10章　山羊カプリコ座ーン～ディ・ツァオバーフレーテ～







　あの時、オレは本当にお前のことを理解していたのだろうか、と時折、自問自答することがある。

　早乙女アルト。お前のことを。

　──正直なところ、オレはお前が航宙コースに転科してきたとき、三日で逃にげ出すと思っていた。

　だってそうだろう。

　歌か舞ぶ伎きの早乙女ファミリーって言えば、新統合政府お抱かかえの歌舞伎役者だ。どこの船団にいっても大だい歓かん迎げい、映画にもドラマにも引っ張りだこだ。そこのひとり息むす子こなら、将来は約束されたようなもんだ。

〝羽は衣ごろも〟だったっけ？

　あの舞ぶ台たい、オレも見たんだ。言ってなかったかな。昔、姉貴が生きてた時にさ。クラン・クランと一いつ緒しよにな。

　綺き麗れいだったよ。

　本当に綺麗だった。

　ああいうものがあるんなら、親父おやじもオフクロも死んだ世界で、まだ生きてみよう、と思った。

　だからお前は役者になるべきだと、役者に戻もどるべきだと、思っていた。

　──実は今でも、たぶんどこかで思っている。

　だが、それでも。

　それでもオレはあの時、お前がＳ．Ｍ．Ｓをやめずに、シェリルを救出するつもりになってくれて。

　本当に嬉うれしかったんだぜ、アルト────。




　　　　＊




「アルカトラズの皆みなさん、こんばんわ！　ランカ・リーです！」

　ランカがステージに上がった瞬しゆん間かん、もはや囚しゆう人じんたちのテンションはボルテージが限界を突とつ破ぱし、そのエネルギーだけで新しい銀河が生まれるのではないか、という勢いだった。

「こんばんわー！」「ランカちゃーん！」「デカルチャ────！」「生きててよかった！」「うおおおおおお」「超ちよう時空シンデレラァァァァァァア」「誰だれ、あれ？」「知らないのか!?　あの娘ここそ、第二次攻防戦でシェリルとともにこの船団を守ってスターの座に駆かけ上がる超時空シンデレラ、ランカちゃんだ！」「詳くわしいなテムジン」、等々、等々、等々。

　銃じゆうを持った看守や、巨きよ人じんの囚人たちを見張るデストロイドのパイロットまで浮うわつき、中には調子に乗って、デストロイドに垂れ幕を振ふらせているバカもいる。それをとがめるべき所長にしてからが、ランカのサインをもらって年とし甲が斐いもなくヤニ下がっているのだから、もはや何をかいわんや、という状じよう況きようであった。

「今夜は、所長さんのご厚こう意いで、慰い問もんライブをやらせてもらうことになりました───！」

　再び、先ほど以上のどよめきがあった。冗じよう談だん事でなく、テンションの上がった巨人たちによって、会場がハデに揺ゆれた。

　──このような微び妙みような時期に、アイランド・アルカトラズへの慰問が許可された背景については、いろいろある。

　シェリル・ノームの逮たい捕ほは、少なからずフロンティア市民を動どう揺ようさせていた。また、そもそも、命がけで救出したギャラクシーがクーデターをもくろんだ、という事実は野党側から、フロンティア行政府の安全保障に対する認にん識しきが欠落していたのではないか、という突つき上げの材料となり、シェリルの来らい艦かんを許可したのが現政権であることを合わせて、議会を紛ふん糾きゆうさせた。

　こうした状況下で、グラス政権は自己の政権の正当性、つまり人道主義に則のつとって難民船を救助し、一部の暴徒を鎮ちん圧あつして最小限の被ひ害がいで収めた、という立場の〝理解〟を得るために、他ほかならぬフロンティア生まれの歌うた姫ひめであるランカ・リーを最大限に利用する必要に迫せまられたのである。

　もちろん、これにはベクタープロモーションの松浦ナナセの暗あん躍やくがあることは言うまでもない。彼女はシェリル逮捕の報をランカから聞くや、そのインサイダー情報を利して、シェリルの抜ぬけた穴という穴に、ランカの番組・ＣＭ・トークショーなどを押し込んだのである。結果、今やフロンティアの街のどこかにはランカの顔がある、というほどの状態が生まれていた。

　政治犯、分けても先年発生した大規模なゼントラーディの暴動によって捕とらえられた巨人たちを多く収容する同刑けい務む所しよに対してランカが慰問を申し出たのは、シェリルを収容したことで内部緊きん張ちようが高まっていた──何しろ、シェリルファンの囚人の数は、看守の百倍はいた──刑務所のガス抜きとしても、また、ランカが政権を支持している、というアピールとしても最適だった。
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　十一年ぶりにインプラント・ネットワークの支配から解き放たれ、自分ひとりのスタンドアローンな思考をするのは、思っていたよりもエキサイティングだったが、対話の相手がレオン・三島なのは、グレイスにとっては実に不本意だった。

　拘こう束そくされ、わざわざご丁てい寧ねいにカプセルにまで入れられているのは、脳内のシステムで受容する感覚を書き換かえればいいのだから気にもならないが、目の前の男の発する俗ぞく物ぶつの気配だけはいかんともしがたく、かねてよりグレイスが抱いだいていた自由意志への嫌けん悪おを改めて強める結果になった。

「フン。しかしよく考えたものだ。フォールド細さい菌きんに感かん染せんさせた人間の歌声を使って、バジュラの通信プロトコルを解かい析せきしようとは……」

　Ｑ１、ランカを失った以上それを人じん為い的に再現するのはむしろ当然の試みであったから、そのことを称しよう賛さんされるのはグレイスにとっては的外れだった。バジュラの大規模生息地に平へい和わ裏りに降下することが可能だったら、第二、第三のランカを〝生産〟することもできたろうが、そうできなかったのは、バジュラが人類を敵と認識してしまったからで、そういう意味ではフェアリー・シリーズは代用品に過ぎなかった。事実、感染後を生き残ったのは、フェアリー９、つまりシェリルしかいないのだから。

　むしろ、シェリルがマオ・ノーム、すなわち古代異星文明の血統を引くとされるマヤンの巫み女この血に連なることに着目した点こそがグレイスの独創であって、どうせ褒ほめるならせめてそこを褒めてもらいたいものであった。

　ともあれ、素人しろうとを相手に学術談義をしたところでお互たがいに失望しかしないのは、グレイス自身了りよう解かいしていることであったから、その話題はさっさと聞き流し、聞きたいことを聞くことにした。

「あの子は……シェリルは、どうしているの？」

「なにやら、壁かべに詩を書き付けているようですよ」

「詩を……？」

「無む駄だなことをしているものです。刑務所の壁に、自分の血でね。プロトコルが解析されるまでの命だというのに」

「そう。歌を、ね──」

　グレイスは、男の言葉を聞いていなかった。聞こえているのは、脳内のメモリーに刻まれた、シェリルの歌だった。

　まったく、叡智ソフイアは、ひどく単純で、それでいながらなんと認グノー識シスが困難なのだろう。

「ああ、そうそう……」

　彼女が微笑ほほえんだのを嘲ちよう笑しようと認識したのか、男は話題を変えるつもりになったようだった。

「貴女あなたに指示を出していたネットワークの支配者たち……電脳サイバー貴族ノーブル、でしたか？　生命の保証と引き替かえに、協力を申し出てくれましたよ」

「──！」

「プロトコル解析後にバジュラをコントロールする方法まで、ね。しかし、哀あわれなものだ。トランスヒューマンだかポストヒューマンだか知らないが、あんなコンピュータに繫つながった肉の塊かたまりになってまで生き延びたいと思う……私には理解できないな」

　グレイスはもう、何も答えなかった。

　ただ、目の前の男の愚おろかさを哀れみ────。

　そして、自分の前に開かれた真理の扉とびらの重たさと偉い大だいさに恍こう惚こつとするばかりであった。
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「盛り上がってやがるな、クソッ……！」

　重犯罪者がブチ込まれる独どく房ぼう。その住人たちには、コンサートに参加する資格は与あたえられていない。あそこにいるのは、あくまで模も範はん囚しゆうであって、本当に危険な集団は、そこを出ることを許されていないのだ。

　だが、そんな人々であっても、ランカの歌声に耳を澄すますことはできたから、誰だれかがスプーンで鉄格ごう子しを叩たたき、リズムを取り始めると、すぐにそれに別の誰かが唱和した。

「やめろ、おいっ！」

　看守が叫さけぶが、そのようなもので、一度始まったリズムを消すことはできない。

「熱いハートをたたきつけるのが歌なんだよ！　そういうこともわからねえのか！　オレたちから文ミ・化ゾーンを取り上げようってのが、ムチャなのさ！」

　そんな声もした。

「そうだ！　いいじゃねえか、誰もここから出るわけじゃないんだ！」

「同じ刑務所にランカちゃんとシェリルがいるってのに、歌くらい歌えねえで、文化もクソもねえんだよ！」

「そうだ、そうだ！　オレたちは、ただ好きにやる！　それくらいの楽しみは、与えてもらわなくっちゃな！」

　そんな叫びがあって、次々に調子っぱずれの歌が始まり、思い思いのリズムが刻まれていく。

　ランカの歌にはそれを受け入れるだけの、暖かさがある。

　やがて、囚しゆう人じんたちの歌声はランカの歌声とうねりになって、巨きよ大だいな波になった。
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「ランカちゃん……歌ってるんだ……」

　詩を刻み終え、力ちから尽つきたシェリルは、うっすらと瞳ひとみを開いた。

　聞こえてくるのは、地鳴りのような、世界全体の歌のような、ランカと、人々の歌う歌。巨大な大地そのものの優やさしさ、シェリルの知らない惑わく星せいのぬくもりのような、そんな歌。

　自然に、喉のどは歌声を奏かなでていた。

　不思議なほど、それは素す直なおな歌声だった。歌いたいから歌う、ただそれだけの歌だった。誰かに聞かせるわけですらなくて、あふれて止まらない、そんな歌だった。

　歌声とともに、自分の中の迷いや苦く悩のうが、空に解けていくのがわかる。

　あるのは、ただ自らと世界のみ。

　歌う。

　ただひたすらに歌う。

　建物全体が歌っているようだった。

　喉の痛みは限界を通り越こしたのかどこかに去り、熱っぽい頭も、夢ゆめ心ごこ地ちに思えた。

　そうして。

　ひどく美しい、幻げん想そうのように美しい、これ以上ないというほどに美しい、闇色の衣ころもをまとった美しい女が目の前に現われて。

　シェリルは死神を見た、と思った。

　死がこれほど美しいのなら、それもいいか、と感じるほどに、その女は美しかった。なにしろ、シェリル・ノーム、銀河の妖よう精せいが自分より美しい、と認めてしまうほどだったのだ。

　だから、女の紅あかい唇くちびるが開かれ、そこから聞き慣れた声がしたときには、心臓が飛び出すのではないか、というほどに驚おどろいた。

「おい、シェリル」

「アルト!?」

「なんて声を出すんだ、まったく──下がって、床ゆかに伏ふせろ。今、扉を吹ふき飛ばす」

「う、うん」

　確かに、それは早乙女アルトだった。

　だが、その体重移動、その足の開き方、いや、背筋の流れにいたるまで、それはどう見ても女にしか見えなかった。おそらく、背筋とそれに連なる腰こしと肩かたの筋肉を連動させ、殺人的な負ふ荷かをかけることで、骨格のラインを女性に見せているのだろう。それだけでも驚くべき努力だったが、スカートを〝はき慣れた〟動きは、一いつ朝ちよう一いつ夕せきで身につくものではなく、アルトの血のにじむような鍛たん錬れんを物語っていた。

　伏せたシェリルの頭の上で、ぽん、と軽い音がして、扉とびらが吹き飛ばされる。駆かけ寄ったアルトが、壁かべを覆おおう血染めの詩を見て、眼めを丸くした。

「詩……こんなところにまで……」

「あんたこそ、なんでここに……」

　シェリルを抱だき上げて、アルトは軽く微笑ほほえんだ。

　おとこの笑えみだった。

「言ったろ？　お前は、ひとりぼっちじゃないって」

「……馬ば鹿か！」

　シェリルは、アルトの腕うでに飛び込んだ。

　涙なみだを見られたくなかったから、その首にかじりついて、当分は離はなさないことにした。
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　バトル・フロンティアのＣＤＣでは、技術者たちが送られてくるデータに歓かん喜きしていた。

「シェリル・ノームのフォールドウェーブ増大中！」

「ランカ・リーのウェーブと共鳴して、バジュラのフォールド・ネットに干かん渉しようしていきます！」

「プロトコル解かい析せき率97・５％！　解析完かん了りようまで、一時間以内の見通し！」

「よし！　作戦通りか！」

　押っ取り刀で駆けつけてきたレオンは、いつになく興奮していた。

　シェリルの死し刑けいを発表すれば、Ｓ．Ｍ．Ｓとランカが動くのは間ま違ちがいない。どうせ、その手口には歌を使うに決まっているのだから、あとはその状じよう況きようを演出してやれば、ふたりの歌のシンクロナイズによる相乗効果が、プロトコルの扉を開く。グレイス・オコナーの残した資料は、彼に栄光の門を約束してくれていた。

「ですが、興奮状態になった囚人が脱だつ走そうし、刑けい務む所しよ内は大混乱です」

　傍かたわらに立つ憲兵大たい佐さの常識論を、レオンは鼻で笑い飛ばした。そんなことは、これから得られる成果に比べれば何ほどのものでもない。

「その程度は想定済みだよ、大佐。特とく殊しゆ部隊はすでに配置されている。用が済めば、連中をまとめて排はい除じよするだけのことだ」

　ランカとシェリルの歌が、さらに高まっていく。響ひびき合うたび、フォールド波が強くなる。その波はまた、バジュラたちを呼び込むだろう。だが、それはもはや問題ではない。今や、バジュラこそが、人類に狩かり尽つくされ利用されるべき宇宙のバッファローなのだから。

「フォールド細さい菌きんは宿やど主ぬしが命がけで歌うほど活性化する、か！　フフ──なるほど、いいじゃないか！　その調子で歌え！」

　彼は今、得意の絶頂にあった。
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「一体、何が起きてるの!?」

　刑務所の中は、蜂はちの巣すをつついたような騒さわぎになっていた。

　そこかしこで火の手があがり、爆ばく音おんが響く。

　アルトとシェリルの走る吹き抜ぬけの回かい廊ろうの下でも、囚しゆう人じんたちが牢ろうを出て、刑けい務む官かんたちとの殴なぐり合いを始めている。銃じゆうを持ち出した刑務官が袋ふくろだたきにされ、銃を奪うばわれるのが見えた。

　暴動が起きているのは間違いなかった。

「ルカのやつが、刑務所のセキュリティをダウンさせたんだ。人型デスト戦車ロイドが止まって、ゼントラーディの囚人たちが反乱を起こしてる。牢ろう屋やの鍵かぎも片っ端ぱしから開けてさ……あいつ、顔に似合わず過激なことやるよ」

　走りながら、アルトがそう説明してくれた。

「ゼントラーディ!?　そんな人たちまで捕つかまってるの？」

「ああ。詳くわしくは知らないんだが、ちょっと前に大きな反乱を起こそうとした連中らしい。中にはマイクローン化に耐たえられない連中もいて、そいつらが暴れてるのさ。クラン大たい尉いが派手に煽あおってたよ」

「みんなも来てるんだ……」

「もちろんさ。みんなでランカのバックダンサーやバンドマンをやって……結構、楽しかったぜ」

「それで女装なのね」

「──女の格好のほうが、油断させやすいからな」

　そういうアルトには、不思議なほど険がなかった。あまりにも自然体だった。それは、為なすべきことを見いだした人間の持つ、力の入らない立ち姿だった。おそらく本人でさえ、意識しなくなったことに気がついてはいないのであるまいか。

「止まれ！」

　誰すい何かの声がして、足あし下もとに銃じゆう撃げきが来た。キャットウォークの上に、警備兵が二名。シェリルはともかく、アルトを殺すつもりであることは明白だった。

「飛ぶぞ！」

「え!?」

　シェリルを抱だきかかえ、アルトは廊ろう下かから階下の空中へと身を躍おどらせた。

「きゃああっっ！」

　風がシェリルの金色の髪かみを舞まい上げる。

　そのまま墜つい落らくするか、と思った刹せつ那な、アルトのスカートからガスジェットの噴ふん射しやが派手に吹ふき上がった。そのままホヴァリングの要領で、一気に通路の端はしに迫せまり、銃撃をかわして建物から離り脱だつする。

「これって……ガスジェットクラスター!?」

「おかえしさ、あの時の。オレも、プロだからな」

「空を飛ぶ、ね」

　シェリルは、アルトの首に抱だきついて、ちょっとだけ、この時間が永遠に続けばいい、と思った。
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　ステージの上にシェリルが舞い降りたころには、あらかた看守たちとそれに同調する囚人は制圧されていた。

　模も範はん囚しゆうだったはずの人々を決起させてしまうランカとクラン・クランのコンビネーションはえらいもので、もしかしたら天性のアジテーターとでもいうべき資質を持っているのかもしれなかった。

　無論、ランカが何かをしようとしていること、それが大切なことであろうことを感じ取った者も少なくない。それが、彼らの愛するシェリル・ノームに関かかわることだ、と感じればなおさらだ。囚人たちはそれぞれの事情で罪を犯おかした人々であっても、歌を愛する者もいれば、己おのれの正義のために戦った結果として収容されている者もいたのだから、そうすることに不自然はない。バジュラに心があるように、彼らにもまた心があるのだ。

　だから、そこにシェリルが舞い降りて、

「みんな！　脱だつ出しゆつするわよ！」

　と叫さけべば、もうそこにあるのは熱ねつ狂きようだけで、居合わせた人々は、シェリルの脱だつ獄ごくに手を貸すことに疑問を持たなくなっていた。看守の中にさえ、同調する者、サボタージュする者がいた。
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「アルト、ここは任せろ！」

　ギターに仕込んだ狙そ撃げき用のエアライフルから放たれる麻ま酔すい弾だんで、看守の増ぞう援えんを次々と昏こん倒とうさせながら、ミシェルがウィンクした。

「死ぬなよ、ミシェル！」

「お前こそちゃんと、シェリルとランカちゃんを守るんだぞ！」

「ああ！」

　アルトは、歌っているふたりを抱くようにしながら、しっかりとうなずいた。

　三人を乗せた舞ぶ台たいが、地下に向かって沈しずんでいく。

　第二幕が、始まろうとしていた。
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「フォールド波の融ゆう合ごうを確かく認にん！　プロトコルの解かい析せき、終しゆう了りようしました！」

「よし！」

　レオンの脳内はもはや、脳内麻ま薬やくで完全に満たされていた。陶とう酔すいなどというものではない。女も酒もドラッグも、この快感には及およばない。自分が、宇宙の支配に王手をかけるこの興奮に比べれば。

　後は待機させている制圧部隊に号令をかけて、シェリルとランカを拘こう束そくするだけだ、と考えたその時。

　まったく別種のアラートが、ＣＤＣのモニターに一いつ斉せいに投とう影えいされた。

「デフォールド反応多数確認！　反応Ｖ！　バジュラです！　船団前方に、戦せん艦かん級、巡じゆん洋よう艦かん級他多数！」

「全ぜん艦かんに第一級非常態勢を発令！　ただちにバジュラを迎げい撃げきせよ！」

　バックフライトが指揮座から立ち上がった。

「よろしい」

　対照的に、レオンは椅い子すに深く腰こし掛かける。実務は、軍人たちにやらせておけばいい。政治家はもっと重要な決定を下さねばならぬ。

　貧民街から這はい上がった彼にとって重要なのは政治を行なうことではなく、政治家として振ふる舞うことであった。その意味では彼もまた、役に焦こがれた役者であり、その役を得るために払はらった努力は決して少なくない。

　彼の不幸は、その役が他人を幸福にするかどうか、客観的に分ぶん析せきすることができないその一点であった。

「大統領を呼び出してくれたまえ」
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　わずかな時間で、大統領がモニターに映し出された。心なしか汗あせばみ、緊きん張ちようしているように見える。

　いや、わずかな時間だ、と思っているのはレオンの勝手だ。その間、数分の間にも、デフォールドした大量のバジュラは、思うさまフロンティア軍をたたきのめし、蹂じゆう躙りんしていた。

「……私だ。どういうことかね。〝フルブス・アンファレス〟陥かん落らくで、この宙域におけるバジュラの大規模襲しゆう撃げきの危機は去ったと認識していたが……」

「それについては鋭えい意い解明中です。ですが、これはチャンスでありましょう」

　自分がランカとシェリルを追い込み、そこで生まれた歌によってバジュラが呼び込まれた、という事実をおくびにも出さず、レオンはそう宣言した。おそらくはバジュラたちにしてみれば、ふたりの歌うた姫ひめの窮きゆう地ちを救いに来ているつもりなのだろうから、何とも皮肉な話だった。

「チャンス？」

　大統領は意味がわかりかねる、という表情をした。

　愚ぐ物ぶつめ、という言葉を飲み込んで、レオンは優やさしく微笑ほほえんだ。

「バジュラネットワークの制せい御ぎよを試ためすチャンスです。ただいま、プロトコルの完全な解析が終了いたしました。アイランドワンの全エネルギーを使っての、〝魔デイ・ツアオ笛バーフレーテ〟の起動許可を」

「……しかし、本当に効くのかね。ジャミングサウンドシステムに全エネルギーを回せば、船団の生命維い持じもあやうくなる。市民を危険にさらす必要は……」

「バジュラは、あのギャラクシー船団さえ滅ほろぼした恐おそるべき敵です。これが効かなければ、どの道、我々が生き残る可能性などありません」

　一から十まで詭き弁べん、あるいは詐さ術じゆつの類たぐいだったが、戦艦級バジュラの砲ほう撃げきによって、リパルシブ・フィールドが貫かん徹てつされ、アイランドワンの都市部に直ちよく撃げきをしている有様を見れば、それはまるで、論理の唯ゆい一いつの帰結のように聞こえた。

「〝ラウンドテーブル〟損そん耗もう率70％！　後退します！」

「巡洋艦オドグリヤ、大破、いえ、轟ごう沈ちん！」

「空母グダンスク、機能停止！　当とう該がい空域の防空能力、30％低下！　第86戦せん闘とう攻こう撃げき飛行隊を、空域タンゴ３に移動！」

「ダメです！　ＶＦ-１７１はおろか、ＶＦ-19ＥＦでも、バジュラには歯が立ちません！　かろうじてクァドラン戦隊が支えていますが、防空網もうの崩ほう壊かいは時間の問題です！」

「渋しぶ谷やブロック、火災拡大中！　被ひ害がい甚じん大だい！」

　オペレーターと参さん謀ぼうたちの悲鳴と怒ど号ごうは、とめようがなかった。モニターに映し出される友軍のフリップだけが、次々と消えて行く。

「バジュラめ……！」

　グラスはギリ、と唇くちびるをかみしめた。

「ご決断を、大統領閣下」

「──よろしい」

　ハワード・グラスは決して無能な人間ではない。いや、平時における政策調整能力には卓たく越えつした手しゆ腕わんがあったし、内政、特に経済政策の非ひ凡ぼんさには驚おどろくべきものがあった。ただ、その才覚故ゆえに、自分が軍事面においても的確な判断を下すことができる、と考えてしまったのが、彼の不幸だった。グラスは民衆の不幸に怒いかることができる人間で、その怒りが内政家としての優ゆう秀しゆうさにつながっていたが、有事にあってはその怒りが判断を曇くもらせ、レオンの手て駒ごまとして扱あつかわれる結果を生んだ。

「対バジュラ反はん攻こう作戦、オペレーション・ヒプノシス開始！　私も、バトル・フロンティアに移乗する！　これ以上、この船団をやらせるわけにはいかんのだ！」
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　アイランド・アルカトラズの地下、正確には環かん境きよう艦かんの艦底には、直接アイランドワンに伸のびるチューブが存在する。

　電気トロッコに乗ってアルトとランカ、シェリルが移動している坑こう道どうは、その中に設けられた資材搬はん入にゆう用のスペースであった。アルカトラズ建設時に使用され、そのままデッドスペースになっていた場所を、ルカが建築時のデータから発見したのである。脱だつ走そうを困難にするために、出入り口はアルカトラズ側とアイランドワン側のそれぞれ一ヶ所ずつにしか存在せず、宇宙側からの侵しん入にゆうはほぼできない。

　アルカトラズ側の入り口はミシェルたちが支えているはずだし、アイランドワン側には、オズマ率いるＳ．Ｍ．Ｓの海兵隊が派は遣けんされ、脱だつ出しゆつ用の装そう甲こうバンで待機しているはずだった。

「──バジュラ研究者だった祖母は、ずっと捜さがしていた。……おばあちゃんの姉、サラ・ノームをね。五十年前の統合戦争の時、プロトカルチャーの遺い跡せき〝鳥の人〟といっしょに、フォールドでどこかに消えてしまった人。その人がいなければ、地球人類はゼントラーディに出で逢あう前に、鳥の人に滅ぼされていたかもしれない……」

　不安をまぎらそうとしてか、シェリルはぽつりぽつり、と話し始めた。

「サラ・ノームは、鳥や獣けもの、草や花、風や海や岩とまで心を通わせられる歌い手〝風の導き手〟と言われる存在だった。人間が遠い昔に失ってしまった、高次アストラル界にアクセスする力を先天的に持つシャーマンの血統──そう、ランカちゃんみたいな存在のことよ」

「私が!?」

　ランカの髪かみが、ぴくん、と跳はねた。

　アルトは、さもあろう、と思う。

　そもそも芸とは、神、すなわち天地万ばん物ぶつに宿る神しん霊れいと交信するための術だ。アストラル界とやらが何かは知らないが、確かに舞ぶ台たいの上に神はいる。そして、ランカ、加えていえばシェリルにも、その資質があることはこれまさに疑いはなかった。

（こいつらのことを知れば、親父おやじが大喜びでオレの嫁よめにしようとするに決まっているからな……）

　と考え、次にふたりのウェディングドレス姿を想像して、アルトは真っ赤になってかぶりを振ふり、手元の銃じゆうの点検に戻もどった。あらゆる意味で今はそんな場合ではなかった。でないと、狭せまいトロッコでふたりの少女と密着しているのだ、という現実に気がついてしまいそうだった。

「そう……そしておばあちゃんは考えたの。〝風の導き手〟なら、バジュラともコミュニケーションが取れるんじゃないか、って──だけど、計画は失敗し、バジュラは調査隊を襲おそった……。そう、グレイスに聞かされたわ」

　が、ランカはその言葉に、確信をもってかぶりを振った。

「ううん……襲ったんじゃない……」

「エ？」

「私、思い出したの……あの時も……あのガリア４でも、バジュラは私を襲ったんじゃなくて……私を助けようとしたのかもしれない……！」

「助ける!?」

　シェリルとアルトの声が唱和して、そして。

　突とつ然ぜん、アルトがトロッコを急停止させた。

「ど、どうしたのよアルト！」

「……いるんだろう」

　何かを察知したのか、アルトはギリ、と奥歯を嚙かんだ。

「よく気がついたな。ランカ」

　闇やみの中なか。

　ひとりの男が、アルトの持つ銃を恐おそれる風もなく、ゆっくりと進み出た。まったくのムダがない、それゆえに非人間的な動きだった。アルトの完かん璧ぺきに制せい御ぎよされた、それでいながら揺ゆらぎを持った動きと似ていながら、まったく違ちがう、違い和わ感かんのある動きだった。

　そしてそれ故ゆえに、アルトからすれば、その挙動は異常そのものであり、発見しやすいことおびただしかった。何しろ、あらゆる舞台装置の中でこの男だけが浮ういているのだ。違和感を抱いだかない役者がいれば、それこそどうかしている。

「ブレラ・スターン！」

「迎むかえに来たよ、ランカ」

　優やさしく、その手をさしのべるブレラ。その足あし下もとには、気絶している新統合軍の特とく殊しゆ部隊が転がっている。殺さなかったのは、血の臭においをさせないためで、優しさではないだろう。恐るべき手て際ぎわだった。

「オレたちは行かなきゃならない。バジュラとの戦いを終わらせるために」

「お兄……ちゃん？」

「さあ、おいで、ランカ」

「お兄ちゃん……」

　ブレラの瞳ひとみをのぞき込むランカが、思わず、トロッコを降りようとした。その肩かたを、シェリルが摑つかむ。

「ダメよ、ランカちゃん！　そいつはもう、あなたのお兄さんじゃない！」

（どういうことだ……ブレラは、ランカの兄貴だと名乗った、と確かに聞いたが……!?）

「黙だまっていてごめんなさい。彼は……ブレラ・スターンは、あなたを誘ゆう導どうするために、ギャラクシーが確保した機装サイバ強化ーグラ兵ント……。その意志はすべて、電脳サイバー貴族ノーブルのコントロール下にある……」

「裏切るのか、シェリル！」

　そのブレラの言葉が、何もかもを雄ゆう弁べんに物語っていた。

（演じ切れていない……お役の意識と、役者の意識に乖かい離りがある……？　コントロール下にあるというのは、そういうことか！　それじゃ、まるで浄じよう瑠る璃りの人形じゃないか）

「ギャラクシーは、あなたを殺して、免めん疫えきのある内臓をあたしに移植するつもりよ……それで、完全な歌巫子を作る……彼らは、そういう集団なのよ！」

「何だって!?」

　そう言われては、もはや迷いも何もない。

　シェリルの声こわ音ねに噓うそがないことはわかる。

　それは、演技がどうということではない。シェリルの肚はらを、性しよう根ねを信じているからだ。

　アルトの銃が、ブレラの心臓を狙ねらう。

「……撃うてるのか、貴様に。軍人に徹てつしきれない、ままごとの男に」

「ああ──このふたりを守るためならな！」

　トリガーを引いた。

　いささかのためらいもなかった。たとえそれがランカの兄であっても、撃たねばならぬ、いや、兄であればこそ撃たねばならぬ。その罪は自分が背負う、その覚かく悟ごの銃じゆう弾だんであった。一度はＳ．Ｍ．Ｓを去ろうか、と考えた男が戦場に戻ってきたのはつまるところこのふたりの少女のためであり、その節を曲げるようなことはもはやなかった。

　だが、弾だん丸がんは、ケプラーと金属メッシュの装甲スキン・皮繊ウイーブによってその威い力りよくをそらされ、心臓の上に埋うめ込まれた分厚いチタニウムとセラミックスの皮インタ下ーダー装マル・甲プレートによって完全に弾はじかれた。

「！」

　さらに二発。だが、その射しや撃げきも、ブレラの装甲に弾かれる。右袖そでから伸のびた単分子ブレードが伸びた。

　銃じゆう声せい。

「ぐっ……!?」

　後方から飛来した、６・５mmフレシェット・クラスター弾だんの槍やりが、ブレラの胴どうを、肩を貫つらぬいた。複合装甲をも貫かん徹てつする特殊金属の細長い弾体。安スタビラ定イズド翼・フインのついた、弾丸というよりは投げ槍に見えるそれは、ブレラの装甲を貫かん通つうすると、体内で内部に充じゆう塡てんされた高性能爆ばく薬やくに点火し、強きよう靭じんな構造材を吹ふき飛ばした。

「オレの妹に手出しをさせるかよ！」

　完璧さの欠片かけらもない、野や獣じゆうそのものの、だが不思議に気持ちのいい声がした。陸戦用の重装ＥＸギアを着装した、オズマの姿！

「隊長！」

「お兄ちゃん！」

　ダッシュローラーで、ＥＸギアがブレラとアルトたちの間に割って入る。

「待たせたなランカ！　この先のゲートにクォーターが接せつ舷げんしてる！　急げ！」

「オズマ・リー、貴様！」

　銃じゆう撃げきを受けたブレラの肉体組織が、補修用のマイクロマシン・ジェルによって補ほ塡てんされ、その機能を回復する。

　跳ちよう躍やくした。

　オズマが反応射撃をするより早く、その肉体が天てん井じようを蹴けって、飛ぶ。

　繰くり出された白銀の斬ざん撃げき。が、その一いち撃げきは、オズマのＥＸギア右下か腕わん部に装備された、エネルギー転てん換かん装そう甲こうのシールドに弾かれる。いかな単分子ブレードであっても、エネルギーそのものを反発力に変える楯たてを貫つらぬくことはできない。

　高速移動。オズマ、体を倒たおし気味にして、円運動を乗せた左、突つき上げ気味のボディアッパー。運動エネルギーを乗せた、チタニウムの拳こぶしがうなる。重量数キロの金属塊かい。装甲で止められても、衝しよう撃げきで内部機構を粉ふん砕さいするには十分なものだ。

　ブレラはすんでのところでそれをスウェーバックし、ナイフ型の装そう甲こう貫かん徹てつ手しゆ榴りゆう弾だんを投げる。オズマの肩部装甲がはじけ飛ぶ。だが、同時にオズマはライフル下部に装備していたグレネード・ランチャーを射出。ブレラの右みぎ肩かたに、したたか痛打を浴びせた。

　かたや、強化ワイヤー人工ド・リフ神経レツクスと強オーギ化ユメン筋ト・マ肉ツスルの生み出す超ちよう人じん的加速と膂りよ力りよく。

　こなた、ＥＸギアによって数十倍に強化された筋力にダッシュローラーとターボブースターを組み合わせ、鍛きたえ上げた肉体でこれを制せい御ぎよする超人的機動性と鍛たん錬れん。

　兄あにと義あ兄に、ふたりの男は、電光のように激げき突とつし、そのたびに血と作動液をしぶかせた。

「行くぞ」

　アルトはシェリルを抱だき上げ、ランカをかばいながら、通路の奥へと急ぐ。

　決して、薄はく情じようなのではない。

　信じているのだ。

　オズマ・リーという男、彼のあこがれた、撃げき墜つい王の背中を。

（隊長は……その役を演じきれる男だ！）
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　また、グレイスの閉じ込められた研究室という名の牢ろう獄ごくが揺ゆれた。ネットワークに接続してカメラを見ることもできず、たった二つの瞳アイボールセンサーに依い存そんしなければならない感覚はなんとも新しん鮮せんだったが、それを楽しんでいる余よ裕ゆうはなかった。今は、もっと別の仕し掛かけをする時だ。

「ねえ」

「なんだ！」

　グレイスに不意に声をかけられた若い研究員が、おびえた顔をした。おおかた、磔はりつけにされた自分のことを、動かないアンドロイドくらいに思っていたのだろう。

「大おお騒さわぎね。何が起こってるの？」

　どうせくだらないことだろう、とは思ったが、それは言わなかった。

「知らん！　お前は黙だまって──」

　研究員の声には、暴力性をむき出しにすることを男の証明だと勘かん違ちがいした傲ごう慢まんさがあって、グレイスを決定的に不ふ愉ゆ快かいにしたから、彼女は容よう赦しやなく、腰よう椎ついから伸のばした光ファイバーでコントロールを奪うばった作業用クレーンで、男の頭ず蓋がいをたたき割った。
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　暗くら闇やみを抜ぬけて、アイランドワンへのシャフトに出た。

　港口までは、あとわずか。

　不意に、アルトの耳じ朶だを、後方からの爆ばく音おんが叩たたいた。

　反射的に、二人の少女を床ゆかに押し倒す。少女たちの髪かみの匂においが鼻び孔こうをくすぐり、肌はだ身みの想像以上のやわらかさが指に伝わったが、それは問題ではない。

「隊長っ!?」

「ぐうっっっっ！」

　ブレラ・スターンと、オズマだった。

　ブレラの両りよう脚きやく部ぶに装備されたラムジェットエンジンの推進が、オズマの拘こう束そくをものともせず、彼をアルトたちのところまで送り込んできたのだ。

（なんてやつだ……！）

　ギャラクシーの機装サイバ強化ーグラ兵ントは人型デスト戦車ロイドを個人で破は壊かいしえる、という俗ぞく説せつの正しさを、アルトはまざまざと思い知らされることになった。

　それだけではない。オズマの肉体には骨折、打だ撲ぼく、擦さつ過か傷しようが刻み込まれている。ＥＸギアに守られていても、中に収まっているのは脆ぜい弱じやくな肉体だ。だが、ブレラは違ちがう。破損箇か所しよを修復することで、いくらでも戦い続けることができる。

「お兄ちゃん！」

　その叫さけびが、どちらに向けられたものか。

　だが、今はとにかくランカと、シェリルを守るしかない。

「急げ！　二人とも！」

　ランカとシェリルが、アルトの手を取って走り出す。いや、そうしようとした。

「………………！」

　ブレラの強きよう烈れつな蹴けり、リニア・アクチュエーターの生み出す蹴りが、ＥＸギアごとオズマを低重力の虚こ空くうに打ち上げた。

　サイボーグの右う腕わん部ぶが手首から外れ、隠いん蔽ぺいされていたサイバー・ガンが下腕部から伸びる。その銃じゆう口こうから放たれたレーザーサイトの紅あかい光が、アルトの眉み間けんを確実にロックオンした。

　銃じゆう声せい。

「うぐおおっっ！」

　割って入ったのは、オズマだった。

　緊きん急きゆう展開ブースターを全開にして、無む理り矢や理りＥＸギアを射線上に割り込ませたのだ。

　電磁加速された40口径高速弾だんの直ちよく撃げきを浴びて、ＥＸギアの翼つばさが根本からへし折れる。

「やめて、やめてブレラさん！」

　だが、ブレラの動きにはいささかのためらいもない。機械は、己おのれに与あたえられたプログラムを遂すい行こうすることしか考えない。

　二発、三発、四発……！

　高速弾が、ＥＸギアの装そう甲こうを貫かん通つうするイヤな音がした。

　火花が飛び散り、次いで血がしぶく。

　肉体が砕くだけ、骨のねじれる気配があった。

「隊長ォォォッッ！」

「へっ……こんな程度で……死んで……たまるものか……ッ！」

　立っていた。

　男は、立っていた。

　骨を砕かれ、内臓をえぐられ、ヘルメットの中を、己の臓ぞう腑ふから吐はき出した血で赤く染めながら、オズマ・リーは立っていた。

　あの日。

　第１１７調査船団を守れなかったあの日、ランカ・リーを、その家族を守れなかったあの日。

　もう彼は、大切なものを決して傷つけさせないと誓ちかった。

　その誓いが、彼の足をエネルギー転てん換かん装そう甲こうよりも強きよう靭じんに、そのまなざしをピンポイントバリアよりも強くしていた。

　その偉い大だいな男の胸むな板いたに、さらにブレラの銃じゆう撃げきが打ち込まれた。
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　アイランドワンを巡めぐる戦いは、新統合軍の一方的な劣れつ勢せいとなっていた。

〝フルブス・アンファレス〟を沈ちん黙もくさせたことで当座の脅きよう威いが去った、という認にん識しきは直後のクーデター騒さわぎもあって、人々の意識を弛し緩かんさせていた。人は永遠の緊きん張ちよう状態、待機に耐たえ続けることはできない。途と切ぎれた緊張に打ち込まれた、それは必殺の魔ま弾だんだった。

　またひとつ、必死のピケットを張るノーザンプトン級ステルスフリゲートが撃げき沈ちんし、その側をかすめたプラズマ・ビームの至し近きん弾だんが、環かん境きよう艦かんとアイランドワンをつなぐシャフト付近をかすめた。
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　至近弾の爆ばく轟ごうがとどろき、内圧でシャフトの壁かべが崩ほう壊かいした。

　その爆ばく炎えんは、シャフトの壁だけではなく、オズマとブレラをも飲み込んだ。

「お兄ちゃあああああんっ！」

　炎の中に没ぼつするシルエットに、ランカは届かぬはずの手を伸のばす。

　その足あし下もとで、人工重力が消しよう滅めつした。シャフトの人工重力発生装置へエネルギーを供給していたユニットが、先の爆ばく発はつで機能を停止したのだ。

　一気に、さほど多くないシャフトの空気が、開口部から外に吸い出されていく。

「ランカちゃんっ！」

　とっさに、シェリルは呆ぼう然ぜんとしているランカの手を握にぎった。が、その体も、抵てい抗こうするべき地面を失って、真空に吸い出されていく。

「シェリル！　ランカ！」

　かろうじて、無重量下で行動する訓練を受けているアルトだけが、必死に肉体をホールドし、ふたりに迫せまることができた。壁を蹴って、腕うでで体を固定し、シェリルとランカに手を伸ばす。




　伸ばさねばならない────。

　断じて、断じて届かねばならない────。

　そのような、手であった。

　幾いく多たの人々を救うことができなかった、今まさに恩師を失った男が、己の肉体も砕けよ、と伸ばした腕であった。

　この手をシェリルに、ランカに触ふれさせることがなければ、生きている甲か斐いがないと思った。本当に思った。

　だが。

　その、わずかに届かぬ手の先で。

　シェリル・ノームは笑ったのだ。

　そうして、何かをささやいて。

　けれど、その言葉は真空にはばまれて聞こえなくて。

　シェリルの体が、力強く、ランカを押した。

「!?」

　その肉体を、アルトは受け止める。その結果は、火を見るよりもあきらかだった。

　反作用の法則に従い、ランカを押したのと同じだけの力で、シェリルの体が、真空の闇やみに消えていく。

「シェリルーッッッッ！」

　叫さけぶアルトの目の前で、今いま頃ごろになって降りてきた隔かく壁へきが、ふたりの間を、永遠に閉とざした。
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　だが、そのような悲劇とは関かかわり無しに、バトル・フロンティアではもうひとつの状じよう況きようが進行していた。

「対バジュラ、ジャミングコード設定完かん了りよう」

「ディ・ツァオバーフレーテ、パルスパターンＶ45に設定。三秒パルスを７セット、全方位発はつ振しんスタンバイ」

「全反応炉ろ出力最大」

「ジャミングパルス照射まで、５、４、３」

　アイランドワンの市街地に設置されたジャミングサウンド照射システム〝魔デイ・ツアオ笛バーフレーテ〟が不気味な光を放つのを、レオンもグラスも、身じろぎもせず見つめていた。

　彼らの賭かけの結果が、もうすぐ出る。振ふったダイスの目が、一フのアゾンロブ目ルならば、すべては終わるのだ。

「２、１」

「照射！」

　バックフライト提てい督とくの号令一下、照射されたジャミングサウンドの効果は劇的だった。

　戦場に、フォールド波を通した〝音〟が響ひびき渡わたる。不協和音に似た、まがまがしい音曲。それはシェリルやランカの歌とは違ちがう、ひどく人を落ち着かなくさせる、そのような音色だ。

　だが、その音色が響くところ、バジュラはまるで電池が切れた子供のおもちゃのように、文字通り止まっていく。

　それだけではない。

「バジュラ、エネルギーシールドおよびフォールドバリア、完全に消滅！」

「エネルギー転てん換かん装そう甲こう、無力化しています！」

「プロトコルルーター、順調に作動中」

「フォールドウェーブ、＋３・11」

「効いています！　司令、ジャミングサウンドは効いています！」

　もはやＣＤＣはお祭り騒さわぎだった。

　冷静なレオンさえ、ガッツポーズを取っていた。それほどに、目の前で起きている出来事は、伝説のミンメイ・アタックを思わせる、奇き跡せきのような光景であった。
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　その後のことを虐ぎやく殺さつと言うべきかどうかは、難しい。

　フロンティアの兵士たちにしてみれば、それは正当な報復であり、当然の自衛であった。

　彼らからしてみれば、自分たちの住む街に攻せめ込んできた悪あつ鬼き羅ら刹せつのごときバジュラたちを、味方の新兵器が無力化し、それによって、ようやく反はん撃げきがかなったのだから、何らやましいことはない。バジュラがここに来たことそのものが、レオンの奸かん計けいによるものだ、という認にん識しきはないのである。

　が、苦く悶もんするバジュラたちにガンポッドの弾だん丸がんを撃うち込み、逃にげ惑まどうそれをミサイルで吹ふき飛ばし、ナイフでその肉を引き裂さく光景は、お世辞にも対等な戦せん闘とうではなく、殺さつ戮りくのそれであることは、客観的には間ま違ちがいのないことだった。

「死ねええっ！　蟲むしケラども！」

「貴様らに、これ以上フロンティアを好きにさせるものか！」

　制せい御ぎよされない憎ぞう悪おと破は壊かい衝しよう動どう、報復が吐はき出され、そのたびに宇宙から生命が消えて行く。

　殺しのための殺し、破壊のための破壊、何も生み出さない祝祭カニバルが、星の海を醜みにくく汚よごしていった。
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「敵、完全に戦意喪そう失しつ！」

「全軍、第二フェーズへ！」

　まるで捕ほ鯨げい船から打ち出されるモリのように、大型のインプラントミサイル、ギャラクシーが開発した、生体組織に強制融ゆう合ごうして神経系統を制御する弾だん頭とうが、大型のバジュラに打ち込まれていく。

　小型のバジュラにたいしては、インプラントミサイルを装備したＶＦ-１７１が襲おそいかかる。

「フォールドパルス送信！」

　そして、それが打ち込まれたバジュラたちに送り込まれる、ランカとシェリルの歌を模したパルスの効果は、まるで呪のろいのようだった。

　神経を奪うばったインプラントから、フォールドの波が送り込まれる。群体生物であるバジュラたちの神経は、いわば、外部に存在する〝自分たち〟からの命令を受けて動くための、ルーターやモデムのようなものだ。それを乗っ取り、別のプロトコルを送り込めば、コンピュータをハッキングするように、バジュラをハッキングすることができる。それがグレイス・オコナーの理論であり、レオンが完成させた、壮そう大だいな罠わなであった。彼らにとって、爆ばく撃げきで死んでいったフロンティア市民などは、バジュラという魚を釣つり上げるための撒まき餌えに過ぎない。もちろん、シェリルとランカも。

　ハワード・グラスは、高こう揚ようする気分の中で、娘むすめがＳ．Ｍ．Ｓに出向していることなどは、忘れていた。
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　漂ただよう無数の破片デブリに紛まぎれて、ブレラ・スターンはアイランドワンの外がい壁へきに張り付いていた。

　無論、真空の宇宙などは、彼にとっては何ほどのこともない。人間の形をしているのすら、そのほうが行動に自由がある、というだけのことである。シーリングされた脳と重要器官さえ真空から守れば、後はどうということもなかった。

　周囲の空域では、バジュラたちが次々とインプラント弾だんを撃ち込まれ、フロンティアの制御下に置かれていくのがわかる。一部のバジュラは、制御されていないバジュラに対する共食いに投入されており、その景色は酸さん鼻びを極きわめた。

（フロンティアめ、バジュラのプロトコルを解かい析せきしたのか……）

　その認識と同時に、彼の脳内で別のプログラムがダウンロードされた。

　バジュラがフロンティアによって支配される。それを認識することで発動する、別の〝司令〟であった。

　それはすでに彼の脳内にあったものなのだから、レオンがフォールドネットワークを傍ぼう受じゆできる態勢を整えていたところで、今さら読み取ることはできない。

「作戦コードを〝女帝クイーン〟から、〝救ソー済テリア〟に移行」

　その瞳ひとみが、確かに前方彼方かなたのバトル・フロンティアを捉とらえた。
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　クォーターの目視窓から見るアイランドワンは、もう豆まめ粒つぶのようだった。

　戦いの光は徐じよ々じよに小さくなって、新統合軍が勝ちつつあるのだ、とわかる。

　シェリルとオズマを捜さがしている時間などはなかったから、そうするしかなかった。

「……どうして」

　目をつぶって、アルトはその頭を壁かべに打ち付け、その場にへたり込んだ。

　体中に、鎖くさりをくくりつけられたように重かった。

　瞳が灼しやく熱ねつの溶よう岩がんのように熱かった。

「いい加減にしろ、アルト」

　ミシェル・ブランの声がした。

　いつでも、自分より少し先を、もっと正確に飛ぶあの男の声がした。

　その腕うでがアルトの肩かたを摑つかんで引き起こした。

「目をさませ！」

　ミシェルの平ス手パ打ンちクが飛んだ。

　いや、飛ぶかに見えた。

「──────」

　その手首を、確かにアルトの細い手が押さえ込んでいた。

　反射的な行動ではない。しっかりと受け止めて、そのまなざしは、ミシェルの瞳を見つめ返した。

「哀かなしんで何が悪い」

「────！」

　その瞳は、涙なみだに濡ぬれていた。

　その喉のどは、哀かなしみに震ふるえていた。

　だが、その言葉に迷いはなかった。

「どんなに哀しくても、苦しくても、オレはもう逃にげたりしない。こんな戦いを終わらせるまで、オレは、飛ぶ！」

「──アルト」

「頼たのむ、相棒。力を貸してくれ」

　手首を摑んだ手を離はなして、アルトはミシェルの掌てのひらを握にぎりしめた。

　世界で唯ゆい一いつ、アルトが背中を任せる偉い大だいな飛行機乗りの手だった。

「フ……」

　ミシェルは笑った。

　こんなに気持ちよく笑ったのは、十年ぶりかもしれなかった。

「もう、お前を姫ひめとは呼べないな……！」
















第11章　水瓶アクエリ座アス～アフタースクール・オーバーフロウ～







　恋こいをするって、不思議だな、って思った。

　たくさんの人の前に出るのは、思ったより怖こわくなかった。

　パーティで大臣さんとか、軍のえらーい人とか、ＴＶ局のディレクターさんとかがニコニコしながら近づいてくるのも、慣れちゃったら、うん、大だい丈じよう夫ぶだな、って思った。

　でもね、アルトくん。

　違ちがうんだよ。

　私があなたを思ってドキドキする気持ちとか、どうしよう、誰だれかに取られちゃうのかな、私なんか見てくれないのかな、そもそも私が好きって迷めい惑わくじゃないかな、でもアルトくん私のこと見てくれるよね、あ、でも見てくれるって私のジイシキカジョウじゃないよね、とか、そういうこと思うのはね。

　全然、慣れないの。

　ダメなの。

　毎朝起きるたんびにね、アルトくんの名前を呼んでね、ぬいぐるみをぎゅー、ってするの。

　それで恥はずかしくなって、ベッドの上をごろごろして、たまに落っこちるの。

　あ、でも、最近はあんまり落っこちなくなったんだよ。うん。

　……そういう、ことじゃなくて。

　あの。

　ナナちゃんはね、あ、ナナちゃんっていうのはマネージャーの松浦さんのことなんだけど、そういう気持ちをね、詩に乗せて、歌に乗せるべきだ、っていうの。

　怖かったけど、恥ずかしかったけど、そういうつもりで、この歌を書いたの。

　だから、アルトくん。

　いつか、あなたはまた私の歌を聴きいてくれるかな。
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「ＹＦデユラ-29ンダルにオレが乗る!?」

　キャサリン・グラスがそう言ったので、アルトは思わず、シャバのような声をあげてしまった。

「ええ。あなたがもっとも適任であると判断されたわ。早乙女少しよう尉い」

「いや……しかし……」

「本来は、オズマが……オズマ・リー少しよう佐さが乗るはずだったわ」

　キャシーは、哀かなしそうにまつげを伏ふせた。哀しみに耐たえているのは自分だけではないことを、アルトは改めて思い知らされた。

「オレには、トルネード・パックを回してもらえているだけで分相応です。……隊長がいなくなったとしても、この艦かんには百人を超こえるパイロットがいます。ミシェルや、他ほかの小隊の人たちが。自分より腕うでのいい人が、乗るべきだと考えます」

「変わったわね、あなた」

　ふっ、とキャシーは、軍人というよりは女性の顔になって、微笑ほほえんだ。

「……そうでしょうか」

「初めて会った時は、そんな殊しゆ勝しような物言いをする子じゃなかったわ」

　でも、と言い添そえて、キャシーはまた、優ゆう秀しゆうな参さん謀ぼうの顔に戻もどり、指を突つきつけた。

「そういうことじゃないのよ、少尉」

「？」

「次の作戦は、バジュラ──群体生命としてのバジュラに対して、ランカさんの歌でアプローチをかけ、彼らと平和的コミュニケーションを確立し、未み曾ぞ有うの銀河大戦を防止することにあるわ」

「ルカから聞きました。ランカの歌なら、バジュラの統合意識と交こう渉しようして、彼らが戦争の武器にされるのを止められるのではないか、と。そして、そうすることが、オレたちのフロンティアが人類の侵しん略りやく者になることを止める最後の手段だ、と」

「ええ。そのためには、ランカさんの歌を確実に、統合意識に届ける必要がある。つまり、群れの女王に」

「女王？　そんなのがいるのか！」

「あなたも〝フルブス・アンファレス〟で見たでしょう？　あれは準女王クラスと呼ばれる、群れのサブユニットに当たる個体。あのクラスか、あるいはその上位にある女王クラスと接せつ触しよくしない限り、個々の端たん末まつとアクセスしても、支配権がフロンティアにある以上、どうにもならない」

「女王の居場所は、わかっているのか？」

「いいえ」

　金きん髪ぱつの女参謀は軽くかぶりを振ふり、次に決然とアルトを見つめた。

「でも、彼らが案内してくれるはず。──フロンティア船団が。最後に私が参謀本部から引き出したデータ通りなら、〝フルブス・アンファレス〟の戦いで得た情報を元に、彼らはバジュラの母星の位置にあたりを付けている。おそらく、バジュラを支配したことで、その位置は確固たるものになったはずだわ」

「母星──そうか、そこに女王バジュラがいる！」

「ええ、そういうことになるわ。女王でなくても、間ま違ちがいなく群れ全体にアクセスできる上位個体が」

「そこにランカの歌を届けることができれば、この戦争を終わらせることができる──」

　アルトは一言一言、その言葉をかみしめた。

　歌が戦争を終わらせるなど夢物語だと、思っていた。

　芸能に、そのような力があるとは、考えていなかった。

　だが、今は信じられる。

　ランカの歌が。シェリルの決意が、今の彼の翼つばさだった。

「けれど、ランカさんがただ歌うだけではバジュラとコミュニケーションを取ることはできない。それが可能なら、もうそうなっているでしょうね」

「だったら一体どうやって──!?」

「そのためのＹＦ-29なのよ」

「エ!?」

　アルトは虚きよを突かれた。あれは、ただの最新型バルキリーではないのか!?

「ＹＦ-29デュランダル。あの機体の動力源はただの反応エンジンではない。歌うた巫み子こ……ランカさんのフォールド波に共鳴して出力を増大させる四発の〝賢けん者じやの石〟、すなわち超ちよう大型高純度フォールドクォーツを搭載した可バ変ル戦キ闘リ機ー」

「フォールドクォーツを……？」

「そう。あなたのペンダントと同じ、〝想いを伝える石〟よ。ＶＦ-25に搭載されている石とはわけが違う。理論的には、歌巫子と共鳴することで無限のポテンシャルを引き出し得る」

「たしかに、こいつは……このペンダントは、ランカやシェリルの気持ちを、何度も伝えてくれた……同じことが、バジュラにも……!?」

「そう。ＹＦ-29の究極の目的は、確実に相手の元に到とう達たつし、その気持ちを伝えること。戦うためでなく、コミュニケーションのために作られた、超時空伝達戦闘機──言ってみれば、宇宙最強のラブレターよ」

　キャシーの表情は、大まじめだった。アルトも、笑わない。そういうものだ。本質というのは切り出してみれば驚おどろくほど、いつも簡潔で、単純なものなのだ。

「そしてこれまでの事例から、あなたとフォールドクォーツ、そして彼女たちの歌には親和性があることがわかっている。ＶＦ-25のセンサーは、あなたのペンダントがランカさんやシェリルの歌に共鳴して、フォールド波を捕とらえていたことを測定しているわ」

「オレが……？」

「それが、あなたに秘ひめられた何かの力なのか、あなたが役者であることによって発生したものなのか、単に個人的な交際によるものか、それともクォーツそのものの基本性質なのかはわからない。けれど、他の人間を乗せてテストしている時間はない。もし、他のエースパイロットを乗せて、クォーツが力を発揮しなければ、ＹＦ-29は意味を持たないわ。不破デユラの剣ンダルは選ばれた勇者の手になければならない……ルカくんはそう言っていた。私もＳ．Ｍ．Ｓの参謀として、同意よ。技量と適性から判断して、あなたが最適任です」

「──わかりました」

　そうまで言われて請こわれた役を降りるのは、アルトの矜きよう持じの許すところではなかった。

　この役を降りれば、天国にいるシェリルとオズマに合わせる顔がなかろう、とそう思った。

　気負いでも慢まん心しんでもない。

　やらねばならないからやるだけだ。Ｓ．Ｍ．Ｓのパイロットというお役を志願して、この役を割わり振られたのだから、無心になって飛ぶだけであった。

「ただ、ひとつだけ聞かせてくれませんか」

「いいわよ、何？」

「参さん謀ぼうは──グラス中ちゆう尉いは、お父上……グラス大統領のいるバトル・フロンティアと戦うことに、躊ちゆう躇ちよはないのですか？」

「────何を言うかと思えば……」

　キャシーは指を伸のばして、アルトの鼻はな面づらをぴん！　と叩たたいた。

「あなたもまだまだ子供ね、早乙女アルト。────女はね。愛した男のためなら、そのために生きていくことができる。それが節よ。正しいとか間違ってるとかじゃない。私は、オズマ・リーを愛していた。それが今、はっきりとわかった。だから、私は節を通す。父が相手でも、誰だれが相手でも、愛した男の守りたかったものを守るために──戦うわ」

　金色の髪かみした参謀の言葉には、自己憐れん憫びんも自己陶とう酔すいも、微び粒りゆう子しの欠片かけらさえ混入してはいなかった。いささかもためらわず、己おのれのやるべきことを見つけた人のさわやかさがそこにあった。

「失礼しました」

　アルトはかかとを打ちそろえ、非の打ち所のない敬礼をした。

「早乙女アルト少しよう尉い、ＹＦ-29受領の件、確かに拝命いたしました。これより、ガンルームに戻もどり、同機マニュアルを精読いたしたく思います」

「よろしい。少尉の拝命を確かく認にんした。武運を！」

　踵きびすを返し、少年と女は、パイロットとオペレーターは、お互たがいの涙なみだを見られないようにしながら、廊ろう下かの反対方向へと足早に歩み去った。

　戦いはこれからなのだ。かれらはまだ、生きているのだから。
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　防衛戦闘において守りきることのできない環かん境きよう船を一時的に切り離はなし、アイランドワンごとデフォールドしたマクロス・フロンティアは、艦かん列れつを並べる新統合軍と、バジュラ艦かん隊たいは、偉容としか表現しようのないものだった。

　が、そんなことは政治家と軍人たちの自己満足のようなもので、アイランドワンの市民たちからすれば、空くう襲しゆうの後に敷しかれた非常事態宣言によって突とつ如じよとして都市が戒かい厳げん令れい下に置かれ、シェルターに逼ひつ塞そくした生活を強しいられているのだから、冗じよう談だんごとではなかった。

「だめです、やっぱりネットにつながりません。軍事関係者以外のコンピュータ・ネットへの接続はできないみたいですね……」

　シェルターの床ゆかにぺたん、と座り込んで、松浦ナナセは嘆たん息そくした。

　周囲の人々にも疲ひ労ろうと絶望の色が濃こい。当然だ。家に帰ることもできず、戦せん闘とうの後にまた戦闘をやる、と言われればこうもなる。家族の安否すら定さだかではない人がほとんどなのだ。

「いやー、困りましたねえ。外敵の侵しん攻こうないしテロリズムを奇き貨かとして軍政を敷き、情報を封ふう鎖さして市民の横の連帯を奪うばい、建前としての民主制を維い持じしつつ事実上の軍事独裁を達成するのは、前世紀からの定番の手口ですが……いやはや、それにしても……」

「エルモさん……？」

　傍かたわらに座る上司が、いつになく長台詞ぜりふを、それも普ふ段だん口にしない軍事用語を並べ立てるのを聞いて、ナナセは少し、首をかしげた。

「あ、すいませんすいません。そういうふうに、閉へい鎖さされる前のニュースサイトで言ってたんですよ……それにしても、空気の流出はとまったようで何よりです」

「シェルダウンまでして貫かん通つうされちゃうなんて、思いませんでした……しかもそのまま、環境船を残してフォールドだなんて……」

　アイランドワンの天てん蓋がいは、緊きん急きゆう時には透とう明めいな内ない殻かくの上から、大型の〝シェル〟、二枚貝の貝かい殻がらのような超ちよう大型装そう甲こうを降ろすことで、完全防ぼう御ぎよに移行する。だが、先の戦闘ではそのシェルすらもが貫通され、アイランドワンの機能は70％程度にまで低下していた。

「政府系のニュース以外につながらなくなったのは、デマの拡散を防ぐという名目ですが……さてはて……大統領は何を言ってますか？」

「バジュラの母星が見つかった、って言ってます。すでに政府はバジュラを支配する技術を見つけた、って。実際に、軍の艦かんとバジュラが行動してる映像が何度も流されてますから間ま違ちがいじゃないんでしょうけど……」

「間違いだったら我々全員マクラを並べてあの世行きですからねえ。戦闘直後のフォールドという時点で、アイランドワンの蓄ちく積せきエネルギーはほとんど底をついているでしょうから、負け戦いくさになっても逃にげる場所はどこにもないでしょう」

　サングラスの社長は不ふ吉きつなことを顔色ひとつ変えずに言ってみせた。

「ランカさん……無事なんでしょうか……やっぱり私がついていけばよかった……」

「アルカトラズに、シェリルさんの慰い問もんに行くと言い出した段階で、考えがあったようですからねェ」

　ぽん、とナナセの肩かたに、エルモは手を置いて、にっこりと笑った。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。私たちのランカちゃん、超時空シンデレラはあんなことでいなくなったりはしません。必ず帰ってきます」

「そう、ですね……！」

　ナナセは丸メガネを外して、涙を拭ふいた。

「必ず、帰ってきますよね──ランカさん────！」
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「マクロス・クォーター艦かん長ちよう、ジェフリー・ワイルダーより総員に告げる」

　クォーター艦かん内ないに響ひびいたワイルダー艦長の声は落ち着いていたが、その奥底には、地ち殻かくの底に沈ちん殿でんしたマグマのような熱さがあった。

「フロンティア艦隊はアイランドワンを分ぶん離りし、バジュラ本星宙域へのフォールドを行なったことが観測された」

　乗組員の誰だれも、パイロットも整備員も作業員も、それこそ勢いで乗り込むハメになった売店のアルバイトに至るまで、身じろぎもしない。ワイルダーの声こわ音ねにはそれほどの力があった。

「奴やつらは今、バジュラの通信プロトコルを解かい析せきし、強力なフォールド波によってバジュラをコントロール下に置いているものと推定される。このままもし、フロンティア艦隊がバジュラ本星へと侵攻すれば、諸君らの家族や友人を含ふくむ数百万もの人命が危険にさらされることになる。さらに、奴らがバジュラのすべてをコントロール下に置くことができたとすれば、それは、全銀河を支配する力を持つことを意味する」

　それが何を意味するのか、軍人たちは知っている。

　支配というのは、綺き麗れい事ではない。地図の上の国旗が書き換かわることではない。

　それに反はん抗こうする人々が、無数に死んでいくということだ。そして、その反抗する人々を殺すために、フロンティアの人々が死んでいくということだ。

　正義のため、資源のため、経済のため、統一のため、理り屈くつはいくらでもつけられる。だが本質はひとつしかない。あるはずがない。

　バジュラは圧あつ倒とう的な力を持っている。単体フォールド、エネルギー転てん換かん装そう甲こう、真空耐たい性せい、おそらくは食事すら必要ではなく、星の海を渡わたり、いかなる星系にも侵しん略りやく可能。

　そのような力を持つ存在に対して、人々はひれ伏ふして迎むかえるだろうか？　銀河の平和を喜ぶだろうか？

　答えはノーだ。

　相手が強いから、勝ち目がないからといってハイそうですかと人は頭こうべを垂れたりはしない。強力な兵器を持っている側が一方的に勝って終わるような戦いは存在しない。

　遠くはワールシュタットで、ウーンテッドニーで、リトル・ビッグホーンで、沖おき縄なわで、ベトナムで、アフガニスタンで、そしてボドル基幹艦かん隊たいとの戦いで、プロトデビルンとの遭そう遇ぐう戦せんで、何よりもまず、彼ら自身が戦ったバジュラとの戦いにおいて。

　数なく、武器なく、勝算なく、あるいは利すらなかったとしても、人は戦う。己おのれの大切なものを守るため、己の文化を守るため、己の生きてきた証あかしを守るため、生まれてきた土地を守るため。Ｓ．Ｍ．Ｓの隊員たちは、加害者として、また抵てい抗こう者として、それをよく知っている。

　人は、戦う。たとえそれが表面的な敗北に終わったとしても、血は流され、恨うらみは刻まれ、怨おん念ねんは人の心にくっきりと根を下ろす。人類の歴史が始まって以来、幾いく度どとなく繰くり返されてきたその愚おろかな営みを、せめて眼前で繰り返させないために。

「しかし、フォールド断層による障害のため、現在までのところ、新統合政府やＳ．Ｍ．Ｓ本社に送った救きゆう援えん要よう請せいへの返信はない。しかも、バジュラとのコミュニケーションの鍵かぎを握にぎる歌うた姫ひめのひとり、シェリル・ノームの救出作戦は失敗に終わった」

　アルトは、パイロットスーツに着き替がえながら、その演説をただ聴きいていた。

　哀かなしみはある。だがもう涙なみだはない。

　涙は彼の肚はらの底にしまわれて、迷いを打ち消す土台としてそこにある。

　だから、ただ言葉はなく、胸に下げたペンダントをぎゅっ、と握りしめる。

「我々に残された可能性はただひとつ。もうひとりの歌姫、ランカ・リーの発するフォールドソングによってバジュラとのコミュニケーションを行ない、この無益な戦いを終結させることだ」

　ランカは、ボビー・マルゴに丹たん念ねんにメイクをほどこしてもらいながら、それを聴いていた。長身の、黒くろ豹ひようを思わせるこの操そう舵だ士がかつて伝説のメイクアーティストと呼ばれた男である、というのは意外だったが、その腕うではなるほど確かなものだった。

「化け粧しようは、女の子の最大の武器であり鎧よろいよ。言ってみれば、アルト少しよう尉いのバルキリーみたいなものなんだから、どんなときでも、ちゃんとしないと、ね」

　そう言って笑ってくれるボビーは、頼たのもしかった。

　そして。

「人ひと質じちとなった市民の生命、そして銀河の命運はかかって諸君らの勇戦にゆだねられている。──────総員、決戦準備！」
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　電でん離り層を抜ぬけると、フロンティアの眼前には、巨きよ大だいな雲の海が広がっていた。

「降下速度、毎秒１８００メートルに低下。重力制せい御ぎよシステム、生命維持システム異状なし」

「大気組成に有害成分認められず。酸素濃度、二酸化炭素濃度照合……地球型大気との差異、ほとんど認められません！」

　おお、というどよめきが一同から漏もれた。

　銀河の中で、何の改造もせずに人間の生存が可能な惑星はほとんど存在しない。大気が呼吸可能でも海しかない惑星、陸と大気があっても極端に寒冷だったり灼熱だったりする惑星、重力の強い惑星、弱い惑星、あるいは理想的な気候条件を持ちながら極端な軌道を有する惑星……。

　バジュラとフォールドクォーツの件を差し引いても、それはまさに奇跡だった。

「これは、地球型惑星です！」

「オオ！」

　どよめきはもはや、歓かん喜きの叫さけびのようだった。

　彼らは何十年も、アルトのような若者ならば親の代から、ずっと居住可能惑星を求めて、宇宙の暗くら闇やみを旅してきた人々だ。その苦労がついに報むくわれたのだから、その喜びは当然のものであるといえた。

「素す晴ばらしい！」

　三島は立ち上がり、居合わせた人々に即そく席せきの演説をぶった。

「この星こそは、五百年前のコロンブスやマゼラン以来最大の発見！　フォールドクォーツの莫ばく大だいな資源と居住可能な大地を兼かね備そなえた、紛まぎれもない、大いなるフロンティアだ！」

「おおおおお！」

　フロンティア万歳、の声が期せずしてＣＤＣ中にわき起こった。任務中だ、と叱しつ責せきする者はいない。おそらくこの瞬しゆん間かんは、ここにいるすべての人間がもっとも幸福だった瞬間であろうから。

　歓喜しないのは、

（しかし、奴ど隷れい商人コロンブスの晩年は王室に見捨てられて病死、死後は虐ぎやく殺さつ者扱あつかいだ。マゼランはといえば地球一周をなしとげる寸前に、フィリピンでラプ・ラプ王に討うたれて死んだ。あまり縁えん起ぎがいいたとえとも思えないがな）

　と考える、暗記物の筆記試験の点数で提てい督とくになったと言われるバックフライトくらいのものだった。

「ハワード・グラス大統領。あなたのお名前は、かならずや銀河の歴史に永遠に輝かがやくこととなるでしょう。バジュラを破り、新世界を発見した英えい雄ゆうとして！」

「フム……」

　謹きん厳げん実直なグラスも、レオンのさほど独創性のない美び辞じ麗れい句くにうっとりと目を細めていた。もっとも、美辞麗句を言っている方も自分の言葉を七割方信じている風で、それはそれで幸福な関係と言えたかもしれない。

　眼前の発見には、それほどの価値があった。

「ありがとう三島くん。君の協力には感謝しているよ。こんなことなら、君を娘むすめの婿むこにしておけばよかったかな」

「ご冗じよう談だんを」

　再び、三島は眼前のモニターに映し出される青い空と、純白の雲海を見た。彼の前に広がる、それは希望の未来だった。

「あとは、奴やつらの巣グレートネストに突とつ入にゆう部隊を送り込み、女王バジュラを制圧するだけだ！　その時、この星は──いいや、銀河は我々のものとなる！」

　その覇は権けん主義をむき出しにしたレオンの台詞せりふにさえ、反発するものはいなかった。

　誰だれもがわかっていた。自分たちは今、銀河最強の戦せん闘とう生命、かつてのプロトカルチャーすら畏おそれたという重機き甲こう生命体バジュラをその足あし下もとに組み敷しいたのだ、と。その力を振ふるわずにいられる理由がどこにあろう。

　人は、剣けんを持てば斬きりたくなる。銃じゆうを持てば撃うちたくなる。権力は振るわずにはいられない。そういうものだ。それが、繰くり返されてきた人類史という愚劇の正体なのだ。

　そして。

　彼らの眼前で、愚劇の第二幕が上がる。
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「─────!?」

　オペレーターのひとりが、硬こう直ちよくした。

　何があったのか、と上官が尋たずねるより先に、異変は誰の目にもあきらかな形で、そこに現われた。

「これは──!?」

　モニターの表示が次々と、見たこともないものに書き換かわっていく。

　軍用の複合電脳防壁ＩＣＥが次々と焼かれ、その支配権がオペレーターたちから奪うばわれていく。

　モニターだけではない。

　生命維い持じ装置、反応炉ろ、火器管制装置、レーダー、そしてバジュラをコントロールするインプラントのマスターシステムまでが。

「ハッキング!?　バカな、バトル・フロンティアの中ちゆう枢すうシステムは他ほかのネットから隔絶されているはずだ！」

「その疑問にお答えしてさしあげよう」

　ひどく芝しば居いがかった声がスピーカーからしたのと、バックフライトの眉み間けんが貫かん通つうされて、脳のう漿しようが飛び散ったのは同時だった。

「何!?」

　レオンが振り返った。反応できただけでも、これは立派というものだった。

　彼の網もう膜まくが最後に見たのは、電光のような速度でＣＤＣに突入してきたブレラ・スターンの姿と、彼が手にした銃じゆう口こうだった。

「貴様……！」

　ブレラ、というより先に、機装サイバ強化ーグラ兵ントの超ちよう反射が、１mmの狂くるいもなく、レオンの脳幹を打ち抜ぬいていた。

　レオン・三島は死んだ。

　即そく死しであった。

　フロンティア政府大統領補ほ佐さ官としての彼は、後の時代に税制改革の立役者、特に低所得者層の不公平税率の見直しにおいて、また、奨しよう学がく金制度を整備し、所得による教育格差の是ぜ正せいに貢こう献けんしたことによって、幾いく人かの人間に記き憶おくされることになる。

　それが彼の望んだ名声とかけ離はなれていることは、哀かなしい。
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　ＣＤＣは血と臓物の海だった。

　大統領の死体を押しのけるようにして、電脳サイバー貴族ノーブルたちの脳のう髄ずいの収められたメインユニットが床ゆかからせり上がってくる。

　協力とデータ提供の名目で、彼らをシステムに接続し、対話を試みるような愚おろかな真ま似ねをした人々の払はらうべき、これが対価だった。

「よくやったな、アンタレス１」

「──緊きん急きゆう時用独立作戦プログラムを遂すい行こうしたまで」

　ブレラはあくまで無表情だった。機械は、プログラムを実行することに喜びなど覚えない。

　彼と、ブレラが解放した数名の工作員たちは、人々の目がバジュラ本星に集中するこのタイミングを狙ねらってノーブルたちのセキュリティを開放。電でん撃げき的にＣＤＣを制圧することに成功したのだ。

　メインユニットから伸のびたケーブルが、ＣＤＣの各所に強制接続され、ダウンした機能が回復していく。

　それは、反応炉と生命維持装置、そして各ブロックの空調という、バトル・フロンティア乗員全員の生せい殺さつ与よ奪だつ権を──いや、マクロス・フロンティアそのものの首にかかったロープを手にしたことを意味していた。

　バトル・フロンティアはその性質上、緊急時にはアイランドワンのコンピュータ・システムを一方的に掌しよう握あくできるよう設計されている。都市であるアイランドワンは、テロリストや暴徒によって制圧される可能性が皆かい無むとはいえない。そこで、難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さい艦かんにして戦時大統領府であるバトル・フロンティア側に優ゆう越えつ権を与あたえることで、アイランドワンの安全を確保しようと考えられていたのだ。

　が、それはバトル・フロンティアが敵の侵しん攻こうを許さない、という前提の下もとに構築されたものであり、このような展開が想定外であったことは確かだ。そして、その想定外の事態は、最悪の結果をもたらそうとしていた。

「ン……デフォールド？　バジュラか？」

　ノーブルのひとりが、その必要もないのに楽しげにそう言った。思考処理に使うためのメモリーを確保できたのが嬉うれしいのだ。意識を統合し、ネットの中に生きる彼らにとって、一いつ切さいの接続を断たたれ、最低限のメモリーしか与えられなかった拘こう束そく生活は、人間でいえば手足を縛しばられ目隠かくしをされて転がされていたようなものであった。

「いや、もっと物好きよ。ほら」

　投とう影えいされたのは他ならぬマクロス・クォーターであった。バトル・フロンティアと比べれば、その姿はあまりにも小さく、たよりない。まして、バトル・フロンティアにバジュラが加わった今となっては。

「迎げい撃げきに向かいますか？」

　これは電脳空間を通して、ブレラが進言した。彼には、必要もないのに発声器官を使うような趣しゆ味みはなかった。

「フン」

　嘲ちよう笑しようの気配があった。人形が意見したのが面おも白しろくない、とでもいうような尊大さであった。人の肉体を捨てた結果、彼らは己おのれのエゴイズムを隠いん蔽ぺいすることをやめた存在だった。

「奴やつらの始末など、バジュラどもにやらせれば良い」

「我々の目的はグレートネストだ。バトル・フロンティアはネストに突とつ入にゆうする。貴様は、引き続き現状を維い持じするようつとめよ」

「ヤー」

　ブレラは短く答え、自分のなすべきことを判断すると、闇やみに消えた。
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（空か……）

　このような状じよう況きようでなければ、と思うほどに、ＹＦ-29の格納庫への連れん絡らく通路の窓から見える、バジュラ本星の大気圏けんのブルーは、美しかった。

　ホログラフでは何度も見たことがあったし、シミュレーターでも経験はあったが、空を、たとえ衛星軌き道どうからであっても見下ろすのは生まれて初めてだった。

　そして、空と雲のブルーとホワイトのコントラスト、生命の躍やく動どうする輝かがやきは、美しい！

　その、一言である。

　自分自身も、その芸も含ふくめて、天然自然の美に比べれば、あくまでその模も倣ほうに過ぎないのだ、とわかる。

（昔の人々が……海や山や風に神を見たのは、わかるな……宇宙の冷たい拒きよ絶ぜつとは違ちがう。あれが、命をはぐくんでくれる存在の色か……あのようなものなら、芸を捧ささげて喜ばせよう、祭ろう、と考えるのはおかしくない……）

　格納庫へ続く通路には、もう誰もいない。誰もが持ち場に足を運び、それぞれの仕事に立ち働いているはずだ。

　いや、そのはずだった。

　後ろから追ってくる、小気味のよい足音に、振ふり返る。

「アルトくん！」

「ラン……カ!?」

「良かった、出しゆつ撃げき前にもう一度会えて」

　息を弾はずませるランカは、プリーツスカートとサマーカーディガンのよく似合う学生服だった。

　一いつ瞬しゆん、何か目がおかしくなったのか、とアルトは切れ長の美しい瞳ひとみをしばたたかせた。

　が、それが幻げん覚かくではない、と気がつき、もう一度瞬まばたきをして。

「お前、なんで制服？」

「ふふ、似合う？　これ、次の新曲用のステージ衣装なんだ。アルカトラズでは使わなかったけど、一応、ナナちゃんに運び込んでおいてもらったの」

　くるん、とランカはスカートのスソを摑つかんで一回転した。

「新曲？」

「まさか、こんな時に歌うことになるなんて思わなかったけど……あのね。この歌、私が初めて作詞もさせてもらった曲なんだよ」

「……すごいじゃないか」

　そう言って、アルトはそれではあまりにも上からの目線過ぎるのではないか、と考え、

「ランカは、言葉のセンスがあるから、期待できるな。ゆっくり聞けなくて残念だよ」

　と言い添そえた。

　ランカにセンスがある、と思っているのは本当のことだ。センスは、身につくようでいて、後から身につくようなものではない。それは、語りかけられてきた言葉、生きてきた日々の暮らし、見てきた美しいもののことごとくを鑑かがみのように映し出す、そのようなものなのだ。

　だから、ランカの言葉が、ランカの歌声が美しいのは、ランカが、そしてランカを取り巻く人々が、おそらくはランカ自身もうほとんど憶おぼえていないであろう兄であるブレラや、母である蘭雪ランシエ、そして１１７調査船団の人々が、彼女を優やさしく慈いつくしみ、そして美しいものに触ふれさせて育てた、その精せい華かなのだろう。

「私の……」

　ランカは、ちょっとだけ目を伏ふせた。けれど、言葉の力は決して衰おとろえなかった。

　あの時、自分が歌手になれるか、と悩なやんでいた引っ込み思案のランカ・リーはもうどこにもいないのだ、とアルトは今さらながらに思い知らされた。

　ここにいるのは、強い少女だ。

　自分より、ずっと強い。シェリルを、義あ兄にであるオズマを失っても、このように強くいられる。きっと、震ふるえて、崩くずれそうになっている足を自分で奮い起こして、戦いの中で歌うという行こう為いに臨のぞもうとしている。

　少年はその姿を、尊い、と思った。

「私のね、とっても、とっても大切な人への想おもいを込めて書いた詩なんだ。だから、きっと、バジュラにも届くんじゃないか、って……！」

　アルトの胸が、締しめ付けられるように痛んだ。

　伝わってくる。

　ランカの切なさだ。吐と息いきがはずみ、心臓がバクバクいって、一言一言を、命がけで吐はき出している、そんな切なさだ。

　その切なさは、誰に向けられているのか。

　そのはずむ吐息は、誰のためのものか。

　切ない胸に、住んでいるのは誰なのか。

「大切な、人……」

「私────」

　長い、長い、逡しゆん巡じゆんがあって。

　お互たがいの視線が何度も絡からみ合って、もつれて、離はなれて、また絡み合って。

　アルトの感じている心臓の音が、自分の心臓の音なのか、それともペンダントを通して伝わってくるランカの心臓の音なのか、あるいはもっと別の何かなのか、それさえもわからなくなって────。

　やがて、ランカが決然と、顔を上げた。

「アルトくんが、好きです！」

「────！」

「……言っちゃった…………」

　ランカの大きな瞳には、大おお粒つぶの涙なみだが溜たまっていた。それでも、それをこぼさないようにと、ランカは必死に笑っていた。

　負担をかけさせまい、自分に笑っていて欲しい。そのような切ない笑え顔がおだ。

　アルトの目め尻じりが、熱い。

　大好きな人との関係を変化させたくない。

　歌手として、望まれている立ち位置にいて、このままずっと、同じ時間を過ごせたらいい。

　だから、好きだ、と告白してしまうことで、その関係を壊こわしたくない。だって、嫌きらわれたり、嫌われなかったとしても断わられた結果としてギクシャクして、距きよ離りが遠ざかったりすれば、今の関係は壊れてしまうから。

　シェリルとオズマがあんなことになったのに、それでもあふれかえる感情を止められない自分を、アルトがどう思うかわからないから。

　それでも、言わずにはいられない。

　そんな、気持ち。

　アルトの胸に満ちていく、そのようなランカの気持ち。

　それを理解できるのは、決してペンダントの力ばかりではない。もともと、そのような少年なのだ。誰だれかの気持ちになって、その気持ちに完全に入り込んで、その魂たましいを〝うつす〟ことのできる役者なのだ。

　ただ、アルトはそれまで、誰かの気持ちに入り込むことで自分が消えてしまう、という恐きよう怖ふに潰つぶされて、それを忘れて、ディスコミュニケーションの鎧よろいで自分を守っていたのだ。そういう、不器用な少年だった。

　それでも、ランカが、シェリルが、ミシェルが、皆みなが扉とびらを開けてくれたから、アルトは今このように、気持ちを感じることができる。

「……ランカ、オレは……」

　だから、答えなければならない。そう、思った。

　けれど、ランカの瞳ひとみが、言葉が、それを制する。

「言わないで……」

　翡ひ翠すいの髪かみした少女の、細く小さな手が、小刻みに、小刻みに震えている。

「おかしいよね……戦いの中で歌うときよりも、アルトくんの気持ちを聞く方が、ずっと、ずっと怖こわいなんて……」

「────」

「今、聞いちゃったら私、歌えなくなるかもしれないから……私、ちゃんと歌うから！　シェリルさんや、お兄ちゃんのためにも、必ずバジュラに歌を届けるから……だから、だから……」

　こらえきれなくなったランカの涙が、こぼれた。

　それでも、それでも、毅き然ぜんと立とうとする少女を、アルトは心から大切に思った。

「だから、アルトくんも必ず、必ず帰ってきて！」

「……ランカ！」

「！」

　言葉で伝えられないのなら。

　それを、ランカが望まないのなら。

　アルトは、確かに、自分の意志でランカを抱だきしめた。

　その細い肩かたを、自分の胸に押しつけるようにして、抱いた。

　その髪の香かおりを、記き憶おくに刻みつけるようにして、その頭を撫なでた。

　ランカの顔が押しつけられた自分の胸に、乳ち房ぶさがないことを、もう不思議には思わなかった。

　早乙女アルトはここにいて──。

　その上で、ランカの鼓こ動どうを感じている。生きている音を、生命の音を。

　天には星々、足あし下もとには青い惑わく星せいのかがやきを受けて、ふたりのシルエットが、確かに重なった。
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　クォーターの甲かん板ぱんに、可変戦闘機用のエレベーターで機体ごと上がるのは、歌か舞ぶ伎きの奈な落らくから、セリに乗って登場するのに似ている。

　どちらも、人目に触ふれることのない闇やみの中なかから、輝かがやかしい星の世界へと上じよう昇しようする行こう為いだ。

　役者は常に上昇せねばならない。父の口くち癖ぐせだった。

　神カミは上カミなのだから、役者は肚はらから声を出して、頭の上に抜ぬけなければならない。観客席の一番前から、天てん井じよう桟さ敷じきの上にまで届くように、そのように演じねばならない。

　役者には見下ろすことは許されぬ。見上げねばならない。見下ろした役者は、カミに見放される。それが、アルトが極力上からの目線を避さける理由であった。

　だから、出しゆつ撃げき前にエレベーターで上昇するという行為は、それがいつであっても、どのような困難な局面にあっても、アルトを高こう揚ようさせてくれる。

　エレベーターが停止し、甲板にＹＦ-29の紅くれないの美しい翼つばさが輝く。

　右手前方、クォーターの甲板上に取り付けられた特設ステージの上には、学生服姿のランカ。

　一見すれば甲板の危険な位置であるように見えるが、ルカの説明によれば、主しゆ砲ほう用のエネルギーバイパスを使って最大出力のピンポイントバリアを集積できるため、この艦かんでもっとも安全な位置、ということになるらしい。理論上は、クォーターの反応炉ろが吹ふき飛んでも、ランカだけはとにかく無事でいられるそうだ。もちろん、そんなことを試ためしてみるつもりは誰にもなかったが。

　ステージの上で、ランカが軽くだけ振ふり向いて、アルトを見た。

「行くぞ、ランカ」

　聞こえるはずのないつぶやきを、それでも銀河で彼にしかできない高貴さで発声すると、アルトはランカに敬礼をした。

　キラッ、とランカもジェスチャーを返す。

「スーパーパックおよびフォールドウェーブアンプシステム、異状なし。サジタリウスワンよりデルタ１、発進許可願います」

「デルタ１よりサジタリウスワン、発進よろし。ご武運をお祈いのりします」

　まるで舞ぶ台たいの花道のように、リニアカタパルトにガイドマーカーが浮うかぶ。

　機体が電磁力で浮き上がった。

　今別れたら、もう会えないかもしれない。

　だが、ふたりは、それを哀かなしいとは思わない。

　だからこそ、今を、一いつ瞬しゆん一瞬を生きていられる。その充じゆう足そく感がある。だから、アルトは飛べる。

「発進！」

　ＹＦ-29が、リニアカタパルトによって宇宙に射出されるのと、ランカの歌〝放課後オーバーフロウ〟が始まるのは、同時だった。

　すでに、前方の空域では、アイランドワンを防衛するバジュラ、それに新統合軍の連合艦かん隊たいと、先行した攻こう撃げき隊との交戦するかがやきが、宇宙を染めていた。

（戦いが、始まっている……！）
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「おい、ルカ！　妙みようだと思わないか!?」

　大型の浮デ遊ブ物リを遮しや蔽へいにして、クォーターを狙ねらう軌き道どうを取っていたＶＦ-１７１ＥＸをためらいもなく狙そ撃げきしながら、ミシェルは疑問を素す直なおに口にすることにした。

「何がです、先せん輩ぱい!?　こちらは忙いそがしいんですから、内容をなるべく明めい瞭りように伝えてくださいよ！」
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　一方、ルカの声には殺気があった。

　当然だ。病やみ上がりで倒たおれそうな体を栄養剤ざいで動かし、ＡＩ制せい御ぎよの無人ゴー戦闘機ストを動かしながら中隊規模の戦闘機隊に指示を与あたえ、あまつさえフォールドアンプシステムを制御しつつ戦場全体のフォールド波を監かん視ししているのである。そんな彼にミシェルの何を指すのかわからない不明瞭な問いかけに答える余力がなかったとしても、責められることではない。

「新統合軍だ！　連中がグラス政権に肩かた入いれしてこっちに襲おそいかかってくるのはわかる。が、挙動がおかしい！」

「だから、何がおかしいんです!?」

「僚りよう機きがやられても動きが変わらない。自分がスナイパーの射程圏けん内ないに入ってるのに、機械的にこっちを落とす機動を取る……まるでコンピュータ・ゲームのＡＩみたいに。どんなエースでも、ロックオンされてる、とわかれば操縦にブレが出るものなんだが……」

「！　ディ・ツァオバーフレーテ……？」

「なんだそりゃ」

「ジャミングサウンドシステムです。こないだ、バジュラの機能を停止させたフォールド波発生装置。あれなら、あらゆる電波障害を無視して、直接可変戦闘機のＡＩをハックできる」

「おい、マジか」

「元々、マクロスシティを電脳テロで乗っ取ったシャロン・アップル発はつ祥しようの技術ですからね……僕のＲＶＦ-25にはカウンタージャマーが積んでありますから、その圏内なら問題は起きないはずですが……」

　ミシェルはお前のところの会社が作ったんだろう、他人ひと事ごとのように言うな、という言葉を飲み込み、トルネード・パックのＭＤＥビーム砲ほうで大型のバジュラを撃げき墜ついした。何しろ、会話の間にも、刻々と敵は増え続けているのだ。

「人的資源損そん耗もうを防ぐために、兵器は自動化していくのが時代の趨すう勢せいですから。当然、どこの船団国家でも、仮想敵とする船団国家のＡＩ兵器をハッキングする技術は花形です。フォールドクォーツの力があれば、これくらいのことは……」

「自じ慢まんしたいのか状じよう況きようを解説したいのかどっちなんだ」

「無論前者です」

　しれっと笑えないジョークを飛ばして、ルカは解説を続けた。その間にも、指と視線を総動員して次々と編隊に情報を送ることは止めていない。

「とにかく、フォールドクォーツを組み込んだ〝魔デイ・ツアオ笛バーフレーテ〟には、通つう信しん網もうと機体のＡＩを支配する力がある。それはわかった。が、フロンティア政府がそんなことをする理由がどこにある？　こっちに仕し掛かけてくるならまだしも……」

「わかりません。そもそも、〝魔デイ・ツアオ笛バーフレーテ〟でＶＦ-１７１クラスの機体をハックする実験は成功していないんです。あくまで理論段階で……」

「おい待て」

　ミシェルの声が一オクターブ緊きん張ちようの色を帯びたのは、至近をミサイルが通過したからではない。

「お前の話を総合すると、仮説段階のテクノロジーを実現可能な、それもお前も知らない誰だれかが〝魔デイ・ツアオ笛バーフレーテ〟を操あやつって、フロンティアの兵器をコントロールしている、ということになるが」

「そういうことになります────すみません、これから十分ほど、管制をＡＩに任せて、僕はデータ解かい析せきに入ります。戦せん闘とう不能になりますので、ミシェル先輩、後はよろしくお願いします」

「任せろ！　婚こん約やくがお流れになったならちょうどいい、この戦いが終わったら是ぜ非ひとも姉上にご紹しよう介かいいただければ最高だ！」

　それにはルカは答えなかったし、ミシェルもそんなことは期待していない。

　ハタ目にはまるで戦闘を放ほう棄きしているように見えるＲＶＦ-25を守って、ミシェルはひさびさに、本気の空戦をやることになった。

（アルト……うまくやれよ！　やれる限りの援えん護ごはしてやるからな！）

　撃うち尽つくしたスナイパーライフルの弾だん倉そうを交こう換かんしながら、ミシェルは心からそう念じた。
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　ＹＦ-29の性能は恐おそるべきものだった。

　一見すると、ＶＦ-25のフレームを使っているように見えるこの機体の持つポテンシャルは、早乙女アルトという少年を感動、いや、震しん撼かんさせた。

　コントロールを誤れば、機体そのものが宇宙の闇やみの果てに飛んでいって二度と戻もどってこない。そのような機体だった。

　襲い来るミサイルとレーザーを、ＹＦ-29は次々とよけていく。いや、半分ほどは回かい避ひすらしない。ファイター形態でピンポイントバリアをフル出力で使えるこの機体を傷つけることそのものが、限りなく困難なのだ。

「くそっ……どうして、ランカの歌が届かないんだ！」

　バジュラたちは、まるであやつり人形のように、ＹＦ-29に殺さつ到とうすることをやめない。

　ランカの歌は、ＹＦ-29のアンプを通して聞こえているはずなのに。

「アルト！　飛び出しすぎだ！」

　ルカを守りながらアシストに専念しているミシェルの声がした。だが、止まるわけにはいかない。そのために、背中をまかせているのだから。

「もっと、もっと近くへ行って歌を届けなけりゃ！　そうしなきゃ、ランカの気持ちがムダになる！」

　スロットルを一いつ杯ぱいに入れる。おそろしいまでの加速だった。新型のＩＳＣは30Ｇまでの加速度を相そう殺さいできるという話だったが、そもそもそこまでの加速をかけた者はまだいないらしい。何から何まで規格外だ。ほとんどのミサイルが、ＹＦ-29に追いつくことすらできず、虚こ空くうにむなしく消えて行く。

「早乙女アルト、推すい参さん、つかまつる！」

　推参とは、招かれずに芸を披ひ露ろうすることで、古来、神の使いとされた芸人の特権であった。

　神が荒あらぶり、祟たたりをなすのなら、そこに推参して心を慰なぐさめることが、芸の芸たる所以ゆえんである。

　それゆえに、ＹＦ-29はその意志を体現し、闇を切り裂さいて飛ひ翔しようする。

「！」

　大型のバジュラが、眼前に迫せまる。

　その砲が、マクロス・クォーターを直射するコースを取っていた。

「御ご免めん！」

　機体上面に取り付けられたＭＤＥビーム砲を展開後、全開照射。まるで懐かい中ちゆう電灯を夜空に振ふり回したように、カッターのごとくになったビームが、バジュラの巨きよ体たいを両断し、周囲のバジュラと無人ゴー戦闘機ストをまとめて吹ふき飛ばす。

　紅ぐ蓮れんの炎ほのおの中に、バジュラが沈しずんでいく。

「あああ……ッ！」

　これまでは、ただの、爽そう快かいですらある光景だと思っていた。

　だが今は、それが苦しみもだえ死んでいく、ひとつの偉い大だいな生物の死であるとわかる。そして、その手を下したのが誰なのかもわかる。

　ペンダントの触ふれた部分が、激しく痛んだ。

「これが……バジュラの痛み！」

　泣きそうになった。

　当然だ。

　自分が、シェリルを、オズマを、母を失った時に感じた痛み。同じものを、バジュラたちも感じている。命が失われていくつらさを知っている。それなのに、わかりあうことができない。

（もっと、もっと、もっとだ……オレが、デュランダル、貴様の性能を完全に引き出してみせる……！　お前のすべてを、オレにくれ！　オレも、この舞ぶ台たいに全すべてを注ぎ込む……！）
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　マクロス・クォーターは就航してから最大級の防空戦闘に突とつ入にゆうしていた。ボビーの卓たく越えつした操そう舵だと、キャシー率いるオペレーターたちの的確な指揮統制、そして奮戦する人型デスト戦車ロイド部隊がいなければ、とうに撃げき沈ちんされていたことだろう。

　目に映る周囲はすべて敵であり、響ひびき続けるランカの歌声だけが、彼らがヴァルハラではなく現実の世界にいるのだ、と教えてくれていた。

「スカル３、ルカ・アンジェローニから入電！」

「読みたまえ！」

「ジャミングサウンドが強すぎて、ランカさんの歌は効果を発揮できていない、とのこと。また、新統合軍の兵器は〝魔デイ・ツアオ笛バーフレーテ〟によって強制介かい入にゆうされコントロールされていると見て、間ま違ちがいないとのことです」

「なるほど」

　ワイルダーはコンマ数秒考え、すぐに決断した。

　ゆっくり時間を与あたえられれば、どんな人間でも最適の解答を見いだすことができる。だが、限られた時間、限られた情報の中で、砲ほう弾だんとミサイルが至近をかすめ、今にも死ぬのではないか、という恐きよう怖ふの中で、最適と思われる、後から考えれば最適ではないかもしれない決断をすることができる者だけが、指揮官の資格を有している。

　そして、ジェフリー・ワイルダーは指揮官であった。それも、最上の部類の。

「やはり、アイランドワンに突入し、〝魔デイ・ツアオ笛バーフレーテ〟を乗っ取るほかにないな。海かい賊ぞくのやり口だが、やむを得まい」

　言いつつ、ひげ面づらの艦かん長ちようは、まさに海賊そのものの不敵な笑いを浮うかべていた。

「モニカくん、このプランの勝算は？」

「……はい。現在の敵布ふ陣じんから計算するに、フロンティア艦かん隊たいの中央にマクロス・キャノンで穴を開け、そこを最大戦速で突とつ破ぱすれば、あるいは」

「でも、その速度じゃ、大気圏けん突とつ入にゆう時に艦かんの突入速度が大きくなりすぎます」

　軌き道どう計算を行なっていたラム・ホアが異論を唱えた。

「煮にえたぎった油に自分から飛び込むようなものです。いくらクォーターのバリアでも、その熱には耐たえられません」

「ふむ」

「自殺行為です！」

　その言葉が、ワイルダーの反骨心に火をつけた。

　かつては彼もバルキリーライダーとして、宇宙の空を飛び回っていた漢おとこである。できない、不可能だ、と言われるフライトをやってのけること以上に、魂たましいを震ふるわせるものはない。

「……フォーメーション・ビッグウェンズデー」

「!!」

　詳くわしい符ふ丁ちようを知らないキャシー以外のブリッジメンバーが、等しく硬こう直ちよくした。

　その面々に、言い聞かせるように、もう一度ワイルダーが繰くり返す。

「繰り返す。フォーメーション・ビッグウェンズデーを敢かん行こうする」

「！……ＯＫ、艦長！」

　ボビーがサムズアップすると同時に、ブリッジクルーの体が、サポートシステムに固定された。事情をわかっていないキャシーだけが、乳ち房ぶさを締しめ付けられ、色っぽい声を上げる。

「もう！　こういうところだけ、お客さん扱あつかいなんだから！」

「ぼやかないの！　航空管制は、一任してるでしょ!?」

　不満の声を上げるキャシーに、ボビーはひとつウィンクを投げた。

「わかってます！　あなたたちのムチャにも、そろそろ慣れてきましたからね！」

　その声は軍人というよりは、引いん率そつの女教師という風ふ情ぜいだった。
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　クォーターの右う舷げんに接続されたマクロス・キャノンが火を噴ふいた。強きよう攻こう型ほどの威い力りよくはないにせよ、オペレーターたちの的確な計算によって算出されたその射線は、すでに大気圏突入コースに入っているアイランドワンへの道を、炎ほのおによって切り開いた。

　それはまるで、知恵を示す神、戦乙女バルキリーの支配者であるオーディンの槍のごとき一撃であった。世界を貫く槍であった。

　エンジンも焼けよ、というほどの勢いで、全推力を投入したクォーターが、その回かい廊ろうに突入する。

　敵てき陣じんの中をただ一艦で突とつ入にゆうするのは無む謀ぼうに見えたが、それだからこそ、敵の想定を超こえた。

　もとより、フロンティア側の防衛戦力はインプラントでコントロールされたバジュラたちと、〝魔デイ・ツアオ笛バーフレーテ〟によってコントロールされているフロンティアの兵器である。臨機応変な対応など望むべくもなく、相対速度を無視した闇やみ雲くもな射しや撃げきはフロンティア側の被ひ害がいだけを増大させた。

「全ぜん艦かん、トランスフォーメーション！」

　みずからの砲ほう撃げきが吹ふき飛ばした空母級バジュラの残ざん骸がいのひとつに、強攻型、すなわち人型に変形したマクロス・クォーターが〝着陸〟する。まるでサーファーのように、慣性のついたクォーターは速度を落とすことなく、大気圏突入のアプローチ・コースに乗った。
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（凄すごい……）

　早乙女アルトもまた、大気圏に突入するクォーターの近きん傍ぼうにいた。彼がフロンティアに肉にく薄はくするより早く、クォーターが到とう達たつしてしまったのだ。作戦計画もへったくれもない、無謀そのものの戦い方だ。だが、それがよかった。

（人は……あそこまでの度胸を持って飛べるのか……！）

　彼の心を占しめているのは、それであった。

　極ごく超ちよう音速で大気圏に突入する物体は、周囲の大気を高速で押しのける。このとき、押しのけられた空気は圧縮され、それによって対流加熱と呼ばれる現象が発生する。これに圧縮された大気から発せられる電磁波のエネルギーである輻ふく射しや加熱が加わることで、速度の約三乗に比例する熱エネルギーが突入体を襲おそう。俗ぞくに、「大気との摩ま擦さつ」と言われる現象がこれである。

　速度の約三乗に比例するということは、超ちよう高こう速そくで突入したクォーターにかかる熱量は、先行したアイランドワンをはるかにしのぐ、ということである。が、ジェフリー・ワイルダーはこれを、バジュラの装そう甲こう外皮をあたかもサーフボードのようにして、大気の衝しよう撃げき波はにウェイブライディングすることで降下速度を減げん衰すいし、かつ断熱を行なう、という離はなれ業わざを行なったのである。その決断も凄ければ、それを即そく座ざに可能にしたオペレーターチームの演算能力も、実行したボビーの操そう舵だ能力もすごかった。

　それだけではない。

　そのような状じよう況きようでも、なおも歌っているランカの姿はどうだ。

　再突入によって、ランカの周囲は千五百度をゆうに超えるプラズマの光で満たされている。足あし下もとは激しく揺ゆれ、重力制せい御ぎよと慣性制御をもってしても、ステージはまるで地じ震しんのようだ。

　それでも、その歌声には乱れがない。もしかしたら、そのような状況が見えてすらいないのかもしれない。それほどの領域に入った、入神の歌だった。

　そのような芸を、アルトは素す直なおに凄いものだ、と思う。どうしようもなく、その高みに自分も達したい、競きそい合いたい、と願う。

　理り屈くつではない。

　人が死んでいく戦争の中であっても、アルトはどうしても、その情熱だけは捨てることができない。それは、彼の魂たましいを燃やす炉ろのようなものであったからだ。業ごう、と呼び換えてもよい。
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　成せい層そう圏けんに突入し、徐じよ々じよに機体が冷え始めた。

　眼前に広がるのは……巨きよ大だいな雲の海！

　アルトは思わず、操縦を忘れるのではないか、というほどに己おのれの魂が震ふるえるのを感じた。

（オレは、これに出で逢あうために生きてきた！）

　そう思ってしまうほどの、絶大な美しさだった。どうしようもなく、それほどに彼の魂は空に焦こがれていた。

　アイランドワンも突入の混乱から立ち直ったのか、周辺の護ご衛えい艦かん隊たいもろともに、激げき烈れつな砲撃をクォーターに浴びせかける。雲海が紅あかく染まった。

　だが、クォーターは溶とけ残った残骸をリフティングボディのように使い、これを盾たてとして、また大気層に乗るためのボードとして使用して、右に左に火線を回かい避ひしながら、下方のアイランドワンへと肉薄していく。

　アルトも、それに続いた。今や、作戦がアイランドワンへの強きよう襲しゆう突とつ入にゆうに切り替かわった以上、クォーターを護衛するのが、彼の果たすべき役割だった。

　接近する無人ゴー戦戦機ストを、ＭＤＥマイクロミサイルで二十機ほどまとめてなぎ払はらう。爆ばく発はつや運動エネルギーではなく、超ちよう小こ型がたのマイクロブラックホールで空間ごと相手を消しよう滅めつさせる虎とらの子このミサイルだ。とうてい人間相手に使えるものではなかったが、無人機相手なら遠えん慮りよも会え釈しやくもない。

「く！」

　また、大型のバジュラが来た。

　避よけきれるものではない。いや、避ければ、クォーターがやられる。

　アルトはガウォークに変形し、その突とつ撃げきを回避する。ＶＦ-25なら耐たえられなかったであろう鋭えい角かくのターンもＹＦ-29は楽々とこなしてみせた。それが、不破デユラの剣ンダルの力であった。

　だが、バジュラもその動きに追つい随ずいしてきた。角状の器官に、プラズマが収束する。

「どうして!?　お前たちとは、戦いたくないのに！」

　それは、彼の偽いつわらざる願いだった。

　自分の意志で戦場に出てきているというなら、お互たがい様さまだとわかる。フォールド波に引かれて戦いを挑いどんできたのも、バジュラの意志だった、と言われればそうだ。

　だが、これは違ちがう。バジュラたちは鎖くさりにつながり、意に染まぬ戦いを強しいられている。〝魔デイ・ツアオ笛バーフレーテ〟の音色が、彼らを操あやつっている。

「そんなことが、許せるか！　この空は、自由なものだ！」

　そう叫さけんだ刹せつ那な。

　首の付け根、喉ヴイシユダチャクラのあたりに、鈍にぶい痛みがあった。同時に伝わってきたのは、深い、深い哀かなしみだ。

　みずからの翼つばさを奪うばわれ、戦ってはならぬものと戦わされる、そのような哀しみだ。

　全身の水分を涙なみだとして流し尽つくしても、決して足りることがない涙だった。

「──────そうか！」

　その瞬しゆん間かん、アルトが見えたもの、悟さとったものを言葉にすることは、難しい。

　まず、結果が見えて、後になって原因がわかる。

　達人、天才と呼ばれる人々にある論理飛ひ躍やくである。

　その時のアルトが見たビジョンも、そうであった。

　バジュラの背後にするり、と潜もぐり込む。何らの気負いも躊ちゆう躇ちよもない。やれる、と思ったからそうしただけの動きである。

　抜ばつ刀とう。ピンポイントバリアを収束したアーミーナイフを、シールドから抜ぬき放つ。

　その一いち撃げきはためらいなく、そして狂くるいなく、バジュラの頸けい椎ついに打ち込まれたインプラント弾だんを貫つらぬいた。

　キイ────ン、と水すい晶しようのふれ合うような美しい音がして。

　そのバジュラは、確かに、首を軽く振ふり、まるでアルトに礼でも言うかのようにすると、クォーターを叩たたこうとする別の無人ゴー戦闘機ストにその爪を振るった。

「通じた……」

　アルトは、泣いていた。

「ランカの歌が、通じたんだ!!」

　それは、たった一いつ匹ぴきのバジュラのコントロールを奪い返した、というようなことではない。

　心なき技術への、魂なき戦争への、人の心が生み出した文化、歌の力が手に入れた、偉い大だいな勝利の瞬間であった。

　そして、まさにその瞬間────。

　アルトに生じた、人間ゆえの、涙する故ゆえの隙すきに────。

　アイランドワンから放たれた、意志なき自動砲ほう台だいのプラズマ・ビームが突つき刺ささった────！
















第12章　魚座ピスケス～ヴァルキュリア・アセンション～







　人は、手の届かない星に、それでもあと少し、と手を伸のばしつづける生き物なのかもしれない。

　私の一生とは、そのようなものだった。

　蘭雪ランシエ。

　私には、あなたがその星だった。

　あなたは清らかで、美しく、才知にあふれ、愛され────私の持っていないすべてを持っていた。

　だから、私はあなたが憎にくかった。あなたを許せなかった。

　そして、だからこそあなたに焦こがれた。

　この世界には確かに美しいものがある。完かん璧ぺきなもの、永遠なものがある。

　ただ、それは私ではない。

　私はそんな存在ではない。私が焦がれ続けることが、星にとってその価値を落とすだけの行こう為いだと、わかっている。自分が完璧な存在として生きられないこと、清らかでもなければ誠実でもなく、エゴと欲よくにまみれた存在であることを嫌けん悪おしている。

　それでも人は美にあこがれる。完璧なものを、究極の一なる何かを求めて生きていく。あの太陽に焦がれたイカロスのように。

　それは、意識をデータ化し、不老不死を達成した今でも同じだ。

　私は焦がれている。

　星に。
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　その日まで、シェリル・ノームは闇やみの中にいた。

　優やさしかった祖母を失い、立て続けに父母を殺され、ギャラクシーのスラムで泥どろ水みずを啜すすって生き延びてきた。

　祖母の教え子だったというグレイス・オコナーに、ギャラクシーと契けい約やくし、その身み柄がらを売り渡わたすという約定の下もとにそこから救い出されても、彼女が虜とりこの身であることは変わらなかった。

　歌手になるにしても、それはフォールド細さい菌きんなる得体の知れない何かとの共生が前提であり、彼女が望んだことではなかった。

　美しいものなど、パッケージングされて存在する、陳ちん列れつ棚だなの中の商品だと思っていた。広告代理店に投資した金に正比例する、ただそれだけのものなのだ、と。

　けれど。

　シェリルの前にその日展開された光景は、違ちがっていた。

〝羽は衣ごろも〟。

　そう題された、古代地球の〝カブキ〟という演劇。

　なぜそのようなものを、グレイスが見せてくれたのかは、実のところシェリルはよく憶おぼえていない。もちろんグレイスは、彼女をきちんとした歌手に育てるつもりだったから、養成校にも通わせてくれたし、一流の美術や一流の音楽に触ふれる環かん境きようで育ててくれた。

「いいこと。いつも一流のものを見て育つのよ。一流以外のものを見れば、妥だ協きようが生まれるわ。最高のものに触れて、最高のものだけを知っていれば、自然に二流、三流はわかるようになる。そういうものに触れるのは、あなたが大人になってからでいい。一流と交際しなさい、シェリル」

　それがグレイスの口くち癖ぐせだった。

　それでも、古代演劇の観劇などは、どちらかといえば趣しゆ味みの領域なわけで、もしかしたらその選せん択たくは、シェリルが知らないグレイスの個人的な趣味であったのかもしれなかった。

　ともあれ。

　そのような事情であったから、シェリルは別段、期待感とかそういうものをもって、観客となったわけではない。

　だが、そこにあったものは、違った。

　何もかもが違ったのだ。

　単純な筋立てである。

　日本の、もう存在しない三保の松原という砂すな浜はまに、天女が降りてくる。天女は水浴のため羽衣を脱ぬぎ、その羽衣を、美しさに魅み入いられた漁師・伯はく竜りゆうは家宝にせんと隠かくしてしまう。

　羽衣がなければ天には帰れない。天女は伯竜に羽衣を返してくれれば、月世界の舞まいを見せる、という。

　伯竜は羽衣を返せばそのような約束は忘れてしまうだろう、と言うが、

「疑ぎは人間にあり。天に偽いつわりなきものを」

　と天女に諭さとされて、恥はじ入って羽衣を返す。

　そして天女は美しい舞を披ひ露ろうし、天へと帰って行く。

　なにほどのこともない、他愛たわいない筋立てである。

　だが、そこで舞まう天女、それを演じる早乙女有人、という少年は違った。

　そこにあったのは本当に、シェリルがこれまで見たこともない、汚けがれのない美だった。

　いささかの虚きよ飾しよくもなく、いかなる打算もなく、他人からよく見られようという欲すらなく、ただ、この世にあるはずのない美を体現する、そのような舞だった。

　ゆるやかな動きである。ホログラフもなければＣＧもない。そもそも跳ちよう躍やくするわけですらない、横運動の動きである。だが、その動きの中に、天女の飛ひ翔しようがあった。三次元の動きがあった。それは現実を超こえた現実だった。

　この世界にあるはずのない、高次の世界から降りた人の舞だった。それほどに思わせるほど、羽衣を着つけて舞う、少女のよそおいをした少年の舞には、力があった。
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「本当に……オトコの子なんだ……」

　グレイスのツテで入れてもらった楽屋裏。

　化け粧しようを落とした早乙女有人は、やはり美しかった。舞ぶ台たいの上にいた〝天女〟はもうどこにもいなくて、けれど、別の妖あやしさがそこにあった。なにしろ、身につけているものも、立ち居振ふる舞いもまるで女の子で、顔立ちの細部、シェリルだからわかるような細かい部分で、男の子、というだけなのだ。

「──────？」

　早乙女一座の公演では、なまじのことで楽屋裏にファンを入れることはないという。だから、少年はこんなところに、自分と年の変わらぬ少女がいるのが珍めずらしいらしく、少し小首をかしげた。その柔やわらかな仕草が、憎にくらしいほど愛らしかった。

「あ……あなたの歌か舞ぶ伎き……素す敵てきでした……ほんとうに、天女が空を飛んでいるみたいで……」

　今からすれば考えられないことだが、シェリルからすれば、その時の少年は、自分よりも遥はるかに上にいる、憧しよう憬けいの存在だった。目の前に、自分の目で見た美そのものを体現したアーティストがいる、という憧憬、胸のときめきは、言葉になるようなものではない。

「空を……？」

　その感想が不思議だったのか、少年はあどけないほほえみを浮うかべた。本当に、人界を初めてみた天女のようだった。

　シェリルの差し出した花束が、小憎らしいほどに似合っていた。ギャラクシーのバイオテクノロジーの粋すいを集めたはずの花すら、少年の引き立て役でしかなかった。

「ありがとう、お嬢じようさん」

　伯竜役をつとめた、有人の傍かたわらに立つ若い糸目の役者が会え釈しやくをした。

「ですが、有人はまだまだ修しゆ行ぎよう中の身ですから、過分なお褒ほめの言葉は毒になります」

　そう言って、糸目の青年は少年の背中を押した。

　それを無理に引き留めることもできない、とグレイスがシェリルの肩かたに優やさしく手を置く。

　だから、シェリルは伝えたいことを全部伝えることにした。

「あたしも！」

　後ろ姿を見送り、祖母の残してくれたイヤリングを輝かがやかせて、叫さけぶ。

「あたしもいつかきっと歌うから！　あなたに負けないくらい、あたしの歌で銀河を震わせてみせるから！」

　その叫びに、少年は答えなかった。

　ただ、笑った。

　シェリルが知る限り、生しよう涯がいでもっとも美しく、無む垢くなほほえみだった。

　その日から、シェリルは世界に偽いつわりばかりが満ちているとは思わないようになった。

　確かにその時、シェリルはこの世にある美しいものを見た。

　そのために生きよう、と心に誓ちかった。

　たとえ少年がそれを知らなくても。たしかに彼の芸は、ひとりの少女の胸に、消えることのない情熱の炎ほのおをともしたのだ……。
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「アルト────」

　自分が口に出して彼の名前を呼んでしまった、という不覚に気がついて、シェリル・ノームは跳はね起きて、次に自分がまだ生きていることに気がついて驚きよう愕がくし、そして最後に、

（「愛してる」までは言ってないわよね）

　と必死になった。

「良かった……無事か」

「オズマ・リー!?　なんで……」

　そこまで言って、全身に走る痛みと疲ひ労ろうが、どうやらここが天国やバーチャル・リアリティの中ではないことを教えてくれていた。

（アイランドワン……？）

　焼け残った廃はいビルの一角だった。足あし下もとには、野営用のジェルベッドが敷しかれ、体のあちこちには細さい胞ぼう補修パッドが貼はられている。

「あなたが助けてくれたの……!?」

「まさか。こいつさ」

　ぴぃ、と足下で鳴く声がした。

「アイ君……!?」

　その小さな影かげはぐったりとしていたが、確かに生きて、そしてシェリルを案じているのがわかった。

「あの時、オレはＥＸギアで真空中に投げ出された。まあ、こっちは宇宙服だからな。生きていれば、どうにかなった。で……お前が吸い出されていくのを見つけてアプローチした。正直、もうダメだ、と思ったがな」

「でしょうね。あたしも生きてるのが不思議だもの」

「こいつも、お前と一いつ緒しよに吸い出されたらしい。で、オレの目の前でこいつがバリアを展開して、お前を守った」

「バリアを……!?」

「大気流出阻そ止し用のピンポイントバリア・ゲートにそっくりだった。大気は通さないがバルキリーは通すやつだ。そいつをボールにして、お前を守った」

「そうなんだ……ありがとう……」

　ぎゅ、とシェリルはアイ君を胸に抱だいて、その頭を撫なでた。弱々しく、ぴぃ、と鳴き返すその体がいかにも弱っているのが不ふ憫びんだった。

「ちょっと前までは元気なものだったんだが……あいつが起動してからはめっきりこの有様でな」

「あいつ？」

　くい、とオズマは親指で、アイランドワンの街並みには不似合いな巨きよ大だいなパラボラにも、シュールレアリスムの彫ちよう刻こくにも似た構造物を指さした。

「〝魔デイ・ツアオ笛バーフレーテ〟……ジャミングサウンドシステムだ。あいつが稼か働どうし始めてからってもの、どんどん弱っていくのさ。──もしかしたら、バジュラと何か関係があるのかもしれんな」

「……アルトや……ランカちゃんたちは……？」

「わからん。ネットは封ふう鎖さされてるし、通信は傍ぼう受じゆされるしな……!?」

「え……これ……!?」

　その時だった。

　聞こえてくる。

　ランカの歌だ。

　アルトがアイランドワンに肉にく薄はくしたことによって、フォールドジャミングが弱まり、逆にクォーター側からの強制放送が、町のあちこちのスピーカーに入り始めたのだ。

　悔くやしいほどに透すき通った、哀かなしいほどに切ない、それでいながら誰だれかを優やさしく思う、そのような歌声だった。

　それが誰に向けられた想おもいなのか、シェリルにはよくわかる。

　懐なつかしい故郷の人々、バジュラたち、言うまでもなく早乙女アルト、そして──シェリルだ。

（フフ──あなたって本当に、夢みたいな女の子ね、ランカちゃん）

　シェリルは苦笑いをした。

　自分が死んだ、と思っているなら、それで喜んで構わないところなのだ。恋こい敵がたきが、巨大なライバルがいなくなれば、と思うほうが普ふ通つうなのだ。

　だが、ランカはそうしない。シェリルの死を、心から悲しんでいることが、その歌声から伝わってくる。

　絶対的に優しい女の子なのだ。

　しばし、その歌が廃はい墟きよに流れ────。

　がらり、とガレキの崩くずれる音がした。

　その不協和音、場ば違ちがいさに、オズマとシェリルの視線が動く。廃墟にいてガレキが崩れるのが場違いだ、というのは妙みようなものだったが、ランカの歌というのは、それほどのものなのだから、当人たちにとっては何らおかしくはない。

「……グレイス!?」

　立っていたのは、グレイスだった。全身傷つき、血とスパークと作動液を流し、表情のこもらない目で、こちらを見ている。

「動くな！」

　反射的に、オズマが腰こしの拳けん銃じゆうに手をかけた。だが、それよりも、グレイスの光ファイバー化された神経のほうが速い。

　銃じゆう声せいが轟とどろいた。

　立て続けに三発。

　どうっ、と音がして、肉体が抵てい抗こうなくコンクリートに激げき突とつする嫌いやな音がする。

　ギャラクシーの機装サイバ強化ーグラ兵ントだった。ブレラによって拘こう束そくから解放され、シェリルの身み柄がらを押さえるために活動していたひとりだ。グレイスの弾だん丸がんは、そのインプラント・コアにピンホールショットして、装そう甲こうごとこれを破は壊かいしていた。

「グレイス！」

　反射的に、シェリルは彼女のところに駆かけ寄った。

　自分を利用し、自分に死病を植え付け、ランカを殺そうとし、アルカトラズに収しゆう監かんされる原因を作った女だった。

　それでも────。

　グレイスはいつものように笑って、プログラムの作り出す完かん璧ぺきなアルカイックスマイルを浮うかべて、シェリルにあのイヤリングを差し出した。

「これって……」

　レオンに没ぼつ収しゆうされたはずのものだった。

　これを取り戻もどすために、グレイスは全身傷つき、このような姿になってここに現われたのだ、とわかった。

「どうして……？」

「皮肉なものね……フロンティアの連中にインプラント・ネットワークから解放されるのが、こんなに爽そう快かいとは思わなかったわ……」

　ぐらり、とその体が揺ゆらぎ、シェリルの手の中に倒たおれ込む。

　その動きが、いつもの精せい巧こうさを失って、まるで人形のようになっていることから、シェリルは彼女の生命の精せい髄ずいが損そこなわれたのだ、とわかった。

「さぁ……歌って、シェリル。教会ライブステージのフォールドアンプはまだ生きているはずよ……」

「え……？　そりゃ契けい約やくではそうでしょうけど、あたしたちが捕つかまった時点で取り壊こわされているはずじゃ……」

「フフ……」

　グレイスは悪あく魔まのように笑って、シェリルの形のよい頰ほおを、いとおしそうに撫なでた。よくできた感情表現プログラムだった。全身を対サイボーグ用の〝槍やり〟で貫かれ、穴だらけになりながらも、その動きは美しく見えた。

「フォールドアンプには、小型反応炉ろに直結した複合型爆ばく弾だんを仕し掛かけてあるから、まだ解除はされていないはずよ。私のインプラントから解除法を引き出す前にバジュラが来てしまったから、それは間ま違ちがいないわ」

　なんて女だ、とオズマがつぶやいた。たとえ死の淵ふちにあっても、グレイスはやはりグレイスだった。自分の生み出そうとするステージのためなら、どんな手段でも厭いとわない女だった。

「あなたの歌をもう一度だけ聴きかせて、シェリル……私のアマデウス……」

　シェリルの手に、わずかに重みが加えられた。

　愛用のマイクだった。

　そうして、グレイスの瞳ひとみが、閉じる。

「グレイス！──グレイス！」

　お母さん、と呼びそうになって、シェリルはそうはしなかった。

　それは、グレイスの望んでいる答えではない、と感じたからだ。

　全身に走る激痛を、己おのれが己でなくなったような倦けん怠たい感を、重力に逆らいたくないと叫さけぶ弱気を、熱でぼうっとする意識を、すべて振ふり切って、立ち上がる。

　その耳にはフォールドクォーツ・イヤリングの輝かがやき。その手には彼女の剣けん。すなわち、マイク。

「いいのかシェリル。今度歌えば、お前の体は……」

　オズマの手には、医い療りよう用の携けい帯たい治ち療りよう支し援えんＡＩがあった。おそらく、応急処置をする過程でシェリルの病状は、彼の知るところとなったのであろう。

　が、シェリルは笑った。

　もとよりそのようなことは知ってのことである。

　明日死のうが百年後に死のうが、目の前に舞ぶ台たいがあって、自分はシェリル・ノームである。

　その事実は死の訪おとずれとは何の関かかわりもないのだから、笑うことができるのである。

　シェリルの横顔には、何物をも捨て去ったが故ゆえに、すべてを手にしたものの持つ、明日なきすがすがしさ、とでも呼ぶべきものがあった。

　断じて、それは絶望ではない。過去のすべてを振ふり捨て、現在という一いつ瞬しゆんを永遠のものにするために戦う、未練なき飛ひ翔しようである。かつて重力のくびきを解き放って空へと舞まい上がった鳥の始祖は、このような顔をしていたのだろう。

「たとえあたしが死んでも、歌は死なない！」

　響ひびき渡わたる。

　伴ばん奏そうもなければ観客もなく、コーラスもなければバックダンサーもなく、ＣＧもなければ舞台もない。

　だがそんなものは必要なかった。

　そこにシェリル・ノームがいるのなら。

　その歌は、はるか空の涯はてまで、蒼そう穹きゆうの彼方かなたまで届くのだ──！
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　どこかで、歌が聞こえた。

　すごく懐なつかしい夢を見ていた。

　あの頃ころはまだ母がいて、父がいて、銀河の星々を公演から公演に飛び回って。

　そうだ。あの時出会った少女はどうしているだろう。あの子の言葉は、ひどく暖かかった。自分が、血の故でなく、誰だれかに憧どう憬けいされたのは、あの時が初めてだったかもしれない。

　あの子は……。

「シェリル!?」

　目を覚ますと、眼前にはフロンティアの街があった。

　墜つい落らくしているのだ、とようやくわかった。

　それだけではない。

　その耳には確かに、あの懐かしいシェリルの歌が、ランカの歌に重なるように聞こえていた。

「シェリル！　そこにいるのか、シェリル！」

　涙なみだが爆ばく発はつしそうになるのを必死にこらえて、アルトは機首を立て直し、ガウォークで落下加速度を必死に相そう殺さいした。ＶＦ-25なら止めようがなかっただろうが、翼よく部ぶのエンジンをトルネードパック同様に回転させることができるＹＦ-29の推力なら、それができた。

「アルト！」

　ペンダントが〝震ふるえた〟。

　物理的な意味でなく、確かにシェリルの声がした。

　もはや考えるまでもない。

　殺さつ到とうする対空砲ほう火かを、ほとんど直角に近い非現実的なまでのターンでかわし、被ひ弾だんしてもはやデッドウェイトとなったスーパーパックを廃はい棄きする。

　ドームの中の街に飛び込む。

　人々がシェルターに入った街は、人型デスト戦車ロイドや対空戦車を除いては人ひと影かげもなかった。

　だが、そこで歌う声は確かに聞こえる。

（音源算出……フォールドウェーブ……あそこか！）

　ああ！

　人々の消えた街の中、ビルの上で歌うシェリルと、その傍かたわらに立つオズマを最大望遠で捉とらえたときのアルトの喜びたるや！

「サジタリウスワンよりデルタ１！　シェリル・ノームならびにオズマ・リー少しよう佐さの生存を確かく認にん！　これより救出に向かいます！」

　これほど嬉うれしい報告は、アルトが軍組織に身を置いてから、初めてのことだった。
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　シェリルは傷つき、弱っていたが、その立ち姿は美しかった。

　見ほれそうになる自分を制しながら、建物を風圧で破は壊かいしないよう注意深く、アルトはガウォークで機体を幅はば寄よせした。ただ速いだけではない。ＥＸギアの動きに追つい随ずいするＹＦ-29の繊せん細さいさは、アルトの身体外延そのもの、新たなる皮ひ膚ふではないか、というほどだった。組み込まれたフォールドクォーツ型操縦支し援えんＡＩと、ＬＡＩのコンピュータプログラム、そしてこの機体を製作するために命をかけた幾いく人ものテストパイロットたちの操縦データの精せい華かだった。

「乗れ、シェリル！　クォーターに帰き還かんするぞ！」

「アルト！」

　喜色をあらわにして、しかし毅き然ぜんと、シェリルはその言葉にかぶりをふった。

「クォーターには戻もどれないわ！　あそこへ、あの丘おかのステージへ飛んで！　あたしが最後にコンサートをやったヒルトップの教会ステージよ！　わかるでしょう！」

「そりゃあ、わかるが！」

　忘れるはずがない。この三ヶ月、シェリルのボディガードをつとめおおせたのは他ほかならぬ彼なのだから。舞ぶ台たいを成立させるための最大の必要条件である〝小屋〟をないがしろにする役者はいない。

「あなたなら、わかるでしょ！　もしも死ぬなら、舞台の上よ！」

「──────」

　否定の言葉が、喉のどから出なかった。

　役者を否定し、家を否定し、伝統を否定しても。

　その情熱だけは、認めるしかなかった。口が裂さけても、それだけは否定できなかった。人が命を賭かける場所は、それぞれにあるのだ。

「それにあたしは、あたしの歌で銀河を震わせたいの！」

「!?」

　その言葉に、覚えがあった。

　電でん撃げきのように、あの時の少女の笑え顔がおが横切る。

「……お前、あの時の……!?」

「ったく……今いま頃ごろ気づくなんて……」

　ため息をついて、シェリルはアルトにマイクを突つきつけた。

「あなたの舞台が本物の空だとしたら、今こそもう一度ちゃんと舞まってみせて、早乙女アルト！　あなたの真実の舞を……」

「シェリル……！」

　至近に着ちやく弾だんがあった。バジュラと人型デスト戦車ロイドの混成部隊がこちらに向かっていた。

「アルト！　何をぼさぼさしてる！　依い頼らい人の意志は遂すい行こうする、それがＳ．Ｍ．Ｓだろうが！」

「隊長！」

　銃じゆうを手に、接近する歩兵を牽けん制せいしながら、オズマが叫さけんだ。

　その傍らでは、あのグレイスも倒たおれたまま、伸のばした光ファイバーで死んだ機装サイバ強化ーグラ兵ントの肉体をコントロールし、歩兵部隊を銃じゆう撃げきしている。

　何があったのかアルトには推おし量るすべはなかったが、やることはわかった。

「────了りよう解かい！」

　ガウォークの左手でシェリルをすくい上げ、バリアを展開して銃じゆう砲ほう撃げきを弾はじきながら、ＹＦ-29が空に舞い上がる。
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　アイランドワンからの対空砲ほう火かは、もはや光の滝たきのようだった。

　マクロス・クォーターの人型デスト戦車ロイド隊の三割が機能を停止し、邀よう撃げき機のほとんどがフル稼か働どうを強しいられていた。

　かろうじて飛行甲かん板ぱんと主しゆ砲ほうは無事だったが、各部の高機動スラスターは停止し、とうにボード代わりの残ざん骸がいは粉ふん砕さいされていた。

「直ちよく撃げき、来ます！」

　クォーターの〝顔面〟に相当するブリッジに、フライパスをかけたＶＦ-１７１の対たい艦かんミサイルが直撃し、ピンポイントバリアを貫かん通つうして大窓の一部を粉砕した。

　突とつ風ぷうが艦かん内ないに侵しん入にゆうし、ブリッジクルーの悲鳴があがる。

「うっ！」

　舵だ輪りんを握にぎるボビーの胸むな板いたに、致ち命めい傷しようではないにせよ、破は片へんが直撃し、その強きよう靭じんな膝ひざが崩くずれた。

　だが、その肩かたをたくましい腕うでが支える。

　ジェフリー・ワイルダー。

　生きつ粋すいの海の男であり、生まれながらの宇宙船乗りであるこの男は、ただひとり吹ふき荒あれる嵐あらしの中、屹きつ然ぜんと立っていた。

　それは、軍人という、戦争を終結させるために銃を取る矛む盾じゆんそのもの、虚きよ構こうでしかない職業のイデアそのものであるように見えた。

「いい波だ！　この波は、我々を迎むかえてくれている！」

「艦かん長ちよう！」

「皆みな、歯を食いしばれ！　これより、クォーターは、アイランドワンに強行着ちやく艦かんする！　いいか、新統合軍のフヌケどもに教えてやれ！　嵐の時にはどんな荒あらっぽい手を使ってでも港に突っ込こむものだ、ということをな！」

　バリアを全開にしたクォーターが、天てん蓋がいの狭せまい開口部をこじ開けるようにして、突とつ入にゆうする。

　逆噴ふん射しやをかけたものの、さすがにＹＦ-29と同じ、とはいかない。市街地直撃は避さけたが、工場地帯をなぎ倒すようにして不時着をしたところで、膝に相当する推進艦かんの一部が、ついに音を立てて大破した。

「敵てき艦かん隊たい、本艦上空に遷せん移い！　囲まれました！」

　モニカの声は悲鳴のようだった。

　バジュラ艦隊はいかなる理由か、本来味方であるはずのアイランドワンごと、クォーターを吹き飛ばす肚はらに見えた。

　おそらくそれはルカの進言にあった、新統合軍ぐん艦かん隊の異状、そしてこの期ごに及およんでも姿をあらわさないバトル・フロンティアと関かかわりがあるのだろうが、今は、それを問題にしている場合ではなかった。

　艦かん載さい機きを再発進させて艦隊を叩たたく余力はない。といって、アイランドワンの地表でマクロス・キャノンを使用すれば、艦そのものに重大な被ひ害がいを与あたえてしまうことになる。

（万ばん事じ休すか……!?）

　思わずそう考えたワイルダーの耳じ朶だを、シェリルとランカの歌が叱しつ咤たする。

　そうだ。少女たちが戦っているのに、大人が全力を尽つくさないでどうする。

「諸君、あきらめるな！　波が引くように見えるのは、ビッグウェーブの前兆だ！　ためらわずに海に出ろ！」
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　その教会は、すでに半ば、バジュラとの戦せん闘とうで廃はい墟きよと化していた。

　それでも、凝こり性しようのグレイスが作り込んだ会堂とステンドグラスは健在で、マヤン島の〝鳥の人〟を模したシンボルもシェリルを迎えてくれた。

　マイクを魔ま法ほうの杖つえのように振ふると、システムが次々と起動する。

　ガウォークから飛び降りるシェリルの肉体を、光の衣ころもが覆おおう。黒い囚しゆう人じん服から、純白の軍服へと。

　死を通して、人は浮うかび上がる。

　死して、腐くさり、溶とけて、復活し、再生し、そしてさらなる高みへと昇のぼる。

　死を受け入れた少女の歌には、これまで以上の生命の叫さけびがあった。
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　同刻。

　バジュラ母星上方にデフォールドする巨きよ艦かんがあった。

　全長１５１０メートル、全備質量七百七十七万トン。バトル・フロンティアよりやや小こ柄がらな、袴はかまをはいた武士を思わせる、鋭えい角かく的なフォルムの人型戦せん艦かんである。

　そのブリッジの一角を占しめる、巨きよ大だいな人ひと影かげがあった。

　比ひ喩ゆではない。

　その男の頭は、大半のバルキリーのそれよりも巨大なのである。

　男の名はエキセドル・フォルモ。

　かつて第67グリマル級分ぶん岐き艦かん隊たい、いわゆるブリタイ艦隊付ゼム一級記録参さん謀ぼうとして地球と戦い、またブリタイ艦隊の特使としてマクロスとの和平交こう渉しようを取り仕切った、ゼントラーディ随ずい一いちの切れ者である。多くの仲間たちがマイクローンになる中、その巨大な脳のう髄ずいに収められた知識が失われることを恐おそれ、今だ巨きよ人じんでいる、新統合軍の生き字引である。

「艦長。想定宙域へのデフォールド完かん了りようしました」

　その巨大な口が、どこか音程の外れた声でそう告げた。

　エキセドルの知性には誰だれもが高く評価をよせていたが、音楽的センスが絶望的であることについても定評があった。

「よし。僚りよう艦かんはどうか？」

　艦長席に座る男の声は、対照的なまでに涼すずやかだった。

　特とく徴ちよう的なブルーの色つきメガネと、白い提てい督とく帽ぼうが似合っている。青年にしか見えぬこの男の実じつ年ねん齢れいが七十近い、ということに驚きよう愕がくするものはもはやブリッジにはひとりとしていない。

「旗き艦かんバトル13、空母〝ギリアム・アングレート〟他ほか、艦隊にフォールドによる損害なし。Ｓ．Ｍ．Ｓ艦隊、続けてデフォールドします」

「わかった」

　そう言って、艦長──正確には新マクロス級バトル７の艦長たる、〝天才〟マクシミリアン・ジーナスはゆっくりと立ち上がった。

「では、後は任せるぞ、エキセドル艦長代理」

「──本気ですか」

　エキセドルの声にはいささかの驚おどろきもなく、儀ぎ礼れい的に驚いてみせていることはあきらかだった。かつて、第一次星間大戦最大最高と呼ばれ、自分に数百倍する敵を撃げき墜ついし続けた生きる伝説、〝天才〟マックス。その戦力は、冗じよう談だんでなしに新マクロス級にすら匹ひつ敵てきする。

「ひさしぶりのミリアとのデートなんだ。わざわざ取り寄せたＶＦ-25、ムダにするわけにもいかないだろう」

「了りよう解かいです。念願の艦長の椅い子すですからな。楽しませていただきますよ」

「冗談が上う手まくなったな、エキセドル。では、頼たのむ」

　そう言って、ヘルメットを手にしたマックスは格納庫へと続く艦長専用のシャフトへ身を躍おどらせた。

「本気なのですが。やれやれ、〝冗談〟というのは難しい。リン・ミンメイのようには行きませんな」

　タメ息をついて、エキセドルは自分の職務、参謀としての働きに戻もどることにした。彼は戦うために作られた種族であり、納なつ得とくのいく戦いの場を与えられたからには、そのために生きようと思うことに異存はなかった。

「飛行隊出しゆつ撃げき。衛星軌き道どう上の敵てき艦かん隊たいを掃そう討とう。フロンティア新統合軍艦かん艇ていは何らかのハッキングを受けている可能性が高いため、可能な限りバイタルパートへの直ちよく撃げきは避さけ、無力化を行なうこと。敵フォールドハッキングに対しては、旗艦マクロス13の〝魔笛〟がカウンターハッキングを行なう。同艦のフォールドウェーブ半径に注意せよ」
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　連合艦隊に所属するＳ．Ｍ．Ｓ所属のマクロス・クォーター級〝クレイジー・ホース〟の飛行甲かん板ぱんで、イサム・ダイソン、まるで年を経た鷲が人の形をとったような壮年の男は、笑えみがこぼれるのを押さえることはできなかった。

「ひさしぶりの実戦だ─────！　実にいい！　どっちを向いても敵ばかり、というのが最高だ！」

　男は快活に笑った。

　死など毛ほども恐れていない、猛もう禽きんの笑みであった。

　男が恐れるものがあるとすれば、無為と怠惰のうちに肥え太って死ぬことであり、命を燃やし尽くす空こそが、彼の安息の場であった。

　その愛機の名は、ＶＦ‐エクスカ19ＡＤリバーＶＡＮ・アドＣＥバンス、通称〝イサムスペシャル〟。

　聖せい剣けんの名を持つ、彼と彼の友が鍛きたえ上げた希代の名機である。

　すでに後継機であるＶＦ-24、ＶＦ-25が存在していても、その上ＶＦ-24シリーズが彼自身がテストした機体であっても、この機体への思い入れは別格であったから、イサムはこの機体を無む理り矢や理り〝クレイジー・ホース〟に持ち込んでいた。

（エンジンはカリカリにいじった。制せい御ぎよＡＩは、ＹＦ-19からの付き合いだ。こいつは、オレのカワイコちゃんだからな……！）

　リニアカタパルトが、ＶＦ-19を大気圏けんへと射出する。

　突とつ入にゆうまでの一いつ瞬しゆんで、イサムのレーザーとガンポッドは、二機の無人ゴー戦闘機ストと、一いつ匹ぴきのバジュラを撃墜していた。

　聞こえてくるのは、歌声だった。歌声はひどく伸のびやかで、彼が少年だったころに聞いた、懐なつかしい少女の歌声を思い出させた。そして、少女と、もうひとり、かけがえのない友が愛した世界の美しさを、思い出させた。

　遥はるか眼下に、アイランドワンの街が見える。

　そこにはかつての彼の友がいるはずだった。

　そして、目の前にはおびただしい数の敵機がいた。

「さあ、見せてやるぜ！　マクシミリアン・ジーナスとこのオレ様の、どちらが銀河最強のエースにふさわしいか、目にものを見せてやる！」

　殺さつ到とうするミサイルに向けて増速。

　機械のように狂くるいなく、狙そ撃げきするポーズを取ったグリーンのＶＦ-27に向けて、さらに直線加速を取る。前進翼よくを格納する、ＶＦ-19の高速形態だ。

　セオリーにまるでないその機動に戸と惑まどったのか、ＶＦ-27の重量子ビームが火を噴ふいた。直撃すれば、旧式のＶＦ-19など一いち撃げきで粉々にできる火力だ。

「アホが！　ハイテクに頼たより過ぎなんだよ！」

　だが、それをイサムは、寸前でエンジンを切り、成せい層そう圏けん上層のランダムな気流に翼をゆだねることでコンピュータの予測を超こえる、という荒あら技わざであっさりと回かい避ひしてみせた。いかなるコンピュータでも、カオスそのものである大気運動を予測することはできない。自然を予知できるはずがないのだ。

　そのまま、相手の突とつ進しんの速度を利して低速の不利を埋うめ、ＶＦ-19が突進する。相手の進行方向の先に出れば、相手の速度が自分のものになる道理だった。一歩間ま違ちがえば死ぬ、十中が十死ぬ、狂きよう気きの飛ひ翔しようだった。

「思考制御というがな！」

　すれ違ちがいざま、機体出力をすべてピンポイントバリアに回す。もちろん、ファイター形態でそれをやれば、ＹＦ-29ほどの出力のない機体では、エンジンすら維い持じできない。だが、それを禁止するようなリミッターは、もうはるか昔にイサム自身がぶった切ってあった。

　光の剣になったＶＦ-19が、墜つい落らくスレスレの機動で、ＶＦ-27を両断した。

「ガルドのタコの動きとは段だん違ちがいなんだよ！　生まれ変わって出直してこいッ！」

　爆ばく発はつの中、墜落しているはずの機体の中で、イサムは中指を立てた。アイランドワンに激げき突とつして四散する二秒前に、彼が機位を取り戻すのは、少し後の話である。
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「上空……あれは新統合軍です！　それに、Ｓ．Ｍ．Ｓの各支社の艦かん隊たいも！」

　モニカは歓かん喜きのあまり、腰こしが抜ぬけて椅い子すから落ちるかと思った。

「新統合軍のキム・キャビロフ提てい督とくより入電！　連合艦隊はこれより、貴軍を援えん護ごする、とのことです！」

　歴戦のワイルダーでさえ、安あん堵どで口元が緩ゆるむのを止められなかった。

　三ヶ月前、彼とオズマの旧知である新統合軍の特務機関である〝バンローズ機関〟を通して、フォールド可能圏けん内ないにある友軍艦にバジュラの危機を訴うつたえた甲か斐いがあった。何事もなかったならば、何の権限もなしに内ない政せい干かん渉しようを許したとして極きよつ刑けいに処されても文句の言えない越えつ権けん行こう為いであったが、果たせるかな有事は起きてしまい、もはや彼の責任を追つい及きゆうするものは誰だれもいなかった。

「よし！　こちらの得たデータを、艦隊に伝達しろ！　バジュラのインプラントユニットを破は壊かいすることで、バジュラを味方に引き入れることができる、とな！」

「了りよう解かい！　すでに、ルカ機からインプラントユニットを誘ゆう導どう目標に加えたＡＩミサイルの更こう新しんデータが届いていますから、まとめて転送します！」

「頼たのむ、ミーナ君！……敵対バジュラの動きが、シェリル・ノームの歌が加わって、明確に鈍にぶっているように見える！　彼らを救い出すことはできるはずだ！　オズマ少しよう佐さには、アーマード・メサイアを回して、迎げい撃げき戦せん闘とうに加えさせろ！　傍ぼう観かんするような余よ裕ゆうは与あたえないと言え！　給料の分は仕事をするのが、資本主義だとな！」
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「なんだ、あの機体……!?」

　懐かしいフロンティアの街並みを不本意ながら盾たてにしつつ、防空戦闘を繰くり広げていたミシェルとクランは、上空を擦さつ過かしていく見慣れない青と赤のＶＦ-25を見て、首をかしげた。

　Ｓ．Ｍ．Ｓの機体ではない。

　だが、その戦いぶりは、百ひやく戦せん錬れん磨まのはずのふたりでさえ、見たこともないほどのものだった。

　青と赤のメサイアが行くところ、敵はまるで冗じよう談だんのように簡単に落ちていく。敵が、彼らの銃じゆう口こうの前に勝手に飛び出してくるのだ。もちろん、そんなことがあるはずがない。ランカとシェリルの歌の効果でバジュラたちの動きが鈍っており、ルカの必死のハッキングが無人ゴー戦闘機ストや操あやつられたバルキリーに絶え間なくウィルスを送り込んでいるとしても、そんなことが起きることは考えられない。

「ＩＦＦ照合……ダンシング・スカル!?」

　いつも冷静な大人のクランが、驚きよう愕がくで絶句するのがわかった。

「……教本で読んだことがある。たった二機で、辺境星域すべての反乱勢力を撃げき滅めつせしめた、史上最強の特とく殊しゆ部隊──その超ちよう絶ぜつ的な機動に誰もついていくことができないために、たった一機を除いては僚りよう機きすら必要としなかった伝説のツーマンセル・アーミー」

「「マックスとミリア!!」」

　ふたりの声が唱和した。

　その頭上にあるのは、彼らの知る、生きリビンたグレジ伝説エンドであった。

「とんでもないのが出てきたな」

　数少なくなったスナイパーライフルの弾だん倉そうを交こう換かんし、ミシェルは肩かたをすくめた。

「なんだ、天才のご登場でやる気がなくなったのか？　ミシェル」

「バカを言うな、お前こそどうなんだ、クラン・クラン。エースのミリアは、お前のあこがれだろ？」

「あこがれの前だ。無ぶ様ざまな戦いができるか」

「オレもだ！」

　二人が同時に、遮しや蔽へいから飛び出す。立て続けに、四匹ひきのバジュラのインプラントが狙そ撃げきと近接射しや撃げきによって粉ふん砕さいされた。

　青と赤、四機のコントラストが、次々とマクロス・クォーターに迫せまる敵機を粉砕し、味方につけていく。その光景は、アクロバット・ショーのように、人々を感かん嘆たんさせた。
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　一方。

　バトル・フロンティアは、無数の屍しかばねとともに、すでに女王バジュラへの物理的融ゆう合ごうを開始していた。

　上空に出現した連合艦隊に気づき、電脳サイバー貴族ノーブルたちもまた、その対応を迫られていた。

『コードＱ１とフェアリー９のフォールド共鳴波を確かく認にん……すごいエネルギーね。急ごしらえの〝魔デイ・ツアオ笛バーフレーテ〟じゃこれが限界かしら、マンフレート』

『忌いま々いましい新統Ｖ合軍Ｆ特殊-部隊Ｘも出てきたようだしね。だが、すでに物理融合が開始された以上、それは問題じゃない。生物と機械の融合は、うちのお家芸だ。女王そのものを乗っ取ってしまえば、もはやインプラントは問題じゃない。宇宙は、僕たちが統治する──！』

　シェリル・ノームの命はあとわずかしか保もたない。いかなるフォールドハッキングであっても、女王と融合したバトル・フロンティアをどうにかすることはもうできないはずだ。

　彼らの前には、自分たちが造物主として振ふる舞う新世界のビジョンがありありと見えていた。
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「シェリルさん！」

「ランカちゃん！」

　擱かく座ざしたクォーターのフォールドステージから飛び出すと、ランカはシェリルの体を支えるようにして抱だいた。

　生きていてくれたことが、本当にうれしかった。

　また一いつ緒しよに歌えることが、心から喜ばしかった。

　涙なみだはあふれて、とめどがなかった。

　戦場の光を溶とかし出すステンドグラス。その輝かがやきの中に立つ、翠みどりと黄金の髪かみをしたふたりの少女は、美しかった。

「さあ、これからが本番よ！」

　ふたりの少女を、紅くれないのホロ・コスチュームが包み込む。黒を経て、白に変わり、ついには赤化する。それは、かつて神を求めた人々が求めたティンクトゥラ、真理そのものを示す色だ。
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　ふたりの歌が響ひびき渡る。その歌の名はヴァルキュリア、果てしなき天を目指し、その歌声ははるかに、はるかに高く──！
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　特務マクロス、と呼ばれる存在自体が秘ひ匿とくされた新統合軍の切り札、マクロス13のブリッジで指揮を執とる百ひやく戦せん錬れん磨まの女提てい督とく、キム・キャビロフは、このまま押し切れるか、と考えていた己おのれの思考が甘かった、と認めざるを得なかった。

　彼女の視界右方向の艦かん隊たいが、まとめて消しよう滅めつしたのだ。

「何事か！」

「Ｓ．Ｍ．Ｓのマクロス・クォーター級〝ガイギャックス〟〝アーンソン〟轟ごう沈ちん！　同級〝モンテ・クック〟〝コーデル〟航行不能！　ステルスフリゲート〝アドキンソン〟〝ハーゲン〟〝Ｓ・ジャクソン〟〝ヘイニグ〟……他八隻せき……消滅！　バトル11、機関部直ちよく撃げきにより航行不能！　他ほか、小型艦かんの被ひ害がいは調査中なれど、被害甚じん大だい！」

　オペレーターの報告は、絶ぜつ叫きように近かった。

　一いち撃げきで連合艦隊は、その総戦力の二割近くを失ったのだ。三割を喪そう失しつした軍隊は撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされるのだから、チェスでいえば、クィーンとビショップが同時に消滅したようなものだった。

「散開！　砲ほう撃げき方向に向かい、凹おう形に布ふ陣じんせよ！　原因は何か！」

　この女はかつて、最初のマクロス、ＳＤＦ-１のブリッジでボドル基幹艦隊との激戦を生き残った、新統合軍では最古といってもいいマクロス乗りであった。いかなる危機であっても、地球人類が絶ぜつ滅めつするような危機に比べれば、というのが彼女の口くち癖ぐせである。反応に、迷いはなかった。

「バトル・フロンティアからの砲撃です！」

「何だと!?　冗じよう談だんを言うな！　いかにマクロス・キャノンでも、あれほどの威い力りよくが……」

「……モニター、出します！」

「!!」

　それは、月並みに言えば、伝説に登場する悪あく魔まのような姿だった。

　雲海にそそりたつ、巨きよ大だいなマクロス。

　いや、マクロスだったもの。

　マヤンの血を引くオペレーターのひとりが、「鳥の人」と畏おそれを込めてつぶやいた。

　女王バジュラと合体したその姿は、人の悪意、欲よく望ぼうが形になって肥大したものだ、と見えた。
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　その惨さん状じようは、ＹＦ-29で戦うアルトからも見えた。

「ルカ、何が起きてるんだ!?」

「ギャラクシーです！」

　もはやみずからは戦せん闘とうに加わらず、ピクシー小隊とカナリアのケーニッヒ・モンスターに護衛されての情報収集に努めているルカの声には、緊きん張ちようで渇かわききった喉のどの気配があった。

　戦いは長く、人間で構成されたＳ．Ｍ．Ｓの疲ひ労ろうは濃こい。機械との戦いには、あまりにも不利であった。

「なんだと!?　あいつら、壊かい滅めつしたんじゃなかったのか！」

「カウンターハックで判明しました。あいつら、どうやらバトル・フロンティアを乗っ取ったようなんです！」

「そうか、それで連中は、〝魔デイ・ツアオ笛バーフレーテ〟で、新統合軍を！」

　当然の理り屈くつだった。いくらバトル・フロンティアを制圧しても、フロンティア艦隊がギャラクシーに従う理由はない。インプラントによるハッキングもできない。だが、機械はそうではない。全通信系統をバトル・フロンティアに直結したレオンのカウンターテロ対策が、穴になったのだ。

「今、オズマ隊長とＳ．Ｍ．Ｓが、〝魔デイ・ツアオ笛バーフレーテ〟を叩たたいていますから、もうすぐそちらも解放できるとは思いますが……」

「問題はそこじゃない、違ちがうか？」

　そう話す間にも、アルトはＹＦ-29を操あやつり、バジュラたちを解放していく。ランカとシェリルの歌は、まるで魔ま法ほうのように、祈命いのちのように、さらなる力をＹＦ-29に与あたえてくれる、と感じられた。

「あれは……女王と融ゆう合ごうしたバトル・フロンティアだと推測されます。女王が物理的にプロトコルを乗っ取られた以上、遠からずすべてのバジュラは、バトル・フロンティアに支配されることでしょう……」

「わかった。オレが飛ぶ」

　アルトの言葉に、迷いはなかった。

「……先せん輩ぱい!?」

「元々のプラン通りだ。グレートネストに、ＹＦ-29で突とつ入にゆうして、ふたりの歌を女王に届ける。連中は、女王の寄生虫みたいなものだ。脳に取り付いた悪あく霊りようみたいなものなら、そいつらの存在を女王に気づかせれば、かならず、戦いは終わる」

「でも」

　ルカの返事は珍めずらしく不ふ明めい瞭りようだった。

　当然だ。雲海から現われたバトル・フロンティアの火力は圧あつ倒とう的で、今も次々と連合艦隊が撃げき沈ちんされている。バルキリー戦隊も何度もアプローチをかけては、重じゆう厚こうなバジュラと無人ゴー戦闘機ストの防空網もう、そして絶大な火力によってはじき返されていた。

「ルカ……それに」

　アルトは回線を、教会ステージで彼を待つふたりの少女にオープンにした。

　歌唱中の歌うた姫ひめに話しかけることは銃じゆう殺さつものの厳げん罰ばつだったが、こと、早乙女アルトがそれをやることについては誰だれもとがめはしなかった。

「シェリル、ランカ」

　その声は、静かだった。

　自分の飛ぶべき空がそこにあった。

　迷う理由など、どこにもなかった。

「行ってくるよ」

　ただ、それだけを言った。

　そうして。少女たちは一いつ瞬しゆん、ほんの一瞬、涙なみだをこらえて。

「翼つばさに、風を！」

「銀河に、歌を！」

　そう言って、送り出してくれた。

　彼女たちが、アルトの翼だった。
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　雲海を切り裂さいて、アルトのＹＦ-29が飛ひ翔しようする。すでに、この空域の友軍は壊滅状態だった。

　だが、もはやバジュラも無人ゴー戦闘機ストも、ＹＦ-29に追いつくことはできない。

（もう少しだ……ッ!?）

　レーダーより早く、凍こおり付いた〝意〟がアルトに突つき刺ささった。

　機体をバンクさせ、大きくそれをよける。

　上方、太陽の中から敵機は来た。

「ブレラ・スターン!?」

　紫むらさきのＶＦ-27γ〝ルシファー〟。他ほかのＶＦ-27とは何もかもが違う、その動き。それだけではない。それに従スク者ワイアのように追つい随ずいする紅の無人ゴー戦闘機ストも、これまで戦った無人ゴー戦闘機ストとは違う、別種の動きだった。

『バトル・フロンティアは我らギャラクシーが制圧した。これより、人類は新たなステージへと進化する』

　ブレラの声であって、ブレラの声ではなかった。

「何だ……貴様らは!?」

『プロトカルチャーが作り損そこねた地球人類、ゼントラーディ、ゾラ……あらゆる知的生命を、我らは進化させる。認グノー識シスせよ。意識を統合し、人を超こえよ。我らはお前たちに永遠の安息を与える。すべての不幸の原因を消しよう滅めつさせる。性も、民族も、貧富も、地域差も何もかもがない均一な社会を与えてやろうというのだ。フォールドクォーツなら、それができる』

「そんな……ものがっ！」

　後ろを取られた。

　機首を上げ、コブラの体勢に入る。

　ガウォークで減速したＶＦ-27の横を取るべく、ＹＦ-29の両りよう翼よくスラスターがめまぐるしく動く。ＩＳＣが悲鳴をあげ、アルトの体がきしんだ。

『ムダだ！　生身の人間ごときが、我らに勝てるものか！』

「ふざけん……じゃねえ……ッ！」

　血ち反へ吐どを吐はきながら、それでもアルトは降り注ぐすべてのミサイルを回かい避ひし、レーザーをかいくぐり、ＶＦ-27γの超ちよう機動に追随した。

「男とか女とか……人類とかゼントランとか……そんなことじゃないだろ……ッ！　同じ役だけで構成された舞ぶ台たいなんぞあるものか！　ランカとシェリルの歌声が違ちがう意味、それを考えたことが、貴様らにあるのか！　あのふたりのハーモニーが、相乗効果でバジュラに通じるその意味を、想像してみもしない、貴様らが！」

　アルトは吼ほえた。

　心の底からの、それは怒いかりだった。

　電脳サイバー貴族ノーブルの声には、善意しかなかった。それが腹立たしかった。他人がどう生きるべきなのか、どのようにあるべきなのか、ご丁てい寧ねいにも勝手に決めてくれる、薄うす汚ぎたない権けん威い主義と悪あしき父権パトリオ主義テイズムの臭においが、アルトには許せなかった。

「オレは男だ……だが、同時に女だったこともある……今もそうかもしれない……だが、だからといって、それを不幸だと断じられてたまるかよ！」

　巨きよ大だいな柱のごとき入道雲をバックに、ＹＦ-29とＶＦ-27γは激げき烈れつな空中戦を繰くり広げていた。その動きはまるで、二羽の鳥が、天に向かう資格を争うようにも、見えた。
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「アルトの機体が、光ってる……？」

　制止するルカを振ふり切り、最大出力でアルトの戦場におっとり刀で駆かけつけたミシェルとクランが見たのは、淡あわい輝かがやきを帯び始めたＹＦ-29の姿だった。

「何が起きてるんだ、ミシェル!?」

「わからん。わからんが……！」

　ミシェルは肚はらをくくった。

　もはや、早乙女アルト、彼の親友が、自分にすら到とう達たつのできない領域にいることだけは確かだった。トルネード・パックの全力をもってしても、今のアルトには追随できないだろう。

　だが、ウィングマンとして戦えなくても、彼には彼にしかできないことがある。何があろうとアルトの背中を守る。それが少年たちの神聖な約束だった。

「いくぞ、クラン！　アルトの一いつ騎き打うちにアヤをつけるゴーストを、一機残らずなぎ払はらう！」

「ああ……了りよう解かいだ！　戦せん闘とう民族たるゼントラーディの力、今こそ満天下に見せてやる！　我らが得た文化の灯ひを、こんなところで消してたまるものかよ！」
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　だが、ひとりのパイロットの奇き跡せき的な戦いぶりは、艦かん隊たいの動きには影えい響きようしない。

「オズマ少しよう佐さより入電！　Ｓ．Ｍ．Ｓ別働隊との共同作戦で、〝魔デイ・ツアオ笛バーフレーテ〟の破は壊かいに成功！」

「フロンティア新統合軍より入電！　残存艦隊、バルキリー戦隊機能回復！　これより、連合艦隊の指揮下に入ると！」

「そうか……！」

　しかし、ワイルダーは喜ぶつもりになれなかった。

　すなわちそれは、もはやアイランドワンがバトル・フロンティアにとって一いつ片ぺんの価値もなくなったことを意味している。

　そしてその予想は、最悪の形で適中した。

「敵、メガ・マクロス・キャノン、こちらに照準！……アイランドワンを直ちよく撃げきするコースです！」

「やはりか！」

　理想だ人類救済だ、というお題目を唱えても、ギャラクシーの連中が、他の人類と変わらぬエゴイストであることは明白だった。わずかでもバジュラの支配を打ち消す可能性のあるランカとシェリルを、生かしておく理由がない。

「メガ・マクロス・キャノン、来ます！」

　もはやそのラムの報告には何の意味もなかった。

　女王バジュラと融ゆう合ごうしたメガ・マクロス・キャノンは、時空破は砕さい砲ほうとでもいうべき、空間そのものを消滅させる空前絶後の超兵器に進化していた。バリアも装そう甲こうも、その前には何の意味もない。

　光が放たれ、ブリッジの人々は、誰だれもが己おのれの死を覚かく悟ごし、その魂たましいが虚きよ無むの空間に投げ出されるだろう、と感じた。

　だが、その時は訪おとずれなかった。

　時空破砕砲の光が、アイランドワンの前方で消えたのだ。

「なんだ……!?」

「バジュラです！」

　キャシーの声は、信じられないものを見た衝しよう撃げきで満ちていた。

「バジュラが……無数のバジュラが盾たてになり、アイランドワンを……ランカさんとシェリルの歌を……いいえ……敵だと考えていた私たちを、守ってくれたんです……！」

「そうか」

　短く言って、ワイルダーは軍ぐん帽ぼうを被かぶり直した。

　それは、同じ旗の下で戦う戦友を悼いたむ、彼の儀ぎ式しきだった。

　そして、その表情は、その儀式は、すべてのＳ．Ｍ．Ｓ隊員が共有するものだった。

　彼らは歌巫子でもなければ、フォールドクォーツを持つものでもない。そのような力など、もはや必要なかった。

　バジュラは、同じ歌を愛する友だった。それで十分だった。あまりにも十分すぎた。彼らは理性ではなくその魂で、肚の底で、バジュラが自分たちと同じ心を持つ生物だと、理解していた。そのバジュラたちが、自分たちの心と命を大切にしてくれているのだと、理解することができた。

　遅おそすぎた──しかし価値のある涙なみだが、彼らの頰ほおを熱く濡ぬらした。
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「歌が……聞こえる……これは、アイモ……？」

　崩ほう壊かいしたシェルターから出て、松浦ナナセは、見たこともないほど広い空を見上げた。

　聞こえるのは、ランカとシェリルの歌だけではない。

　それは、ランカと同じ〝アイモ〟のメロディーだった。だが、歌っているのはランカではない。

　バジュラたちだ。

　インプラントの支配から解き放たれたバジュラたちは、この船団を盾となって守りながら、確かに歌っている。

　同じ歌を。人々と同じ歌を。

　誰かの唇くちびるから、アイモがこぼれだした。こぼれた歌は輪になって、やがてバジュラと、そして歌姫たちの歌とハーモニーを織おりなして、焼け落ちた街並みへと広がっていく。
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　バトル・フロンティアとＶＦ-27γの同時攻こう撃げきはもはや、圧あつ倒とう的な悪意の暴風だった。

　だが、それでもただひとり、アルトは飛び続けていた。

　死んでいく。

　たくさんのバジュラたちが死んでいく。ギャラクシーの機械によって汚よごされ、クォーツを支配され、砲ほう撃げきに焼かれ、バジュラたちが死んでいく。

　どうしても、それを救いたいのに、あまりにもバトル・フロンティアの攻撃は苛か烈れつに過ぎて、ＹＦ-29はそこに接近することができないでいた。火か網もうを突とつ破ぱすべく、幾いく度どとなく支し援えんＡＩに演算をかけるが、答えはたったひとつだった。

　突破可能性、ゼロ。それが答えだった。

「ゼロ、か……だが……だがなぁ！　そんなもので、そんなもので背を向けて、歌を届けられなかったら、オレはこの舞ぶ台たいに立つ意味がないんだよ！」

　ブレラの執しつ拗ようなミサイル攻撃のことごとくを、ＹＦ-29はすりぬける。猛もう烈れつなバトル・フロンティアのビームを、ガウォークでよける。接近するゴーストを、バトロイドと化して両断する。

　その背中を押すのは、歌だ。

　ふたりの少女の、優やさしく強い歌だ。

（まだだ……今のオレにできないことでも、次のオレにはできる……それが精しよう進じんするということだ……芸の極きわみだ！　父さん、あんたならどうする……!?）

　記き憶おくの中の父に問いかける。

　答えは、鉄てつ拳けんだった。

　当然だ。

　そのようなものは、問うものではない。自おのずから、己のうちにあるべきものだ。

（そうか……そうだよな……！　あんたに甘えても仕方がない……！　オレは……！　オレにできることをする！）

　ヘルメットをかなぐりすて、髪かみをほどいた。

　その耳に、イヤリングをつける。耳飾りはそのように作られたのだから、そう使ってやるべきだった。

　そこには、ひとりの美しい早乙女アルトがいた。

　その体に走るのは、バジュラたちの哀かなしみ。そして、死んでいく人々の悲痛な叫さけび。

　この戦場に満ちるあらゆる哀しみが、人の業ごうが、早乙女アルトとともにあった。そのすべてを、彼は受け止めた。彼はすべての魂にとって、慈じ母ぼであり、厳父だった。男であって、女であった。

　それはそこにあった。

　イヤリングが輝かがやき、機体がもはや誰だれの目にもあきらかなほどに輝く。

　左に半身を入れて、右に向かって機体を振ふり出す。日本のあらゆる舞まいに共通する、横の、そして天を目指す動き。一歩を踏みしめる、その動きが、ＹＦ-29をさらに力強く飛ひ翔しようさせる。





撫なづとも尽つきぬ巌いわおぞと

聞くも妙たえなり東あずま歌うた

声そへてかずかずの

笙しよう笛ちやく琴きん箜く篌ご孤こ雲うんの外に満ち満ちて

落日の紅は蘇そ命めい路ろの山をうつして

緑は浪に浮うき島しまが

払はらふ嵐あらしに花ふりて

げに雪をめぐらす白雲の袖そでぞ妙なる






　それは舞だった。

　あまりにも美しい舞だった。

　早乙女アルトという一世一代の芸人が、神に捧ささげる、それは舞だった。あまりにも完かん璧ぺきだった。

　完璧であるが故ゆえに、もはやミサイルも弾だん丸がんもビームも、何もかもが当たる道理がなかった。

「思い出せ！　ブレラ！　貴様はそんな男じゃないだろう！」

　その怒りは、アルトの心からのものだった。かつて、シェリルを、ランカを守って戦っていた時、ブレラ・スターンは機械的であっても、どこかで尊敬できるものをもつ男だった。今は違う。今のブレラは、ただの傀かい儡らいだった。そのような姿を見るのは、忍びないことだった。

「取り戻せ……！　お前の、本当の心を！」

「心……オレに、心、だと!?」

　もう、ブレラのＶＦ-27γでは、追いつくことさえできなかった。

　ＹＦ-29はあまりにも速く鋭く、そして完かん璧ぺきだった。ブレラの繰り出したミサイルのことごとくが回避され、ＹＦ-29の旋せん回かい型ＭＤＥビームの光に焼かれていく。もう誰だれもアルトを傷つけられるはずがなかった。





あるひは　天つ御み空そらの緑の衣ころも

又または春立つ霞かすみの衣

色いろ香かも妙なり乙女おとめの裳も

左右左

左右颯そう々そうの

花をかざしの天の羽袖

なびくもかへすも舞の袖






　ＹＦ-29の持つ四つの〝賢けん者じやの石〟が輝き始めた。

　それはもう、ランカとシェリルによる相乗効果、というものではなかった。アルト自身の入神の舞は、ふたりの歌という翼つばさを、羽は衣ごろもを得て輝き始めたのだ。

　見よ。

　はるか天空、この星を覆おおうフォールドクォーツが呼応して輝くその光を。

　聞け。

　あらゆるバジュラたちの持つフォールドクォーツが共鳴するその光を。

　知れ。

　その輝きは空間のすべてを超こえて、あらゆる宇宙のすみずみにあるすべてのフォールド物質を輝かせる。

　それは、はるか百数十億光年の果て、事象の地平線の彼方かなた、十万世界の果ての果てに響ひびき渡わたる、そのような芸だった。
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「白鳥は……」

　最後の機装サイバ強化ーグラ兵ントを倒たおし、ようやくに教会に迫せまる敵がいなくなったことを確かく認にんすると、グレイス・オコナーは空を見上げた。

　ひどくいい気分だった。もう、苦痛ペイン調整・エデ器イターで身体的苦痛を打ち消す余力もなかったが、そんな必要はなかった。

　ただ、シェリルとランカの歌を聴ききながら、その舞を見て逝ゆけることが、驚おどろくほど幸せに思えた。

「白鳥は、製鉄民族にとって、鉄のありかを教えると同時に、冬になれば南の国に去り、春になれば戻もどってくる存在だった。白鳥は南国でその寿命を終えるが故に、北国の人々は白鳥の死を目にすることがなかった。白鳥は不死と考えられ、北国で死んだ白鳥は不死の羽衣をはぎ取られたのだと信じられた。それゆえに白鳥は、龍りゆうと同じく不死の象しよう徴ちようであると考えられた。インドのアプサラス、南洋の天てん女によ伝説、日本の羽衣伝承やかぐや姫ひめの説話、そして北ほく欧おうのヴァルキュリア。それらは同じものを示している──」

　もう、内臓のほとんどが動かなかったので、グレイスは首から下についてはあきらめることにした。まあ、どうでもよいことだ。

「天女はプレアデス、昴すばるの星々や北ほく斗と七しち星せいと同一視される。あるいは月とも。女め神がみアルテミス……処女にして月星の化け身しん、不ふ滅めつにして地上に焦こがれるもの。それは、美しい光を得て、天界へ……死の世界へ帰って行く……いずれまた、我々の世界に渡ってくるために……」

　触しよつ覚かくと味覚も死んだ。

　そもそも誰に向けて話しているのかすらわからない。それはただ、独白だった。

「そして……その象徴は昇アセン華シヨン……高みに……ふふ……私の歌が、私の生み出した美しいものが……こうも……輝いている……銀河が震ふるえて……」

　蘭雪ランシエ、とつぶやこうとして、グレイスは果たせなかった。
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「うおおおっっ！」

　殺到する無人ゴー戦闘機ストをアルトのほうにいかせまい、と奮戦していたクランのクァドラン・レア、その上半身の装甲がマイクロミサイルの直撃を浴びて吹き飛び、その美しい顔があらわになった。

「クラン！」

　クァドランにトドメを刺そうとするゴースト。が、ハーフターンで旋せん回かいしたミシェルのトルネード・メサイアが、その装甲ミサイルハッチを開き、炎の矢を斉せい射しやする。人間では追つい随ずいできない無人機であっても、ミサイルならば別だ。そして、ルカの必死のサポートによって支援されたミサイルは、次々と敵の電子障害ＥＣＭを打ち破り、無人ゴー戦闘機スト戦隊を灰に変えていく。

「大だい丈じよう夫ぶか！」

「すまん、ミシェル！」

「なあに……お前ひとりを死なせるものかよ！」

　バトロイドになって背中を合わせて。金髪の少年はひとつ、ウィンクをした。幼なじみの少女とふたり、同じ時を、充実した時を生きていられる。それが戦場であっても、彼らは幸福だった。

　いや────。

　そこはもはや、彼らにとって戦場ではなかった。

　金色のフォールド光を帯びて飛ひ翔しようする、早乙女アルトのＹＦ-29。もはやそれは、ミシェルにさえ届かない高みの空だった。

「光の……舞まい……！」

「あいつ、カブいてやがる！」

　そうだ。美しいものはここにあった。彼らがたとえ抱だき合えない定めであったとしても、それがなんだ、と笑い飛ばしてしまえるほどの勇気をくれる美しいものは確かにそこにあった。

　舞は輝いて、歌に乗って。天を、響ひびかせる。
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「アルトくん……」

「アルト────」

　間かん奏そう。

　少女たちの唇くちびるに、感嘆の吐と息いきが漏もれる。

　美しかった。

　凡ぼん庸ような表現に過ぎるが、それはもはや、言葉を超えた美だった。薄く大気の具合で刻々と色を変える巨大な雲海に、戦いの炎が照り映え、そのすべてを超えて、羽衣のように、翼つばさのように、黄金のフォールド光を放つＹＦ-29が舞っている。

　それは炎ほのおのように見えるが、一陣の風であった。炎の周囲に存在する、目には見えない熱を帯びた大気。燃焼の本質。

　風のエレメントは男性の原理であるが、その精せい霊れいはシルフィード、すなわち女である。完全な存在。アダム・カドモン。両性具有の神。すべてであってすべてでないもの。この世界に存在しない、幽ゆう玄げんの美。

　早乙女アルト！

「ああ……！」

　シェリルは知った。

　自分はずっと、はるか高みから下を見下ろす妖よう精せいなのだと思っていた。が、それは違った。自分が見ていたのは、もっと古くからの想おもい、己おのれの底にある熱情の姿。己の中にある、美しい一頭の獣けもの。彼方かなたの果てにある、光り輝く、追い求めるべき美！

　ランカは気づいた。

　自分はずっと、見上げているのだと思っていた。シェリルやアルトの後を追って、羽ばたいているのだと思っていた。でも違う。自分の足下にあったのは、アルトの与えてくれた広い広い世界の姿。暖かい、巨大な大地。自分を支えてくれるもの。

　ふたりの少女の頰ほおを、等しく涙がなぞった。

　教会の床に刻まれた、太陽と月と星とを寓ぐう意いしたタペストリーに、涙が落ちる。

　そしてまた歌が響く。

　ただ一心に、感動を伝えたかった。バジュラに、世界に、自然に、人々に、ＡＩたちにも。

　早乙女アルトという少年が開いてくれた、少女たちの宇宙の脈みやく動どうを──！




　　　　＊




「バトル・フロンティアの攻こう撃げき、減少していきます……アルト少しよう尉いの舞に、舞に反応している……！」

　それはモニカの確信だった。

　だが、その確信を、ラムの報告が粉ふん砕さいする。

「連合艦かん隊たいより入電！　敵の混乱に乗じて、全ぜん艦かんのマクロス・キャノンを一いつ斉せい集中攻撃せよ、と！」

「！　対話計画は伝えているはずよ!?」

　キャシーが血相を変えた。なぜ今なのだ。もう少し、もう少し待てば。




　　　　＊




　連合艦隊は、残存するマクロス・クォーター級をすべて強きよう攻こう型に変形させると、山脈の稜りよう線せん上に展開した。

　上空では新マクロス級が同じくメガ・マクロス・キャノンの発射態勢に入っている。

　それだけではない。銀河条約で使用を規制されている、戦略級反応弾だんを装備した重攻撃可変デストロイド〝ケーニッヒ・モンスター〟と、その祖型である超ちよう弩ど級きゆうデストロイド〝モンスター〟の砲ほう列れつが、バトル・フロンティアに狙ねらいを定めていた。




　　　　＊




「バトル７のエキセドル参さん謀ぼうから入電。総攻撃を中止すべきではないか、と。Ｓ．Ｍ．Ｓフロンティア支社からも同様の要よう請せいが」

　キャビロフ提てい督とくはタメ息をついて、かぶりを振ふった。要請を受け入れるつもりがないことは明白だった。

「私はリン・ミンメイの奇き跡せきを見たひとりだ。だから、その気持ちは理解する。だが、ここで作られたチャンスを無視してことを起こさねば、さらに多くの人命が失われる。本当に奇跡があるなら、このようなことで消えはしないものだ」

　その瞳ひとみには確信があった。

　安易に歌による救いにすがるのではなく、常に自分の判断で最良のことをし、死んでいった人々の残した世界を守ろうとするまなざしがあった。

「攻撃は延期しない。全艦隊、予定通り総攻撃を行なえ。あらゆる反応兵器、遺失兵器を解放しろと伝えろ。出し惜おしみはなしだ」




　　　　＊




　だが、そのようなことはもはやアルトには、どうでもよい些さ事じであった。

　自分は、神に向かって、世界に向かって、バジュラに向かって舞まう。

　ご見物がいて、自分がいて、芸がある。そして最高の共演者たちがいる。

　そこには何の躊ちゆう躇ちよもない、ためらいもない。

　ただ、完かん璧ぺきな芸だけを求める心があった。





東遊のかずかずに

東遊のかずかずに

その名も月の色人は　三五夜中の空に又また

満月真しん如によの影かげとなり

御願円満国土成じよう就じゆ

七宝充じゆう満まんの宝を降らし

国土にこれを　ほどこし給ふさるほどに






　キャノピーを吹ふき飛ばし、ＥＸギアで風に乗る。それは彼が焦がれ続けた、青い空の風だった。

「聞いてくれ、バジュラたち！　オレたちの気持ちを……みんなの歌を……！」

　ＹＦ-29が背後に流れていく。

　もう剣けんは必要なかった。




　　　　＊




「この歌……それに、あの舞まい……」

　ブレラの瞳から、滂ぼう沱だと作動液が流れた。

「そうだ……これは、ランカの……」

　何かが、理り屈くつを超こえた何かが、彼を突つき動かした。

　おそらくは、それが感動と呼ぶものなのだろう。

　ランカだけではない。目の前の男の舞、早乙女アルトの舞の与えた感動は、もはやインプラントごときが脳に送り込んでくるパルスだのホルモン物質だので制御できるものではなかった。

　人の心が感動して化学物質が出るのであって、逆ではない。化学反応で心がコントロールできるようなことは、ない。それをできるのはただ、同じ心から生まれた美、芸のもたらす感動だけなのだ。

　気がつけばその右手は、彼の脳、その中ちゆう枢すうに埋うめ込まれたインプラントを引きずり出していた。

　血とパーツが飛び散り、サイバースペースから意識がはじき出される。だが、構わなかった。

　キャノピーカバーを吹き飛ばす。

「ランカ──────！」

　それは、叫さけびだった。

　そして約束を果たそうという願いだった。

　手動で無む理り矢や理り、ＶＦ-27γのリミッターを吹き飛ばす。

　四基のエンジンが、炎ほのおのごとくに吹き上がる。

　機体そのものが、熱で溶とけ始めた。

　異変に気づいたバトル・フロンティアからの集中砲ほう撃げきが、パーツを次々と吹き飛ばす。翼つばささえ折れ、もはやまともな飛行は不可能だった。

『やめろ、ブレラ・スターン！　何をするつもりだ！』

『裏切るのか……!?』

　電脳サイバー貴族ノーブルどもの悲鳴に似た声がした。

　当然だ。彼らがどこにいるのか、ブレラは知っている。その急所も。ハードウェアである脳のう髄ずいさえ破は壊かいしてしまえば、もはや復活することはできない。ギャラクシー艦かん隊たいというバックアップを捨ててしまったのが、彼らの敗因だった。

「裏切る……!?　バカを言え！　どんな時でもランカを守る！　それが、オレの約束だ！　貴様らに操あやつられる理由などは……ない！」

　ブレラは今、幸福だった。

　愛する妹の、そしてその妹の大切な人々の歌が、自分を虜とりこから解き放ってくれた。そして、やるべきことを示してくれた。あの日、十一年前に妹を守ったことが、このように彼に報むくいてくれた。心はひどく安らかで、体にはなんの痛みもなかった。

　ただ、光と歓かん喜きとが、ブレラを包んでいた。

　臨界を超えた反応炉ろが悲鳴をあげ、ピンポイントバリアが機体を光の矢にする。

　蠍スコル座ピオの一いち撃げきのごとく、その光の矢は、あやまたずにバトル・フロンティアのＣＤＣを貫かん通つうして、消えた。

　その一撃はあやまたず、バトル・フロンティアと女王バジュラを接ジヤツ合クインしていたハードウェアそのものを吹き飛ばし、女王バジュラを機械のくびきから解き放った。




　　　　＊





時移つて天の羽は衣ごろも

浦うら風かぜにたなびきたなびく

三保の松原浮うき島しまが雲の

愛あし鷹たか山やまや富士の高たか嶺ねかすかになりて

天つ御み空そらの霞かすみにまぎれて

失うせにけり────






　舞は、終わった。

　アルトは確かに、女王バジュラがバトル・フロンティアから分ぶん離りしていくのを、彼女が歌を聞き届けてくれた、と確信した。

　ふわり、と女王バジュラがまるで能舞台のように示した円形の舞台に舞い降り、その瞳ひとみをしっかと見み据すえる。

　通信機を、開く。

「ランカ、シェリル。聞こえるか──」

「え、ええ！」

「聞こえるよ、アルトくん！」

「ランカ。すまない──オレは、お前の気持ちに応こたえてやることはできない。そして、シェリル──」

　アルトは、微笑ほほえんだ。

　やわらかく。

　天てん女によのように。

「────────」

　たぶん、応えようとしたのだ。

　少女たちの気持ちに、きちんと。

　イヤリングを輝かせて、やさしく、はっきりと。

　だが────。

　そのアルトもろともに、連合艦隊の総攻こう撃げきの光が、そしてフォールドに入るバジュラたちの輝きが、バトル・フロンティアを飲み込んだ────。
















エピローグ







　一ヶ月が過ぎた。

　アイランドワンはこの星に着陸して、無事に街としての暮らしを再開した。

　みんな、真空におびえない暮らしを楽しんでいる。ごく少数の人たちだけが、また環かん境きよう船に乗って旅立っていった。Ｓ．Ｍ．Ｓの人たちにも、そういう人はいる。宇宙を旅し続けることが日常になった人たちだ。

　私は、たくさんの人たちと、たくさんのことをした。

　姿を消したブレラさんのこと、死んでしまったたくさんの人とバジュラのこと。

　解決しなくちゃいけないことはいくらもあって。時間はすごい勢いで流れていった。

　バジュラはもう、ここにはいない。

　私がアイ君から聞いた限りでは、この銀河系を離はなれて、他ほかの群れを探しに行ったんだ、って。

　自分たちがいれば、人間はその力を求めて争ってしまう。それはとても哀かなしいことだから、って。

　アイモは──恋こいの歌。

　遠く銀河の果てに恋する相手を見つけた女王の、旅立ちの歌。

　私たちのアイモがそれを目覚めさせたのなら、ちょっとロマンチックだな、って思う。

　緑と、風と、おいしい空気のあるこの星を、私たちはバジュラから譲ゆずり受けた。この星を汚よごさずに、大事に使っていく責任が私たちにはあるんだ。

　────シェリルさんは、目覚めない。

　命があるだけ奇き跡せきだった、ってルカくんとカナリアさんが言ってた。

　私のフォールド細菌を含んだ血液を輸血して、細菌群を体に〝なじませる〟ことで、Ｖ型感染症の致死的な毒素の放出はかろうじて収まっている。このまま経過がよければ、喉ではなくて腸に、おなかに定着させられるかもしれない。けれど、それまで命があるかどうか、命があっても脳が覚醒するかどうかは、わからないんだって。

　それでも、私たちは生きている。

　私たちはここにいる。

　ここであなたを待っている。

　そうだよね、アルトくん────。




　　　　＊




　観客席の興奮は、廊ろう下かの端はしまで伝わって、自じ動どう販はん売ばい機きさえ揺ゆらしてみせた。熱ねつ狂きようはもう、とどまるところをしらなかった。

「コンサート、そろそろ始まるぞ。何を読んでるんだ？」

「福ふく音いん書です。ちょうど二十四章ですね」

「ふぅん」

　ミシェルは気のない返事をして、椅い子すに座るルカが立ち上がるのを待った。その傍かたわらにはおめかししたクラン・クランがいて、ミシェルがルカの姉の話を切り出すのを阻そ止しせんとしていた。

「オズマ隊長たちは？」

「とっくに観客席だ。来てないのは、後はオレたちだけだよ」

「すいません」

　ぺろっ、と舌を出して、ルカは観客席へと走り出した。そこには、彼がちょっとあこがれている、ランカのマネージャーもいるはずだった。




　　　　＊




　そうして。

　奇跡はまた幕を開ける。

　何度でも、何度でも。

　そこに舞ぶ台たいがある限り、そこに芸がある限り。

　幕が開くたび、奇跡は起きる。

「──みんな、ありがとう！　今日はマクロスピードでブッ飛ばすわよ！」

「だからみんな、抱だきしめて！　銀河の果てまで！」

「あたしたちの歌を、聞けぇ！」

　コンサート会場に、少女たちの歌は響ひびき渡わたる。

　そして、その頭上、見上げるはるかな青空に、紙飛行機が飛んで────。

　歌は何度でも、響き渡る。

　時空を超こえて。

　あなたの元へ。

　あなたの生きるその世界が、幸せであれと、優やさしさに満ちよと、響き渡る。

　ありがとう。

　あなたが響かせたこの歌に、ありがとう──。





〈了〉









　あとがき







　長い、航海が終わりました。

　早乙女アルトという少年とともに歩んできた四年近い月日を思うと、気が遠くなります。

　彼と出会ったその時、僕はああ、このアニメは絶対に面おも白しろくなるな、と思いました。彼はそれほどに魅み力りよく的であり、単なるノベライズという枠わくを超こえて取り組もうと思わせてくれる、本当に素す晴ばらしい人物でした。

　最初に見せていただいたのは脚きやく本ほん、それも最初の１クール程度の脚本だったのですが、そこには確かに、彼の悩なやみ、彼の怒いかり、そして彼の深い愛と友情と情熱が描えがき出されていました。

　もちろん、『マクロスＦ』はアルトだけの物語ではありません。シェリルがいて、ランカがいて、オズマがいて、ブレラがいて、たくさんの人々がいて、そうして織りなされる物語です。

　ですが、何よりも自分にとって本作は早乙女アルトというひとりの少年の物語なのです。

　今、彼の航海はひとつの決着を迎むかえました。その結論、彼の至った過程についての答えは、僕なりには出したつもりでいますが、最終的には皆みなさんの心の中、皆さんのアルトに問いかけていただければ、と思います。ただ、それがどのような形であれ、彼はひどく満足げであろう、と思います。

　ああ、いくらでも語りたいことはあります。皆さんのひとりひとりの手を取って、朝まで語りたいほどに僕は彼と、彼の綴つづった物語を愛しています。なによりも、ひとりの『マクロスＦ』ファンとして、この映画を楽しんだのですから。

　とはいえ、語りすぎるのもヤボというものであろう、と思います。楽しんでいただけたなら、これに勝まさる幸せはありません。




　　　　＊




　アルトの話ばかりになってしまいましたが、もちろんふたりの歌うた姫ひめにもこれまで以上の愛を注いでおります。

　なにぶん小説という媒ばい体たいですので、彼女たちの歌は入らないわコンサートの映像は入らないわといろいろとペナルティづくしでしたが、その分、ふたりの心情描びよう写しやには力を入れたつもりです。ランカの強さとけなげさ、シェリルの気高さといとおしさ、そういうものが皆さんに少しでも伝われば、と思います。

　そのうえで、もし映画をご覧になっておられない方がいらっしゃいましたら、是ぜ非ひとも映画館に、あるいはいずれ発売されるＤＶＤをご覧になっていただければと思います！　いや、本作の映像は本当に凄すごいですよ！　圧あつ倒とう的であります！

　いささか気き恥はずかしいコメントになりますが、ランカとシェリルのふたりには、自分が誰だれかを好きになったときのいろいろな気持ち、たとえば切なさであるとかちょっとしたことのうれしさであるとか、そういうことを詰つめ込みました。恋こいをするのはつらいことでもありますが、それ以上に幸福なこと、人生を豊かにしてくれることだと信じています。

　自分は男性なので、ふたりの乙女おとめ心ごころに完全に寄り添そえた、とうぬぼれてはいませんが、それでもなにかしらのシンパシーを感じていただければ、と思います。最終的な判断は皆様にゆだねたくはありますが（笑）。まあ、そこはそのなんです、著者の気恥ずかしさであります。




　　　　＊




　作品そのものとしては、今回はオリジナル要素は控ひかえめになっております。まあ、カメオ出演シリーズはもっといろいろ出したかったんですが、これ以上やるとキャラがわやくちゃになるのでやめました。マックスとミリアの娘むすめ全員！　とか、辺境最強の運び屋パイロット！（デジタルミッションＶＦ‐Ｘ）とかいろいろ考えたんですが……。

　あと、電撃ホビーマガジン連れん載さい中の『MACROSS THE RIDE』の連中は、作品そのものが完結してないので出ておりません。ちょこちょこ連動した小ネタは出ておりますので探してやってくださいまし。

　どちらかといえば強調したのは錬れん金きん術じゆつ要素、特に寓ぐう意いの解説です。映像に籠こめられた意図を解説するのもヤボといえばヤボなのですが、映画を見るときに、「こういう視点（正解ではない）もあるのか」と思っていただければ、と思います。おかげで解説要員としてのグレイス先生の出番がやたらと増えてしまいました。いや、大好きなキャラなのですが。

　もちろんそのへんの要素はわからなくても構わないので、なんとなく雰ふん囲い気きとして受け取っていただいても問題ありません、というかそういうものであります（笑）。




　　　　＊




　本書の制作にあたっては、たくさんの人々のご協力をいただきました。細部にわたって詳しよう細さいなチェックをいただいた河森監かん督とくとサテライト、ビックウエストのスタッフの皆様、江端先生をはじめとする絵師の皆様、編集の皆様。

　錬金術・オカルト・ＳＦ周りについては、親友でもある魔ま術じゆつ考証家・三輪清宗氏の協力が大であります。映像の錬金術的寓意解説はほとんど氏の手になります。ありがとうございます。

　そして何より、この長い航海にひとまずの決着をつけられたのは、読者の皆様のご声せい援えんあってのものです。ここまで長く、そして実りあるものになると誰が予想したでしょうか！　本当に、本当にありがとうございます。

　もちろんこれからもマクロスシリーズは続いていきます。是非、その新しい航海の中で、また皆さんにお会いできれば、と心から願っております。これを書いている段階では具体的な予定があるわけではないのですが、また外伝小説とか書けたらいいですね！

　それでは、ひとまずここで筆をおかせていただきます。

　本当にありがとうございました。





二〇一一年　春　小太刀 右京　　
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